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千夜一夜の快楽を








　

１







　まるで別世界のようだ、とはきっとこういうときに云いう言葉なのだろう。


　目の前に広がるのは豪ごう奢しやな吊つり明かりに、広々とした部屋一面に敷しき詰つめられた織りの美しい絨じゆう毯たん。窓を縁ふち取どる飾かざりは実に素す晴ばらしく、壁かべに施ほどこされた金や銀の細工には色とりどりの宝石が埋うめ込まれている。


　各所に配置された美術品も博物館に収められていなくてはならないのではと思わせるようなものばかりだし、中央に配された生花はこの国の気候では育たないようなものまで使われていた。


　そんな空間で、仕立てのいいスーツを身に着けた世界各国のビジネスマンと民族衣い装しように身を包んだアラブ人が懇こん談だんしているのも見慣れぬ光景だ。


「どうした？　志し水みず。ぼんやりして」


「あ…すみません、慣れない雰ふん囲い気きなものですから緊きん張ちようしてしまって」


　まるで、映画のスクリーンの中に入り込んでしまったかのようで、息苦しい。営業部にいたときだって企き業ぎよう主しゆ催さいのパーティーには何度も出席しているけれど、それとは格式の高さが段だん違ちがいだ。緊張しないわけがない。


　それにここは、俺が長い間ずっと憧あこがれていた国なのだ。


「気持ちはわかるが、早く慣れたほうがいい。これから、ああいった連中と渉わたり合わなければならないんだからな」


「はい」


　上司の広ひろ岡おかに発破をかけられ、俺はピシリと姿勢を正す。彼の云う通り、この程度のことで怯ひるんでいては、これからの仕事に支障をきたしてしまいかねない。


　俺、志水八や尋ひろは現在、中東のリドワーン王国に上司と共に来ている。


　それは数ヶ月前に即位したばかりの国王から、国を挙げての石油開発に着手すると発表されたことが発ほつ端たんだった。


　このアラビア湾わんに浮うかぶ小さな島国である立憲君主制のリドワーン王国は、古くは学問で栄えた国で、識字率は高く教育も充じゆう実じつしていて治安がいいことで有名だ。宝石や金、鉱物資源などの輸出が主な産業で、産出された宝石などを使った貴金属の加工技術でも評判が高い。


　しかし、外交に積極的であった先々代に代わって国王になった先代はとくに欧おう米べい嫌ぎらいで有名で、貿易も周辺の中東諸国かアジア圏けんの一部としか行っていなかったため、世界経済から取り残され、近代化が一時遅おくれていた。


　そのお陰かげで、周辺諸国の石油の枯こ渇かつが心配される中、幸か不幸かリドワーンの石油資源はまだ手つかずでその埋まい蔵ぞう量は未知数だ。鉱物や宝石等の財もどれだけ眠ねむっているのかわからない。


　だが、即位した新国王は、先々代の考えを引き継ついでいる。


　新たな事業に乗り出すことにも積極的で、今日のパーティーも、油田開発着手を祝うために国王が主催したものだった───表向きは。実際は、鉱区への入札を狙ねらう世界各国の名だたる企業の幹部たちが、開発の責任者となっている王子たちへ取り入るために一堂に会しているというわけである。


　莫ばく大だいな資源が眠っていると思われる鉱区を、虎こ視し眈たん々たんと狙う世界各国の石油会社の幹部たちは必死の様相だ。噂うわさによると、各社様々な贈おくり物をしているらしいが、未いまだにどこが有力候補であるかという話は聞こえてこない。


　新卒で入社して三年目の俺が、こんな大事な取り引きを行うチームの一員として連れて来られたのは、油田開発に関しての専門的な知識を買われてのことだった。


　幼い頃ころから中東方面に興味があり、やがてそれらの国々を潤うるおす石油にも興味を持つようになった俺は、大学では理工学部で地質学を専せん攻こうし独学でアラビア語もマスターした。


　いつか、自分も油田の開発に参加してみたいと思っていたけれど、こんなに早くその夢を実現するチャンスが来るなんて思いもよらなかった。


　だけどその夢も、俺の所属している会社『暁あかつき石油開発』が、リドワーン王国の鉱区の権利を手に入れなければどうにもならない。


「………っ」


　俺は歯がゆさと悔くやしさに唇くちびるを嚙かむ。


　意気込んで上司の命令に従ってパーティーについて来たものの、国王や王子に取り入るにしても、先ほどから大勢の人間に囲まれている彼らには近づくことすらままならないのだ。


　話をする機会さえあれば、当社の技術力の高さをアピールすることもできるのに、ここまで来て声をかけるチャンスもないなんて……。


「あれじゃ、近寄ることすらできないな」


「……そうですね。無理に割って入るわけにもいきませんし」


　横にいた広岡のため息混じりの呟つぶやきに、自分と同じようなことを考えていたことを知る。


　そういえばさっきまで社長も一いつ緒しよにいたはずだが、いったいどこへ行ってしまったのだろう。


「国王はともかく、王子二人のどちらでもいいから、顔合わせだけはしておきたいところなんだが。この調子だと今夜は難しいかもしれんな」


　二人というのは、責任者とされている人物で、国王の息むす子このサイードと甥おいにあたるジブリールのことだ。


　サイードの担当する第一鉱区は国の南西に位置する砂さ漠ばく地帯にあり、ジブリールの第二鉱区は北東の海底にある油田を海上で採さい掘くつすることになる。


　そうやって二カ所を二人に任せることにしたのは、競争相手を作るという意図と、リスクを分散するという意図を持たせるためで、国王のアイデアらしい。


「でも、さすがですね。サイード殿でん下かを囲む人の多さは並じゃない」


　左の奥にいるのがサイード殿下で、右手手前にいるのがジブリール殿下。ここからではわかりづらいが、サイード殿下の端たん麗れいな容姿はとくに有名で、日本でも雑誌やテレビで取り上げられ、話題になったことがあるくらいの容よう貌ぼうだ。生きつ粋すいのアラブ人のはずなのに瞳ひとみは青く、顔立ちもどちらかと云うと欧米風で、ハリウッド俳優と並んでも見み劣おとりすることはない。


　だが、彼が注目される理由は他ほかにもある。


「ああ、何てったってリドワーンホールディングスの代表だからな。今回の入札が失敗したとしても、彼と繫つなぎをつけておきたい人間はたくさんいるだろう」


「十代で投資会社を立ち上げて、軌き道どうに乗せてしまったんですよね。才覚があったとは云え、凄すごいよな……」


　王子としての財よりも、いつか枯かれるかもしれない国の資源よりも、現状ではサイード王子が個人で持つ財のほうが何倍もの価値がある。すでに、アメリカの某ぼう雑誌で世界の富豪のトップテンに入ってしまうほどの資産を有しているとも報じられている。


　尚なおかつ、現在王位継けい承しよう権一位の王子でもあるのだから、やはり天は出来る人間には二物も三物も与あたえるものなのだろう。


「けど、リドワーンは周辺諸国に比べたらだいぶ質素な国だよな？　その資金はいったいどこから持ってきたんだ？」


　宝石や金の輸出で栄えていた時代は、中東で一、二を争うような豊かな国だったが、周辺諸国が次々と石油の開発をする中、欧米の企業の国内への参入を拒こばんだリドワーンは近代化から取り残された。そのため、国民の生活は質素で堅けん実じつなままだ。


　大富豪と呼ばれるほどの財産を築くには、才能だけではどうにもならない。広岡は、その元手となるそれなりの資金が必要なはずだと云いたいのだろう。


「国自体は、いくら質素と云っても王族ですから、半島のほうの王族ほどではないにしろ、それなりには持ってたんじゃないですか？　早くに亡なくなった先々代がヨーロッパ辺りに土地を持っていたらしいですから、それを相続したんじゃないですか？　彼は先々代の直系ですし」


「ああ、なるほど」


　それにしても、このご時世に景気のいい話だ。その上、今回こうして油田開発の責任者を任されるなんて、何もかもが桁けた違ちがいだ。


　しかし、サイードが囲まれているのには他にも訳がある。通常の石油の鉱区の入札には、生産される石油のこちら側の希望する取り分を表すパーセンテージを提示するのだが、彼は各会社にそれぞれの持つ技術力についてのプレゼンテーションをやらせると発表したのだ。つまり、いくら取り分のパーセンテージが低くても、彼のお眼め鏡がねに適かなわなかった会社が落札することはできないということである。


　各社に与えられる機会はそれぞれ一度きりなのだが、サイードを取り巻いている人々には、せめてその前に印象をよくしておきたいという思おも惑わくがあるのだろう。


「さすがだな、志水。中東に興味があるとは云っていたが、ここまで詳くわしいとは思ってなかったよ」


「いえ……」


「ついでに訊きいてみたかったんだが、彼はハーフか何かなのか？」


　広岡がさらに声を潜ひそめて訊いてくる。


「さぁ…いまの国王に西洋人の王おう妃ひがいるという話は聞いたことがないですし、逆の場合も考えにくいでしょうね」


　それは俺も不思議に思っていたことで、真実はよくわからない。


　この国の宗教では夫は妻を四人まで持つことができるけれど、その逆は不可能なはずだ。女性の姦かん淫いんがバレた場合、重罪に問われ、死し刑けいになるという話を聞いたことがある。


「じゃあ、隔かく世せい遺伝ってこともあるから、どこかで欧米人の血が入ってるのかもな」


「そうかもしれませんね」


　外交に積極的だった先々代なら、異国の地で恋こいに落ちた女性を王妃に迎むかえていてもおかしくはない。そんなことがあったとしたら、女性にとってはシンデレラストーリーそのものだ。


　まるきりの庶しよ民みんにすぎない俺にとっては、想像の中の出来事でしかないわけだが。


「それにしたって、羨うらやましい話だよな。金を儲もうける才能にも高貴な血筋にも端整な容姿にも恵めぐまれてるんだからな。俺もあんなふうに生まれてみたかったもんだ」


「はあ…」


　そうだろうか？　生まれつき与えられたものなどに、何の価値があるというのだろう。逆にそこまで違いすぎると、俺は羨ましいという感覚を超こえてしまう。俺は分相応なものしか欲しくないし、欲しいものは自分で手に入れる主義だ。


「そうだ、あっちの王子の話なら俺もいくつか聞いたぞ」


　広岡は、突とつ然ぜんニヤニヤとした嫌いやな笑えみを浮うかべる。


「え？」


「第二鉱区を担当するジブリール殿下は先代の孫にあたる人物で、これまたサイード殿下とは正反対。相続した財産を食い潰つぶしてしまいそうなほどの浪ろう費ひ家だそうだ」


「その話でしたら俺も聞きました。サイード殿下をライバル視しているようで、同じように投資を始めたらしいんですが、そこで儲けた金もすぐに使ってしまう有様のようで……」


　つまり、サイードよりは小物だということ。投資で儲けられるのだから、頭は悪くないのだろうが、些いささか浅せん慮りよなところがあるに違いない。


「ジブリール王子は、国の取り巻きが多い方ですね」


　周りに置いている年若い青年たちは、ジブリールの従者たちだろうか？　中には、少年と云いったほうが正しいような男の子もいる。


　それにこうして遠目から見ていても、ジブリールの自分の財を見せびらかすかのような態度や装そう飾しよくは、俺としては生理的に好きになれない。首に下げた金細工のアクセサリーや指に塡はめた大きな宝石のついた指輪など、趣しゆ味みが悪いとしか思えなかった。


　すると、広岡はさらに顔を近づけ、声を潜めて囁ささやくようにして云ってくる。


「……俺が聞いた話ではな、ジブリールは戒かい律りつが厳しい国の王族だってのに、禁きん忌きとされてる男遊びが好きらしい」


　と云うことは、あの取り巻きはいわゆるお手つきということだろうか。


「そんなことをして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「ばれたらまずいだろうな。もちろん表立ってやってるわけじゃないから、罰ばつせられることはない。ちなみに、噂うわさによるとアジア系の小こ綺ぎ麗れいなのが好みなんだそうだ」


「…………」


「それこそ───お前みたいな顔は気に入られるんじゃないか？」


「……何が云いたいんですか？」


　嫌らしい笑みを浮かべられ、俺はあからさまに眉み間けんに皺しわを寄せる。


「ビジネスマンとして遣やり手なサイード殿下を袖そでの下で落とすのは難しいが、ジブリール殿下ならどうにかなるんじゃないかと踏ふんでるんだが、お前はどう思う？」


「……それは、俺に昔のようなことをしろということでしょうか？」


　営業部にいたときの俺は、それこそ何でもした。


　取り引き先の秘書の子を口説き落とし落札価格をリークしてもらうなどはまだ可愛かわいいほうで、仕事を取るためなら取り引き先の担当者に自分の体を提供することもあった。中には年下好きな女性幹部もいたけれど、俺が相手をさせられてきたほとんどは男。


　元々、バイだった俺はそこまで苦には思わなかったけれど、俺の前に人ひと身み御ご供くうにされていた社員は根っからのノーマルだったらしく、ストレスで胃に穴をあけて辞やめてしまったらしい。


　重要な取り引き先の重役に、妻子持ちのオヤジのくせに若い男が好きだというろくでもない輩やからがいて、ことあるごとに呼び出されてはいいようにされていたが、いまとなってはそれも過去のことだ。


　そうやって成果を上げてきたからこそ、希望していた現場への異動が叶かなったのだから後こう悔かいはしていない。だが会社側は営業部の新人が、そういったことに利用されているとは認にん識しきしていないだろう。営業部の中でも、ほんの一部しか知らないことだ。


「もちろん、あちらが何も云って来ないのなら必要ないさ。だが、もしもご希望されたとしたら、断ることなんてできないだろう？」


「…………」


　反論するのもバカらしくなり、俺は黙だまり込む。


　広岡が俺の営業時代の役目を知っているのは、入社以来の上司だからだ。俺と同じくしてリドワーンの油田開発チームに引き抜ぬかれたのは、営業部長時代の手しゆ腕わんを評価されたためと云われている。


　確かに日本にいたときから、広岡の営業の手腕は見事なものだった。しかし、彼が手にした取り引きの決定的な決め手となったのは、俺の犠ぎ牲せいがあってこそ。それがなければ、中東の知識にさえも乏とぼしい広岡が、油田開発会社のエリートコースである現地栄転になどなれるわけがないのだ。


　でも……それをいまさら口にしても意味のないこと。


　出世して追い越こし、いつか見返してやると心の中で何度目かわからない誓ちかいを立て、俺は悔くやしさを殺すために奥歯を嚙かみしめる。


「お前には野心があるんだろ？　使えるものは何でも使え」


「……わかっています」


　云われなくてもそのつもりだ。でもそれは、自分のため。二度と広岡の出世の道具に甘んじるつもりはない。


　鉱区の権利を手に入れるためだと思えば、どんな手段もやぶさかではないけれど、広岡に道具のように見なされるのは不ふ愉ゆ快かいだ。


　だが、広岡は最初からジブリールに俺を差し出すつもりだったのかもしれない。


「………っ…」


　───気持ち悪い…。


　ただでさえ、慣れない雰ふん囲い気きと人の多さに気分が悪いというのに、広岡の意図を知らされた俺の不快感は増す一方だった。


　だいたい、地質学を専せん攻こうしたこととアラビア語が堪かん能のうなことを買われて現場の指揮責任者として今回のチームに入れてもらった俺が、国王主しゆ催さいのパーティーに連れて来られるなんておかしいと思ってたんだ。


　それに小こ狡ずるい広岡が、親切だけで『見聞を広めるためについてくるか？』などと云い、パーティーのためのスーツまで用意してくれるわけがないのだ。


　男好きなジブリールの前情報を摑つかんだからこそ、あわよくば俺を宛あてがって取り入ろうと思っていたに違いない。


「お前にとっても、いい経験になるんじゃないか？　ジブリールはかなり遊んでるって噂だから、あっちのほうのテクもそれなりだろうし」


「───…」


　だったら何なんだ。いま、こいつの頭の中でどれだけ下げ劣れつな想像が繰くり広げられているかと思うだけで、嫌けん悪お感が込み上げてくる。


　……まずい。


　本格的に、気持ち悪くなってきた……。


　部屋の中で炷たかれているこの香こうの匂においのせいもあるかもしれない。元からこういったきつい香かおりが俺は苦手なのだ。


　貧ひん血けつに似た不快感に視界が狭せばまり、額にはじっとりと汗あせまで浮かんできた。


「広岡くん、志水くん、ちょっといいかね？」


「社長！　どちらにいらっしゃってたんですか？」


　声をかけられて振ふり向くと、姿を消していた社長が背後に立っていた。恰かつ幅ぷくのいい彼の顔には、機き嫌げんのよさそうな笑みが浮かんでいる。


「ちょっと顔見知りがいたもんだから声をかけに行ってたんだ。ジブリール殿でん下かに取り次いでもらって、少し話をさせていただいていたんだよ。我が社のチームについて話したら、君たちとも話をしてみたいとおっしゃって下さったんだ」


「本当ですか？　それは凄すごい」


「…………」


　社長の言葉に、広岡が即そく座ざに反応した。だけど俺は、次し第だいに込み上げてくる吐はき気と、軽い貧血にも似た目め眩まいに言葉を発することができない。


　───ダメだ…気持ちが悪い…。


「殿下があちらで待っていて下さってるんだ。あまりお時間を取らせるわけにはいかんから、今から行けるかい？」


「もちろんです。ほら、行くぞ志水」


「…………」


　行くべきだとわかっているけれど、王子たちがいる中央に近づくほど、吐き気の原因の一いつ端たんでもある香の匂いがきつくなると思うと、どうしても足が動かない。もしここで吐いたり倒たおれたりなどしたら、それこそ権利交こう渉しようどころじゃなくなってしまうのだ。


　広岡はきっと『情けない』と云いうかもしれないが、俺なんかの失敗で印象を悪くするわけにはいかない。アピール出来ないのは悔しいが、今は諦あきらめるべきだろう。


「志水、早く来い」


　意気込んで急せかしてくる広岡に訴うつたえても聞き入れてはもらえないと判断し、俺は先を行く社長に声をかけた。


「……あの、社長。すみません…少し気分が悪いので、私は遠えん慮りよさせてもらってもいいでしょうか？　こんな状態で行っても、逆にご迷めい惑わくになってしまいかねませんので……」


「甘えたことを云うな。これはチャンスなんだぞ？」


　キツい口調で云ってくる広岡を押し止とどめ、社長は心配そうに俺の顔を覗のぞき込んでくる。


「そういえば、顔色が悪いな？　大丈夫か？」


「外の空気を吸えば、落ち着くと思います」


　気分が悪くなったのは、嫌きらいな香の匂いと慣れない場所での人酔よいと、広岡に対する不愉快さが原因だろう。


　どこか人目につかないところで休めればいいのだが、ここにそんな場所はあるのだろうか？


「休んで来なさい。鉱区を落札できても、君が体調を崩くずしてしまっては元も子もないからね」


「申し訳ございません……」


「それじゃ、広岡くん。行こうか」


「……はい」


　広岡は不満げに俺のほうを見ると、社長に促うながされるままにジブリールの待つほうへと向かって行った。あとで散々嫌いや味みを言われるだろうが、間ま違ちがった判断をしたつもりはない。


　一人になった俺は、新しん鮮せんな空気を吸うために近くの扉とびらを薄うすく開け、その隙すき間まからそっと外へ出る。そこは控ひかえ室のような部屋で、正面の奥にもう一つ扉があった。


　中央に置かれているソファーは細かい装そう飾しよくがされており、座るためのものとは思えない豪ごう華かさが近寄りがたい雰囲気を醸かもし出している。


「あれ？　間違えたかな……」


　廊ろう下かに出るつもりが、出る扉を間違えてしまったらしい。


　会場へと戻もどろうかと思ったけれど、襲おそってくる不快感に負け、俺はそこにあったソファーをしばらく借りることにした。


　足もだいぶ疲つかれていたようで、腰こしを下ろした途と端たんどっしりと体が重くなる。


　営業をしていたときは一日にどれだけ歩いても大だい丈じよう夫ぶだったのに、初めて訪おとずれる文化の異なる国で、しかも王室主催のパーティーなどという慣れない雰囲気の中にいるということが、かなりのストレスになっていたらしい。


　ただ、宗教上の理由からアルコールが一いつ切さい出されていないのは幸いだった。こんな状態で酒を口にしていたら、きっと悪酔いしていたに違いない。


　無事に鉱区をウチの会社が手に入れることができれば、年単位で滞たい在ざいすることになるのだからこのくらいのことで弱音を吐いている場合じゃないのはわかっているけれど……。


「……広岡のせいもあるよな…」


　広岡の存在だけならまだしも、思い出したくないことを囁ささやかれたせいで、ますます気分が悪くなったような気がする。


　過去の自分を否定するつもりはないし、これからだって必要があれば俺は自分のためなら何だってするつもりだ。けれど、俺を利用してのし上がった広岡にだけは二度といいように扱あつかわせるつもりはない。


　だがいくら俺がそう思っていても、知らないうちにさっきのように取り引きの道具として利用されそうになっている。今回はたまたま気分が悪かったお陰かげで避さけて通れたけれど、気を引き締しめないと。自分を利用するのは、自分だけでいたい。


「………はぁ…」


　……せっかく憧あこがれの地に来たっていうのに、どうしてこんなことに煩わずらわされなくちゃいけないんだろう…。


　俺は誰だれもいないことをいいことに、座っていたソファーにごろりと横になった。だけど、ふっと目を閉じた瞬しゆん間かん、カチャリと扉が開く音がする。


「……っ!!」


『失礼、先客がいたようだな』


　聞こえてきたアラビア語に、俺は反射的に飛び起きて立ち上がろうとしたけれど、急激に血の気が引いていき、襲ってきた目眩に視界がぐらりと揺ゆれた。


『気分でも悪いのか？　無理に起きなくていい』


『すみません……』


　視界が霞かすむせいで相手が誰なのかはわからなかったけれど、俺はその言葉に甘え、浮うかしかけた腰を柔やわらかなソファーに再び下ろした。


　そうして人ひと心ごこ地ちつくと、貧血に狭まっていた視界も徐じよ々じよに元へと戻っていき、様子を見に近くまで来てくれたその人物の足がぼんやりと目に入ってくる。


　足あし下もとにひらめく白い裾すそはこの国の民族衣装だ。衣い装しようといい、自然なアラビア語の語り口といい、俺の目の前にいる人物は王族関係者の可能性が高い。もしそうだとしたら、こんな場所で勝手に休んでいたことを咎とがめられるのではないだろうか……。


『申し訳ございません。無許可にこちらの部屋に入ってしまって……』


『具合が悪い人間が気を遣つかうことはない。落ち着くまで、ここでゆっくりしていけ』


『お心遣い、ありがとうございま……』


　見上げて礼を云いかけた俺は、目の前にいた人物の顔に絶句し、慌あわてて顔を俯うつむかせた。


　こちらの国の人たちの顔の区別がまだよくつかないのだが、このやや欧おう米べい風の顔立ちと青い瞳ひとみという特とく徴ちようは、いつか雑誌で見たサイードのものではないだろうか？


『しっ、失礼致いたしました！　こちらが殿下のお部屋だとは知らずに休ませていただいてしまって…っ』


『気にすることはない。ここは客人に寛くつろいでもらうための部屋だ。遠慮せずにかけていなさい。何か飲み物でも持ってこさせよう』


　再び立ち上がって頭を下げようとした俺を押し止め、サイードはやんわりと座るよう促してくる。


　震ふるえる足に気づかれないよう座り直したけれど、動どう揺ようと緊きん張ちようで心臓がどくん、どくん、とうるさく鳴り響ひびいていた。


　これはチャンスではないだろうか？


　詳くわしい話はできなくても、せめて社名を売り込むことくらいはしておきたい。


　しかし、さっきまでは話す機会が欲しいと願っていたけれど、こうしていざ目の前にすると何から告げていいのかわからない。


『あのっ、殿でん下か───』


『!?』


　なるようになれと云わんばかりに思いきって顔を上げた瞬間、サイードは俺の顔を幽ゆう霊れいでも見ているかのような表情で凝ぎよう視ししてきた。


『……っ!?』


　そして、俺の顎あごを摑つかむと顔を近づけ、まじまじと見つめてくる。


　いったい、何が起こったのかと頭の中が真っ白になった。


『あ、あの…？』


『名前は？』


『は…？』


　唐とう突とつな質問に気分の悪さも緊張も忘れて、間ま抜ぬけな声を出してしまった。


　名前？　いま、俺の名前を訊きいたのか？


『お前の名前は何と云う？』


『……志水八尋と申します』


　重ねて問われ、何とかそう口にした。所属を云わなかったのは、もしも不興を買ってしまっていたのなら、会社名を出すと迷惑がかかってしまう可能性があると考えたからだ。


『日本人か？』


『は、はい』


『ヤヒロ、か……』


　サイードは顎を摑んだ手をそのままに、教えたばかりの俺の名前を呟つぶやいた。何を考えているのか、眉み間けんに皺しわを刻んだ難しい顔をした彼はそれきり黙だまり込んでしまう。


　見つめてくる瞳を見返す度胸もなく、俺は視線をうろうろと泳がせることしかできなかった。


　どうしよう、やっぱり怒おこらせてしまったのだろうか……。


　わざわざ日本人かと訊かれたことも気にかかる。


　アジア系の顔は一見しただけでは、日本人なのか中国人なのかわからない場合が多いのに、サイードは何故なぜ俺にそう訊たずねてきたのだろう？


　あ……もしかして……。


　先代の国王が欧米嫌ぎらいだったように、サイードも特定の国に対して快く思わない節があってもおかしくはない。日本をよく思わない気持ちがあるのなら、機き嫌げんを損そこねた理由もわかる。


　だとしたら、ここに俺がいるだけで不ふ愉ゆ快かいに思っているということだ。


　その可能性に思い至った俺の頭から、さーっと血の気が引いていった。


　これ以上失礼にならないよう、この場を去りたかったけれど、サイードの手は俺の顎を摑んだままで、どうしようもない。


　当然、その手を振ふり払はらうこともできず、恐きよう怖ふともどかしさに落ち着かない気分だった。


　───だけど、この人って本当に美形だよな……。


　こうして彼を見ていると、雑誌の記事に書かれていた『ハリウッド俳優顔負け』という意味がよくわかる。


　アラブ人特有の浅黒い肌はだをしているのに、顔立ちはまるでギリシャ彫ちよう刻こくのような端たん整せいさで、鋭するどい眼光を宿した瞳は空を映した海のような瑠る璃り色いろをしている。


　無造作に伸のばされたまっすぐな髪かみは、深い闇やみのような艶つややかな黒。


　惹ひきつけられるのは、その容姿だけではない。ただそこにいるだけで伝わってくるオーラのようなものに、抗あらがうことのできないカリスマ性を兼かね備えていることを思い知らされる。


　パーティー会場では近づくこともできなかった相手の顔がいま、キスができてしまいそうな距きよ離りにあることが不思議でたまらない。


　さっきから激しく鳴り響く心臓の音が、どんどん大きくなってきている気がする。


　サイードと見つめ合ううちに、俺はさっきまでの緊張とは違ちがう鼓こ動どうの高鳴りを感じるようになっていた。


『殿下！　サイード殿下！　どちらにいらっしゃるのですか？』


『……っ！』


　突然聞こえてきた声に、俺ははっとする。俺をじっと見つめていたサイードも、従者らしき人物の呼び声に我に返ったようだった。


　ちっと小さく舌打ちをし、俺の顔から手を離はなすと、


『失礼する。気分がよくなるまで、この部屋で寛いでいるといい』


　とだけそっけなく告げ、サイードは白い裾を翻ひるがえし、入ってきた扉とびらから出て行った。


　静かに閉まる扉の金具がカチリと鳴った音が、部屋の中に虚むなしく響く。サイードの行動の意図もわからないまま一人取り残された俺は、呆あつ気けに取られぽかんとしてしまった。


「な、何だったんだ……いまの……」


　寛いでいていいと云いわれたということは、彼の怒いかりを買っていたわけではないということだろうか。驚おどろきのお陰で気分の悪さはどこかにいってしまったけれど、寿じゆ命みようはだいぶ縮んでしまったような気がする。


　ほっとした気持ちでゆっくりと息を吐はいた俺は、自分の足が小刻みに震えていることに気がついた。


　あまりの緊張に腰こしも抜けてしまっているようで、当分は立ち上がることもできなそうだ。速くなった鼓動もすぐには落ち着きそうもない。すぐに動くことは諦あきらめ、ソファーの背に自分の体を預けることにした。


　でも、サイードはここに何をしに来たんだろう？


　もしも、俺と同じようにパーティーを抜け出し、一息つきに来たのだったら俺がその邪じや魔まをしてしまったことになる。


　寛かん容ような言葉をかけてくれたけれど、内心では不愉快に思っていたかもしれない。


　だとしても、やっぱりさっきのことはチャンスだった気がする。パーティー会場では大勢の人に囲まれているサイードと二人きりで話をする機会なんて、きっともう巡めぐってこない。


　ジブリールはともかく、サイードは面会を申し入れている会社全すべてを断っていると聞いている。ウチの会社も、断りの返事が来ていたはずだ。


　どんなことをしてでも鉱区の権利を取ってやると息巻いていたくせに、いざサイードを目の前にしたら、何も話せなくなってしまった。


　いくら気分が悪かったとは云え、あれだけの時間があったら何かアピールができたはずなのに、ただ動揺し、見み蕩とれることしかできなかったなんて……。


「俺はバカだ……」


　自己嫌けん悪おに陥おちいり、ますます気が滅め入いってくる。


　これまでの人生の中で、ここまで自分が情けないと思ったことはない。


　このことを社長や広岡に告げたら、呆あきれられるに違いない。チャンスを逃のがすなというのが口くち癖ぐせの広岡には、罵ば倒とうされかねない。


　───だけど、ここでこうしていても、失態が挽ばん回かいできるわけじゃない。


　会場にいれば、もしかしたら、さっきの謝罪をする機会に恵めぐまれる可能性がほんの僅わずかでもあるかもしれない。


　そう思い直した俺は、急いで会場へと戻もどったのだった。




２







　パーティーがあったあの日は、散々だった。


　気分が悪くなり休んでいた場所でサイードに会ったのに、結局何もできず、失態を挽回しようと会場へ戻ったらパーティーはすでにお開きになっていた。


　社長には具合がよくなってよかったと云われはしたけれど、広岡には案の定役立たず扱あつかいをされ、チャンスを逃したばかりの俺は嫌いや味みの一つも返せなかった。


　───だけど今日、あの日の失態と後こう悔かいを返上できる機会が訪おとずれた。


　あの不可解な一件のあったパーティーの日から数日経たった昨日、仮の事務所として使っているビルの一室に殿下の使いが現れ、サイードからの伝言を伝えに来たのだ。


『サイード殿下が、貴社のプランを詳しく聞きたいとおっしゃられております。宮きゆう殿でんへお招き下さるとのことですので、明日の午後は空けて下さい』


　突然の有う無むを云わせぬ呼び出しにおおわらわになりながら一日で資料を揃そろえた俺が、広岡と共に事務所で待っていると、昨日と同じ人物が俺たちを迎むかえに来た。


　今回こそきっちりとあのときのことを謝罪し、できる限り仕事のアピールをしなくてはと俺は気を引き締しめる。


『車を用意しました。そちらからは二名で変わりはありませんか？』


『はい。支部長の広岡と私、志水がお伺うかがいさせていただきます』


　アラビア語で聞いてくるその人に、俺は同じ言葉で淀よどみなく答えた。


　本来ならば会社のトップが出向くべきなのだろうが、入札の結果が発表されるのは一月後のことなので社長は一いつ旦たん帰国してしまっている。そのため、現地にいる最高責任者である支部長の広岡が赴おもむくこととなったのだ。


　ちなみに俺まで一いつ緒しよに行くはめになったのは、開発現場での責任者を務める予定になっている俺を面会に同行させることが、サイードの要望だったから。


　使いの人間が云うには、俺からは採さい掘くつに関しての地質学の専門的な話を聞きたいとのことだったけれど、正直パーティーの日の一件が絡からんでいるのではないだろうかと俺は思わずにはいられなかった。


　あの日、偶ぐう然ぜんとはいえサイードと会ったことを広岡には云っていない。


　云うタイミングを逃したせいもあるが、今さら云うわけにもいかないような気がして、俺はどうしたものかと昨日からずっと悩なやみ続けていた。


　広岡が英語しかできないと云うなら、アラビア語で話をすれば内容を知られずにすむのだが、残念ながら簡単な日常会話はマスターしてしまっている。


　こうなったら、もうあの夜のことはなかったことにしてしまったほうがいいのだろうか？


　サイードだって忘れている可能性もあるわけだし、もし覚えていてあとで訊ねられるようだったら、気分が悪くて意識が朦もう朧ろうとしていたと誤ご魔ま化かすとか……？


「どうしたんだ、志水。顔色が悪いぞ。さっきから、通夜みたいな顔をして」


「……少し緊きん張ちようしてるだけです」


　サイードの宮殿の応接間に通された俺は、豪ごう奢しやなソファーに居住まいを正して座り、硬かたい口調でそう返す。


「サイード殿下に、指名されたことが気にかかってるのか？」


「ええ、まあ……」


　本当のことを云う気にはなれなかったので、濁にごした返事で誤魔化す。


　一度会っていることを云ったら、きっとこの呼び出しの理由を勘かんぐられてまた体を差し出す相談をされるに決まっているし、考えすぎて寝ね不ぶ足そくだなんて云ったら、遠足前の小学生かとバカにされるに決まってる。


「そんなに不安がらなくてもいい。サイード殿下は親日派という話もあるから、意地の悪い質問なんかはされないだろ」


「そうなんですか？」


　てっきり日本嫌ぎらいだとばかり思っていた俺は、気楽に告げられた広岡の言葉に驚いた。


　親日派だとしたら、あの反応はいったい何だったんだ？


　ますます不可解さが増していく。あのときの不ふ機き嫌げんとも取れる難しい表情には、どんな意味があったのだろう。


「それにわざわざお前を指名してきたんだから、サイード殿下もジブリール殿下のようにお前のことを気に入ったのかもしれないぞ」


「……それは、どういうことですか？」


　ニヤリと笑った広岡の言葉に、不ふ穏おんな気配を感じる。この人がこういう顔をするのは、何かを企たくらんでいるときだ。


「云ってなかったか？　パーティーでジブリール殿下にお目通りさせてもらったとき、殿下はどうもお前と話がしたかったみたいでな。遠目から見たお前のことを気に入ったと云っていた。気分が勝すぐれず休んでますと伝えたら、残念そうにしていたよ」


「そう…ですか……」


　広岡は意気揚よう々ようと話しているが、俺にとっては素す直なおに喜べない内容だった。つまり、広岡の思おも惑わくが見事功を奏してしまったということなのだ。


　ウチの会社が狙ねらっているのはサイードの第一鉱区なのだが、広岡はジブリールが俺を気に入ったことで第二鉱区に保険ができたと思っているのだろう。


　だから、サイードからの呼び出しにも、臆おくすることなくこうして気楽でいるに違ちがいない。そして俺が名指しで呼び出されたことも、上手うまく利用しようと思っているのだろう。


　営業部にいたときからそうだったが、部下を自分の手て駒ごまとしか見ていないのだ、この人は。


　絶対に二度と利用されないようにするんだ───そう、心の中で誓ちかっていると、部屋の扉が静かに開いた。


　はっと反射的に立ち上がって振ふり向くと、そこにはパーティーの夜に出で逢あったあの人物が立っていた。


　堂々とした所作で俺たちのところまで歩いてくると、綺き麗れいなアラビア語で労ねぎらいの言葉をかけてくる。


『ご苦労だった。わざわざこちらまで出向かせてしまってすまなかったな』


「……っ！」


　改めて対たい峙じするサイードの纏まとう雰ふん囲い気きに、俺は圧あつ倒とうされてしまう。パーティーの夜もそのカリスマ性に動どう揺ようしたけれど、やはり寸分の隙すきもない。


『私がサイード・シェイク・ビン・ファハド・アル・ファイサルだ』


『初めまして。私、暁石油開発のリドワーン支部長、広岡健けん二じと申します。本日はお招きいただき、心より嬉うれしく思っております』


　名めい刺しを差し出し、恭うやうやしく頭を下げた広岡に軽く足を蹴けられ、俺は我に返った。


　そうだった。サイードに見蕩れてぼんやりしている場合じゃない。俺は慌あわてて頭を下げ、あの夜にも問われた自分の名前を告げる。


『あ…開発現場担当の志水八尋です。よろしくお願い致いたします』


　だけど動揺のあまり、出てきたのは通り一いつ遍ぺんの言葉だけだった。営業時代はすらすらと出てきたアピールや挨あい拶さつの言葉が、いまは何も浮うかんでこない。


『今日はこんなところまで呼び立ててすまないな。堅かた苦くるしくはしなくていい』


　ソファーに座るよう促うながされ、広岡と共におずおずと腰こしを下ろす。


　俺を見ても何も云いわないのを見ると、もしかしたらサイードはあの日のことなど覚えていないのかもしれない。そう思って、俺は少しだけホッとする。


『今日あなたがたをお呼び立てしたのは、御おん社しやの入札条件がよかったことと、提出されたプランが目を引いたことが大きな理由だ。是ぜ非ひ、詳くわしい話を聞かせてもらいたいんだが』


　俺たちの正面に座ったサイードはゆったりとソファーに背中を預け、足を組む。そんな仕し種ぐさ一つに目を奪うばわれてしまうのは、王族の血のせいだろうか？


『興味を持っていただけて光栄です。我が社のプランは無む駄だをできるだけ省いてコストを抑おさえるだけでなく、綿密な調査を行うことで───』


　身振り手振りを加えて熱心に説明する広岡の横で、俺はこっそりとサイードの様子を窺うかがう。


　ソファーの腕うでの部分に頰ほお杖づえをつき、真しん剣けんな表情で話を聞いている彼は、俺のほうには視線を向けることはない。


　───本当に、俺と会ったことを覚えてないんだろうか？


　あのパーティーの夜に見せた不可解な態度のことなどなかったかのように振る舞まうサイードに、ほっとしたような気持ちとがっかりした気持ちが綯ない交ぜになって胸を過よぎる。


　所しよ詮せん、サイードにとって自分など気に留めるほどの存在ではなかったのだ。あのときだって名乗っただけで、社名を告げたわけではない。そう改めて考えると、今日のことは偶然だったと考えるほうが納なつ得とくがいく。


　それならそれで、俺は自分の考えを彼に伝えるまでだ。それこそが当初の俺の目的だったのだから。


『……なるほど。資源の寿じゆ命みようを縮めるだけの無計画な石油生産はしないということだが、御社としてはそれでいいのか？　いま、世界は石油の増産を生産国に要求しているだろう？』


『本音を申させていただければ、最大限の生産ラインまで稼か働どうさせていただきたい。ですが、搾しぼり取れるだけ搾り取って終わりという開発をしようとは、当社は思いません。温暖化や油田の枯こ渇かつなどが危き惧ぐされるいま、無駄をなくしバランスのいい生産をすることが大事なのではないかと考えているんです』


　いま広岡が話していたプランは、俺の主張したことを大おお幅はばに取り入れている。利益を最優先したい広岡は最後まで反対したが、社長は俺の考えを受け入れてくれた。


　これまでの油田は原油を吸い上げられるだけ吸い上げてきたため、いまになってその埋まい蔵ぞう量の寿命が心配されているのは周知の事実だろう。


　技術が発達し、いまよりもさらに地下深い場所や深海の底を掘ほれるようになれば、現在とは状じよう況きようが変わってくるかもしれないが、だからといって資源を無む駄だ遣づかいしていいわけがない。


　技術開発と並へい行こうして、必要最低限での石油生産をする。そうして未来に希望を繫つなげていくことで、国も企き業ぎようも豊かになればいい。


　それにリドワーン王国には、第一、第二鉱区以外にも多くの油田が眠ねむっているはずなのだ。長くこの国とつき合っていくことは、会社にとって一番利益となり得うることだ。


『それは口先だけではないだろうな？』


『も、もちろんです！』


　ペラペラと喋しやべっていた広岡は、サイードの射い貫ぬくような視線にたじろいだ様子を見せた。


　世界各国のビジネスマン相手に渉わたり合ってきた広岡も、サイードの独特なオーラには気け圧おされてしまったようだ。


　サイードは、顔を強こわ張ばらせてぴしりと居住まいを正した広岡から視線を外し、何故なぜか俺のほうを見つめてくる。


『私は石油で国を潤うるおし、国民の暮らしを豊かにしてやりたい。だが、それは贅ぜい沢たくを覚えさせることではない。働いたぶんだけ人は幸せになれる、そういう国にしたいんだ。お前はそれが可能だと思うか？』


『は、はい。殿下なら、必ず』


　そこまで国民のことを考えている人物なら、確実に国をいい方向へと導くことができるだろう。力強く頷うなずいたそのとき、ふと俺の目にサイードのしている指輪が目に留まった。


　それは王子が身に着けるにしてはシンプルな銀色の指輪で、小さなダイヤがあしらってある細身の……まるで、結けつ婚こん指輪のようなものだった。


『あ……』


　自分の持っているものとそっくりなそれに目を奪われ、思わず呟つぶやきを漏もらしてしまう。


『どうかしたのか？』


『あっ、いえ、大したことでは……』


　聞き咎とがめられてしまい、自分の迂う闊かつさを後こう悔かいした。仕事の話をしに来たのに、無駄口を叩たたいてどうする。


　何でもないと誤ご魔ま化かそうとしたけれど、何故かサイードは執しつ拗ようだった。


『いいから云ってみろ』


『その……ただ、殿でん下かがされていらっしゃる指輪と、似たものを持っておりまして。銀色で、ダイヤが嵌はめ込まれていて、デザインがそっくりだったので……』


『！』


　俺が説明をすると、サイードは微かすかに目を見張り、黙だまり込んだ。


　何か考え込んでいるかのような様子に、不安になる。やはり、俺は余計なことを云ってしまったのではないだろうか？


『す、すみません！　くだらないことを云ってしまって───』


『その指輪をいま持っているか？』


『え？　あ、はい…一応……』


　何せその指輪は、亡なくなった母の唯ゆい一いつの形見なのだ。日本にいるときから、お守り代わりにチェーンに通して首に下げて持ち歩いている。


『これなんですけど……』


　俺が首からチェーンを外して、指輪ごとテーブルの上に載のせると、サイードも手から指輪を外してその横に並べた。


『……あ…』


『…………』


　その二つは不思議なくらいそっくりだったのだ。ダイヤを縁ふち取どる細工まで同じで、唯一の違ちがいはそのサイズだけと云っても過言ではない。


　サイードの物は明らかに男物だったが、俺のものは母の薬指のサイズで作ってある女物で、大人の男の指では小指が精せい一いつ杯ぱいだ。


『こんな偶ぐう然ぜんもあるんですなぁ』


　二つの指輪を一いつ緒しよに見比べていた広岡は、感心したように告げる。


『この指輪はどこで？』


『亡くなった母から譲ゆずり受けました。いつ手に入れたものかはわかりませんが……』


　床とこに伏ふせる時間の多かった母は、自分の寿命を薄うす々うす感じていたのだろう。


　ある日、母は指輪を通した銀色のチェーンを、父や祖母には内ない緒しよだと云いながら幼い俺の首にかけてくれた。


　頭からすっぽりとかけることのできるチェーンには留め金がなく、一連に繫がっていて指輪を抜き取ることができないようになっている。


　当時はそれが不思議だったけれど、あとになってから、まだ小さかった俺がなくさないようにと特別に拵こしらえてくれたのだろうと思い至った。


『そうか……。失礼だが、いつ頃ごろお亡くなりに？』


『私がまだ幼い頃です。物心ついたときには、床についてることが多い人でしたから』


　沈ちん痛つうな表情を浮うかべているサイードに気がついた俺は、湿しめっぽい話をしてしまったことを後悔し、慌あわてて取り繕つくろう。


『でも、母がこちらの国々に関する書を持っていたお陰かげで、いまの仕事に就ついたようなものなんです。リドワーンには小さいときから憧あこがれていて、いつか来てみたいと思っていました』


『そうだったのか』


『思っていた通り素す敵てきな国で、今回、訪おとずれる機会を得られて嬉うれしく思ってます』


　慌てて取り繕いはしたけれど、いま口にしたことは全すべて本当の気持ちだ。


　住んでいる人々も朗ほがらかで優やさしくて、古い町並みの残る光景はまるで絵本の中に入り込んだかのようでわくわくする。


　国土の三分の一を覆おおう砂さ丘きゆうが描えがく滑なめらかな稜りよう線せんは美しく、夜は満天の星を眺ながめることができる、本当に美しい国だ。


　返してもらった指輪の通ったチェーンを首にかけ直しながら、昔読んだ絵本を思い出す。母の残してくれた本を読んでいる間は、嫌いやなことを全て忘れることができた。


『私もこうして出で逢あえたことを嬉しく思っている。───少し、込み入った話がしたいのだが、これから時間が取れるか？』


『え？』


『できたら二人で話がしたい』


　サイードがそう云いった途と端たん、横で黙っていた広岡が勢い込んで口を挟はさんできた。


『ええ！　時間ならご心配ありません！　殿下の望むようにして下されば』


『……私は八尋に訊きいているんだが？』


　広岡の態度が気に障さわったのか、サイードは眉まゆを顰ひそめた。


『も、申し訳ございません。差し出がましい真似まねを……』


　ジロリと睨にらまれ、広岡は上うわ擦ずった声で謝罪する。しかし、それくらいのことでめげることもなく、それどころか、嬉き々きとして日本語で俺に耳打ちしてきた。


「おい志水、チャンスだぞ！　俺の云った通りだろう？　サイード殿下もお前のことを気に入ったんだよ」


「……そうでしょうか……」


「二人でと云ってるんだから、そうに決まってる。殿下を喜ばせて、鉱区をウチに落札してもらえるよう頑がん張ばってこい」


「…………」


　つまり、体で落としてこいと云いたいんだろう。


　早はや合が点てんだとも思えなくもないが、サイードが本当にそういったことを鉱区の代わりに要求してくるのなら、俺は拒こばむつもりはない。だけど、それを広岡に指示される謂いわれもなかった。


「お前も上手うまく興味を引いたじゃないか。王子と云っても所しよ詮せんは人間だな。偉えらそうなことを云っておいて、自分の性欲最優先なんだからな」


　広岡はサイードが日本語がわからないと思って、好き勝手なことを云ってくる。


　いくら言葉がわからないといっても、揶や揄ゆしてる雰ふん囲い気きが伝わりでもしたらどうするつもりなんだ。


「しっかりご奉ほう仕ししてこいよ」


「…………」


　心の機き微びがわからない広岡に云っても軽く流されるだけだろうと思い、俺は口を噤つぐんだ。


『八尋？』


『失礼しました。私なら大だい丈じよう夫ぶです』


　体を提供することくらい、大したことはない。脂あぶらぎったオヤジの相手をしてきたことを考えれば、サイードのような人間に抱だかれることは苦痛でも何でもないことだ。それに、サイードは本当に俺と話がしたいだけかもしれないし、悪いほうにばかり考えるのは俺のよくない癖くせだ。


　しかしそんなふうに考えていた俺は、続けられた言葉に嫌な確信を得てしまった。


『見せたいものもあるから、私の部屋まで来てもらえないだろうか』


『……殿下のお部屋…ですか？』


　───決定的だ。


　私室に呼ばれたとなると、他の目的が思い当たらない。


『ああ、雑然としていて見苦しいかもしれないが、他ほかにてきとうな部屋もないからな』


『……わかりました』


　覚かく悟ごを決めて、神しん妙みように頷うなずく。


　でもまさか、本当にこんな事態になるとは思ってもみなかった。ジブリールはともかく、サイードが権力を笠かさに着て、その手の要求をするなんて思わなかったのだ。


　勝手に幻げん想そうを抱いていたと云われればそれまでだが、俺にはそんなことをするような人間には見えなかったのに……。


『八尋、私は彼とも話したいことがあるから、先に行っていてくれ。───ハキム！』


『お呼びでしょうか？』


　呼ばれて部屋に入ってきたのは、俺たちを迎むかえに来た従者だった。彼はハキムという名だったのか。


『彼を私の部屋に』


『かしこまりました。志水様、どうぞこちらへ』


『はい』


　従者に案内された部屋は、さっきの応接間よりもさらに広い二間続きの一室だった。


　開け放たれた窓からは風が吹ふき込む雰囲気のいい部屋で、扉とびらのない出入り口からは天てん蓋がいつきのベッドが見える。まぁ、見えると云っても、俺の立っている場所からはかなり距きよ離りがあるのだが。


『何かお飲み物をお持ちしましょうか？』


『いえ、結構です』


　本当なら軽く酒でも飲んでいたいところだが、飲酒を禁じるこの国ではそれも許されない。


　ハキムがいなくなり部屋に一人にされた俺は、気を紛まぎらわせるために窓辺に寄った。


　何だか、とんでもないことになってしまった……。


　まさか仕事を取るために一国の王子と寝ねることになるなんて、思いもしなかった。


　広岡はこれで鉱区を手に入れた気になっているはずだ。事務所へと戻もどったら、早さつ速そく自分の手て柄がらとして本社に報告するに違ちがいない。


「……はぁ…」


　ため息を吐つきながら窓に視線を向けて外を見ると、広大な石いし畳だたみの向こうに国王の住まう王宮が見えた。


　先日のパーティーは、あそこの大広間で行われたのだ。夕ゆう闇やみに浮かぶ姿も幻想的だったけれど、昼間にこうして目にするとその大きさと迫はく力りよくに圧あつ倒とうされる。


　日本人の俺からしてみれば、国王や王子という存在は絵空事の中の登場人物だ。そんな人物が本当に、俺なんかを抱きたいと思うのだろうか？


　ただの戯たわむれだとしても、正直信じがたい。だけど、こうして部屋に呼ばれたのは純然たる事実なのだ。


「…………」


　でも───もし、身を任せたあとで気に入られなかったら…？


　これで俺が失態を演じて戻ったとしたら、どうなるかは目に見えている。今回の取り引きは、いままでの企き業ぎよう間のそれとは比べられるようなものじゃない。


　ここで失敗したら、これまでやってきた苦労が水みずの泡あわだ。


　───絶対に上手くやらなくては。


　奥歯を嚙かみ、拳こぶしを握にぎりしめながら自分に云い聞かせていると、部屋に人が入ってきた気配がした。引き寄せられるようにして振ふり向くと、先さき程ほどよりは些いささか不ふ機き嫌げんな顔をしたサイードが入ってきた。


「待たせたな」


「いえ……え!?」


　無意識に返してから、自分の喋しやべった言葉に驚おどろいてしまった。


　いま、待たせたと日本語で云わなかったか!?


　あまりに流りゆう暢ちように操あやつられた口調に流されそうになってしまったが、確かにいまのは日本語だった。俺が困こん惑わくした様子でいると、サイードのほうから説明をしてくれる。


「これでも語学は得意なんだ。日常会話程度なら話せる。日本語のほうがお前も話しやすいだろう？」


「それはそうですけど……」


「さっき、どうして云わなかったとでも訊きたいのか？」


「……はい」


　世界を相手にビジネスをしている人間なのだから、英語やフランス語などは話せるだろうと踏ふんでいたが、まさか日本語まで習得しているとは思ってもみなかった。


「どうもあの男の目は信用できなかったからな。本音を探さぐりたかったんだ」


「……っ」


　と云うことは、あの広岡の耳打ちもサイードは意味を理解していたに違いない。それでいて涼すずしい顔をしていたあたり、面つらの皮が厚いのか懐ふところが深いのか……。


　もしかして俺を先に部屋に来させたのは、広岡とその取り引き内容を確かく認にんするためだったのだろうか？


「私はお前の本音も知りたい。いま、あの男にお前を好きなようにと云われてきたが、お前は仕事のためなら何でもするような人間なのか？」


　含ふくまれた蔑さげすむような響ひびきが、ざくりと胸に突つき刺ささる。それを要求しているのはどこの誰だれだと云い返したい気持ちをぐっとこらえ、俺は唇くちびるを嚙みしめた。


　こんなことで傷ついている自分を見られるなんて、そんなのプライドが許さない。それに何も知らない相手に、自分の夢を叶かなえるための手段を悪く云われる覚えなどない。


　俺は上擦りそうになる声を堪こらえ、冷静に告げる。


「殿でん下かは何をおっしゃりたいんですか？」


「お前は、私がその体を寄よ越こせと云えば、それに従うのか？」


「それであの鉱区を開発する権利が得られるなら、安いものです」


　しおらしくすべきかと思ったが、きっと彼に上辺の言葉は通用しない。俺は賭かけに出るつもりで、そう告げた。


「それはあの男の命令か？　会社のためにそこまでしようとする理由は何なんだ？　尽つくさなくてはならない理由でもあるのか？」


　畳たたみかけるように問われ、だんだんと苛いら立だってくる。それを望んだ相手に、こんな場面で綺き麗れい事を云いわれるとは思ってもみなかった。


「俺の意思です。俺は俺のためにしか動くつもりはありません」


「理解できない。何故なぜ、そんなことを……」


　体を取り引きに使うことに、嫌けん悪お感を持つ人も世間にはたくさんいるだろう。しかし、俺は武器になるものなら何だって使ってやる。


　この体を差し出すことで、自分のやりたいことができるようになるなら、いくらでも差し出してやる。地位も後ろ盾だてもない俺が頼たよれるのは、この身一つしかないのだから。


「理解していただかなくて結構です。殿下はどうなさいますか？　ジブリール殿下も私を気に入られたようですし、殿下もそのつもりで呼び出されたのだと───」


「…っ！」


　だけど最後まで云わないうちに、肩かたを摑つかまれた俺は、サイードに力任せに体を壁かべに押しつけられていた。あまりに突とつ然ぜんのことで、驚きの声を上げることもできない。


「あの男の名を口にするな！」


「……痛っ」


　怒いかりに顔を歪ゆがめたサイードの迫力に、俺は思わず息を呑のむ。噂うわさで二人が不仲だとは聞いていたが、名前を出しただけでこれほどまでに嫌悪を露あらわにするとは思ってもみなかった。


「そんなに抱だかれたいのか？　あの男に触ふれさせるくらいなら、私が望み通りに扱あつかってやろう」


「ンく…っ」


　冷れい淡たんな口調とはうらはらに、口づけは荒あら々あらしく熱かった。


　あの夜と同じように顎あごを摑まれ、嚙みつくように唇を合わせられる。歯列を割られ、捩ねじ込まれた舌が口の中を荒々しく舐なめ回した。


「ん…っ、んん…んー…っ」


　キスなんかしなれているはずなのに、俺の体は何故か不可解なざわめきを覚える。舌がざらりと擦こすれ合うたびに背筋が震ふるえ、指先が痺しびれた。


　押さえつけられた体はびくともせず、抵てい抗こうすらままならない。それでも必死にサイードの体を押し退のけようとするけれど、自分の意思に逆らって、体の力が徐じよ々じよに抜ぬけていってしまう。


「ふ……んぅ……」


　キツく舌を吸われ、頭の中が麻ま痺ひしたようになる。一方的な口づけは俺に呼吸する隙すきも与あたえず、息苦しさだけではない感覚に意識が霞かすんでいった。


　どうしたんだ、俺……。


　不意打ちの快感を味わわされた俺は、困惑した。


　キスが気持ちいいなんて、どうかしてる。


　触れ合うだけのものはともかく、口の中を探られるディープキスはこれまでずっと苦手に思っていたはずだ。


　好意を持っている相手だとしても、まるで何かの生き物のようにぬるぬると口こう腔こうを這はい回る舌の動きが気持ち悪くて、できるだけキスをすることは避さけてきた。


　だけど、サイードの強ごう引いんなキスは噓うそみたいに気持ちいい。酔よわされ、蕩とろけさせられた俺はスーツのジャケットを落とされても抗あらがうことはできなかった。


　何もかもを奪うばっていくような乱暴で執しつ拗ような口づけは、俺の体がくたりとなるまで続けられた。


「……っは、」


　些さ細さいな抵抗すらできなくなった頃ころ、ようやく唇が解放される。酸素を求めて呼吸をしたけれど、上手うまく空気を吸うことができず思いきり噎むせてしまった。


「けほっ、ごほっ……」


　……みっともない。


　体を使うことも厭いとわないといったその矢先──いくら唐とう突とつで強引だったとは云え──たかがキス一つに翻ほん弄ろうされるなんて。


　きっと、バカにされてるに違いない。そう思って見上げたサイードに、嘲あざけるような表情はどこにもなかった。


　至近距きよ離りで見る精せい悍かんな顔立ちは怒りと苛立ちを滲にじませ、その瑠る璃り色いろの瞳ひとみは獣けもののような鋭するどさを秘ひめている。そのくせ、どこか淋さびしそうに見えるのは、どうしてなんだろう？


「八尋」


「……っ」


　名前を呼ばれただけなのに、何故か体がぞくりと震える。唾だ液えきで濡ぬれたわななく唇を指でなぞられたかと思うと、再び顔が近づいてきた。


「──…俺を」


　唇が触れる直前、やっとの思いで言葉を発することができた。俺がここで何かを云うとは思っていなかったらしく、サイードの瞳が微かすかに見開かれる。


　俺は一度深呼吸をしたあと、途と中ちゆうで切れてしまった言葉を一息に告げた。


「俺を抱くんだったら、我が社と契けい約やくすると約束して下さい」


　そう云ったのは、俺の意地だった。ただ意味もなく、押さえつけられ犯おかされるだけだなんて絶対にプライドが許さない。


「八尋……」


「取り引きが成立しないのなら、あなたに抱かれる義理はありません」


　自分に油田の眠ねむる鉱区と同等の価値があるとは、さすがの俺も思っていない。だからこれは、負けをも覚かく悟ごした挑ちよう発はつだ。


　ジブリールにあんなにも敵意を剝むき出しにするサイードだったら、もしかしたら挑発に乗って俺を抱こうとするかもしれないと思ったのだ。


　サイードがその挑発に乗ってくれるかどうかは、賭に近いものがある。だけど、後ろ盾のない俺には、他に駆かけ引きの材料などありはしない。


「王子とはいえ好きでもない相手に抱かれるのですから、見返りがなければできません。約束していただけないのなら帰ります」


「……そうして、あいつのところに行って同じことを云うのか？」


　間かん髪はつ入れずに問い返され、俺は一いつ瞬しゆん首を傾かしげた。だけどすぐに『あいつ』というのがジブリールを指していることに思い至る。


「あなたには関係がないことです」


　やはりサイードは、ジブリールを敵視している。このまま上手く彼を引き合いに出していけば契約を取りつけることができるかもしれない───そう算段をつけ始めていた俺だったが、次の瞬間、自分がサイードを甘く見ていたことを思い知るハメになった。


「そんなことを私が許すわけがないだろう」


「わっ…」


　サイードは怒ど気きを含む言葉と共に、掬すくうように俺の体を抱き上げると、寝しん台だいのある間のほうへとつかつかと歩いていく。


「ちょっ…下ろして下さい…っ」


　そうして、綺麗に整えられた寝台の上に放ほうり投げられた俺は、体勢を整える暇ひまもなくサイードに覆おおい被かぶさられた。


　───怖こわい。


　獣のような瞳に見下ろされ、本能的な恐きよう怖ふに身が竦すくむ。


　サイードは俺が動けなくなった隙を見み逃のがさず、乱暴に俺の服を剝はいでいく。


　ワイシャツのボタンは引き千切られて弾はじけ飛び、ウエストを緩ゆるめられたスラックスは下着ごと下げられ……あっという間に無防備な状態にされた。


「なっ、何するんですか!?」


　俺の問いに答えないまま、サイードは自分の頭を覆っていた布を取り去ると、それを使って俺の手首を一纏まとめにしてしまった。


「……ッ!?」


　下か肢しから全すべてを取り去られたあと、すぐに体を返されたかと思うと、香こう油ゆのようなものをつけた指が足の間に差し込まれる。


　ぬるぬると動いていたサイードの指は、その奥にある窄つぼまりを見つけ、そこにぐっと強引に入り込んできた。


「うっ……んん……」


　異物が入り込む違い和わ感に、顔を顰しかめる。サイードは強引に中で大きく指を動かし、狭せまいそこを押し広げようとしてきた。


「い……っ」


　何度してもこの行こう為いだけは、未いまだに慣れない。いっそ、どうしようもなく痛ければそれだけに意識を集中していればいい。


　けれど、自分の体の中で人の指が蠢うごめく感かん触しよくというのは、どうにも奇き妙みようで気持ち悪い。伴ともなう痛みが僅わずかなぶん、そこばかりを意識してしまい、ますます体が強こわ張ばるのだ。


「少し緩めたらどうだ」


「わかって…ます……っ」


　目を瞑つぶり、そこを意識しないよう試みる。しかし、強引な抜き差しにいつもは感じない粘ねん膜まくが痺れるような感覚が生まれ、気になってしまう。


　いつまで経たっても綻ほころばない俺の体に苛いら立だったのか、サイードは体内から指を引き抜いた。ほっとしたのも束つかの間、指で割り開かれた狭はざ間まにとろりとしたものをかけられる。


「ひゃっ……」


　冷たさに身を竦ませた瞬間、香油の滴したたり落ちるその場所に再び指が突つき立てられた。何本かに増やされた指は俺の体を引き裂さくように、中を搔かき回してくる。


「く…っ」


　無理に体を開かれる痛みにシーツを握にぎり、唇くちびるを嚙かみしめて耐たえていると、何故なぜかサイードは動きを止め、指を抜いた。


「───慣れているんじゃないのか？」


「どういう意味ですか…？」


　首を捻ひねって振ふり返ると、サイードは腑ふに落ちないといった顔で俺を見ており、俺も怪け訝げんな顔をしてしまう。


　サイードは何故、いまさらそんなことを訊きいてくるんだろう？


「快楽に慣れた体とは到とう底てい思えない。仕事のために何人もに抱だかれたんじゃないのか？」


　ストレートな問いに、俺はムッとしながら答えた。


「……快楽なんて感じたことありませんから」


「何だって？」


「男同士のセックスなんて苦痛ばかりじゃないですか」


　抱くほうはともかく、本来抱かれるためのものではない体で無む理り矢や理り受け入れるのだから、痛みを伴うのは当然のことだ。


　慣れれば気持ちよくなると何人にも云いわれたけれど、初めてのときから何か変わったとも思えない。


　快楽を得ることが目的なら、自じ慰いのほうが余よ程ほど気楽で気持ちいい。


「それでは、お前は何故男に抱かれるんだ？　本当に仕事のためだけだとでも云うのか？」


「……誰だれだって、人ひと肌はだが恋こいしくなる日もあるでしょう」


　縛しばられた手で何とか起き上がりながら、俺は自棄やけになって云い放つ。


　早いうちに人肌を覚えてしまった俺は、色んな相手と体を重ねた。最初は、声をかけてきた女子大生。それから、告白してきた女の子とつき合って一方的に振られてからは、男女年ねん齢れい問わず不特定多数と寝ねた。セックスはあまり気持ちいいとは思わなかったけれど、すぐそこに人の温ぬくもりがあることが心ここ地ちよかったのだ。


「面めん倒どうだと思うんなら、やめてくれてもいいんですよ。それとも、俺がご奉ほう仕ししましょうか？」


　精神的に抑よく圧あつされている企き業ぎようの重役は、嗜し虐ぎやく的な趣しゆ味みの持ち主が多かった。ひたすら奉仕させるような輩やからがいたせいで、口こう淫いんはそれなりに上手うまくなったと思う。


「────」


「サイード殿でん下か？」


「……それならば、お前に奉仕してもらおうか」


　憮ぶ然ぜんとした顔で命じられ、何故かほんの少しだけ胸が痛む。けれど、俺はそれに気づかぬふりをして、慇いん懃ぎん無礼に返事をした。


「かしこまりました」


　足に絡からまっていたスラックスと下着を蹴けり落とし、不ふ機き嫌げんな顔をしているサイードに恐おそる恐る近づいていく。


　縛られたままの手で、サイードの着衣を脱ぬがそうとするが、なかなか上手くいかない。


『……お前は……』


　アラビア語での苦々しい呟つぶやきが聞こえた直後、俺はサイードの腕うでに抱き寄せられていた。息苦しくなるほど強く抱きしめられ、俺は一人困こん惑わくする。


「サイード殿下…？　どうかなさったんですか？」


「サイードでいい」


「え、あの……」


　それまで手首を縛いましめていた布をしゅるりと解ほどかれ、中ちゆう途と半はん端ぱにはだけていたワイシャツを脱がされた。


　さっきまでの乱暴さは噓うそだったかのように恭うやうやしく押し倒たおされ、戸と惑まどうしかない。


「な…に……？」


　抵てい抗こうすることも忘れ、サイードを見つめていると不意に視線が絡み合った。


　俺の不安を読み取ったのか、サイードは俺の乱れた前まえ髪がみを指で払はらいながら囁ささやいてきた。


「お前には、私が快楽というものを教えてやる───」


　抑おさえられた低音に背筋がぞくりと震ふるえる。わななく体に動どう揺ようし、顔を背そむけて目を瞑ると耳みみ朶たぶに歯を立てられた。


「つ…ッ」


　微かすかな痛みにぴくりと反応する。そのとき俺は、自分がどうしようもなく緊きん張ちようしていることに気がついた。まるで、初めての行為に不安を覚えているかのような自分に、ますます困惑する。


「や、やだ……っ」


　初うい々ういしいのが好きだという相手には、嫌いやがる演技や噓泣きをしたこともあったけれど、こんなふうに身構えたことは一度もないはずだ。


　サイードは緊張に強張る俺の体に手の平を押し当て、愛いとおしむように撫なでていく。


「怖がらなくていい」


「……っ」


　宥なだめるように告げられ、こめかみに口づけられる。固く瞑った眦まなじりや頰ほおに触ふれたあと、サイードの唇は俺の唇を啄ついばんできた。


　サイードの舌は引き結んだ唇の間をなぞったあと、ゆっくりと中へ侵しん入にゆうしてこようとする。キツく嚙んだ歯列を突かれ、僅かに力を抜ぬくと、舌先がぬるりと口こう腔こうへと入り込んできた。


「ん……」


　さっきの搔き回すような口づけではなく、緩く口の中を探さぐられる。舌が絡まる感触が気持ちよくて、抜け出て行こうとしたそれを追いかけてしまった。


　サイードはそんな俺の舌先を甘嚙みし、ジンと痺しびれたそこを吸い上げる。キスの心地よさに酔よいしれていると、不意に胸の尖とがりを摘つままれた。


「んんっ」


　一いつ瞬しゆん走った痛みにぴくりと体が跳はねたけれど、サイードの指はしつこくそこを捏こね回してくる。痛覚と快感が入り交じり、どちらがどちらの感覚かわからなくなってきた。もどかしさに身み悶もだえると、唇が離はなれて上うわ擦ずった声が漏もれてしまう。


「…っあ！」


　執しつ拗ように弄もてあそばれた胸の尖りはぷくりと赤く腫はれたようになり、感度が増していた。軽く撫でられただけで感じてしまい、抓つねられれば痛いた痒がゆい。


　足で膝ひざを割られ、太ふと腿ももを押しつけられた中心はそれまで触れられてもいなかったのに、緩ゆるく勃たち上がってしまっていた。そのままそこを軽く擦られ、体の中心に熱が集まっていく。


「あ……や……っ」


　俺の反応を確かめたサイードは、敏びん感かんになったそこをねっとりと舐なめ上げる。濡ぬれた感触に甘い震えが走り、キツく吸い上げられると背中が跳ねた。


　迫せり上がってくるような快感に戸惑うけれど、俺の体はサイードの与あたえる刺し激げきに抗あらがうことはできない。


　芯しんを持った昂たかぶりを握り込まれ、強こわ張ばりが増す。けれど、何度か軽く揉もまれただけで腰こしから力が抜けていった。


「あ、あ…っ、あ！」


　根本から大きく上下に扱しごかれると、演技ではない甘ったるい声が上がる。やがて、俺の欲望はサイードの手の中で痛いほどに張り詰つめた。


「はっ…ぁ、も……っ、やだ…っ」


「これがいいのか？」


「ひぁ…っ、あっ、あっ」


　括くびれた部分を指で擦られ、体液の滲にじんだ先せん端たんを抉えぐるように刺激されると目が眩くらむほどの快感が襲おそう。乳ち首くびに唇くちびるを押し当てられたまま喋しやべられると、その振しん動どうにすら感じさせられた。


　下腹部はジンジンと疼うずき、腰の奥に熱が渦うず巻まく。


「ぁあっ、やっ、もうやめ……っ」


　近づいてくる限界に困惑し、俺は無心にかぶりを振る。けれど、サイードが愛あい撫ぶをやめることはなく、俺はあっという間に達してしまった。びくびくと下か肢しを震わせながら、生温かい白はく濁だくを腹部に飛び散らせてしまう。


「呆あつ気けないな」


「……っ！」


　くっと小さく笑われ、羞しゆう恥ちにカッと顔が熱くなる。しかし、返す言葉も見つからず、俺は黙だまり込むことしかできなかった。


　サイードは自分の指についた体液を舐め取り、さっきの香こう油ゆを再び持ち出してきた。片方の足を持ち上げ、秘ひめた場所を露あらわにすると、たっぷりと香油をつけた指でそこを撫でてくる。


「んっ…」


　ぬるぬるとしたものを窄つぼまりに塗ぬり込められる感かん触しよくに、俺の体はまたぎこちなくなった。だけど、サイードには予測ずみだったのか、同時に前も弄いじり出す。


「…っあ、んん……っ」


　敏感な先端を引っ搔かかれ、腰が跳ねる。後ろから意識が逸それた瞬間、指先がつぷりと中に埋うめ込まれた。


　自然に入り込んだ指は無理に奥へと進もうとはせず、浅い場所をゆるゆると擦ったり、硬く閉とざした入り口を揉み解ほぐしたりしてくる。


「んぅ、ん…っ」


　体の中を探られる違い和わ感は否いなめないけれど、張り詰めた自身を巧たくみに擦られ、そちらばかりを意識してしまう。伝い落ちる体液がサイードの指の動きを滑なめらかにし、その感触が否いや応おうなく俺を高めてくる。


　サイードの指は少しずつ深い場所へと進んでいき、やがて柔やわらかく綻ほころんだその器官は、差し込まれる指を増やされても痛みを感じることはなかった。


「痛くはないだろう？」


　問いかけにコクリと頷うなずく。体内を搔き回されても引き攣つるような痛みはなく、それどころか内側の粘ねん膜まくがひくひくと痙けい攣れんし、サイードの指にねっとりと絡みついていた。


　香油を足され、抜き差しをされるとくちゅりという濡れた音が立つ。いつしか違和感も感じなくなり、頭の中も霞かすみがかかってきた。


「…っは、あ……ん……」


　こんなにも丹たん念ねんな愛撫をされたのは初めてかもしれない。体が溶とけてしまいそうだと云いうのは、こういう感覚を云うのだろうか？


　短い呼吸を繰くり返しながら、ぼんやりとした頭でサイードの与える感覚を追っていると、柔らかくなった内ない壁へきを指の腹で押される。何かを探すように動く指がある一点を掠かすめたとき、ぞくりと腰に震えが走った。


「あ…っ」


　サイードはあっさりと鋭えい敏びんな場所を見つけ、そこにある凝しこりのようなものを刺激する。こりこりと弄られると断続的な嬌きよう声せいが喉のどの奥から零こぼれ落ちた。


「あっ、あ、あ…っ」


　昂りに絡からみつく指の動きもそのままで、快感に腰が蕩とろけて崩くずれてしまいそうだ。イキそうになると、欲望の根本を締しめつけられ解放を許してはもらえない。


「ぁあっ、や…おねが…っ、許し……っ」


　開いた足の爪つま先さきでシーツを蹴けり、もどかしさに身を捩よじる。もう辛つらいとひたすらに訴うつたえると、体内からずるりと指が引き抜かれた。何もなくなったそこは、空くう洞どうができてしまったように心こころ許もとない。


　うっすらと瞳ひとみに浮うかんだ生理的な涙なみだのせいで、目の前がぼやけてみえた。揺ゆれる視界の中、サイードがばさりと衣服を脱ぬぎ捨てたのがわかる。


　初めて知る感覚に戸惑いを覚えていると、膝の裏を摑つかまれ、足を体のほうへと折り曲げられた。腰が浮き上がり、それまで解されていた場所へ熱いものがひたりと押し当てられたかと思うと、深々と穿うがたれた。


「あぁあ…っ!!」


　入り込んできた圧あつ倒とう的な質量に悲鳴に近い声を上げた俺は、勢いよく粘膜を擦られた衝しよう撃げきで達してしまい、弾はじけた欲望は自分の顔にまで飛び散った。


　きゅうっと狭せばまった内壁は、サイードの形をつぶさに感じ取る。その大きさや熱さ硬かたさ、鼓こ動どうまでもが鮮せん明めいに伝わってきた。


「あ……」


　体の中に沈しずみ込んだそれを意識するだけで、皮ひ膚ふが粟あわ立だつような感覚に襲われる。どくん、どくん、とこめかみの辺りで脈打つ鼓動はどんどん速まっていった。


「動くぞ」


「え…？　っあ、あ…っ」


　絶頂の余よ韻いんにわななく体は休ませてはもらえず、繫つながった部分から律動を送り込まれる。


　ガクガクと揺さぶられる体はいままでになく甘く震ふるえ、苦痛を訴えるばかりだった唇からは艶なまめかしい嬌声が上がった。


「ぁあ…っ、あっ、あー…っ」


　さっき告げられたサイードの言葉に噓うそはなかった。体の中を硬いもので擦られるだけで、ぞくぞくとした痺れが頭のてっぺんまで突つき抜ける。


　痛いだけだったはずの体を繫げる行こう為いも、今日は何故なぜか違ちがう感覚を生み出していることが信じられない。不ふ感かん症しよう気味なのかもしれないと思っていた自分の体が、こんなにも敏感に感じることがあるなんて……。


　まるで、体をサイードによって一から作つくり替かえられてしまったかのようだ。


「あ…っ、あ…ぅんっ、んん…っ」


　太い楔くさびをギリギリまで引き抜ぬかれ、最さい奥おうまで一気に押し込まれる。それを繰り返されるたびに、欲望の先端からとろとろと体液が零れ落ちた。


　這はい上がってくる快感に身み悶もだえ、感じすぎる自分の体の不安定さに戸と惑まどい、縋すがる場所を探して手を彷徨さまよわせる。すると、サイードは俺の手を摑み、自分の首にかけてきた。


「殿でん下か……？」


「サイードでいいと云っただろう、八尋」


　浮かんだ涙を舐め取られ、やっとサイードの顔がはっきりと見える。情欲に満ちた瑠る璃り色いろの瞳は、まっすぐに俺を見つめていた。


「……サイード……」


　おずおずと名前だけを呟つぶやくと力任せに抱だきしめられ、浅い呼吸を繰り返す唇に口づけられる。濃のう厚こうなキスを交かわしながら、合間に何度も何度も名前を呼んだ。


　触ふれ合う肌はだは熱く、汗あせばんでいる。折り重なるようになった体が動かされるたびに、勃ち上がった自身がサイードの引きしまった腹部に擦こすれ、感じてしまう。


「ん…んん……んぁ…っ、サイード…ぁあ…っ」


　取り引きの材料として捧ささげた体だというのに、自ら快楽を貪むさぼろうと腰を揺らし、キスをねだる。サイードはその全すべてに応こたえ、俺から理性を奪うばい去った。


「気持ちいいだろう？」


「ぁん…っ、あ、あ…っ、いい…っ」


　はしたないほどに喘あえぎ、生まれて初めて知る快感に、自分を責め立てる男の背中に爪つめを立てる。恥はじらいなどはすでになく、素す直なおにいまの感覚を告げるとサイードは満足げに口角を引き上げた。


　そして、体の揺さぶりをいっそう淫みだらに激しくしてくる。


「ああっ！　そこ、や…っ、あぁ…っ」


「ここがいいんだな」


「ぅんっ、あっ、あ…！」


　突き上げにずり上がっていく体を引き下ろされ、敏感な場所をぐりぐりと抉るように穿たれると、粘膜がサイードを締めつけ、中で起こる摩ま擦さつがいっそう酷ひどくなった。


「もっ、だめ…や…っ、サイード…！」


　じくじくと疼く下腹部は、さっき以上の熱を持ち、膨ふくれ上がった欲望を持て余している。


　高まる性感がコントロールできない。もう二度も達してしまったのに、まただなんて───。


「ぁあ…っ、うそ…ダメ、んんん…っ」


　俺の高まりに気づいたサイードは腰こしを抱かかえ直し、高い位置から最奥を穿ち、乱暴に揺さぶってくる。


　押し寄せる快感に俺の体は打ち震え、かぶりを振ふると浮かんだ汗が飛び散った。


「あ…っ、あっ、あっ、あー…っ!!」


　何度目かの突き上げで、びくびくっと体が痙攣した。目の前がチカチカと光り、頭の中が真っ白になる。


　イッた瞬しゆん間かん、根本まで埋うめ込まれたサイードの欲望をキツく締めつけてしまう。その後、それは大きく震え、俺の中に熱いものを叩たたきつけていた。


「……っ…」


「あ……」


　じわりと濡ぬれる感かん触しよくに、サイードが俺の中でイッたことを認にん識しきする。


　気恥ずかしいような何とも云えない気持ちになっていると、腰を強く抱き寄せられ、力任せに引き起こされた。


「ん…っ」


　サイードの腰を跨またぐような体勢にされ、突き刺ささったままの切っ先が当たる場所が変わってしまう。


「これで終わりだと思ったか？」


「まだするんですか!?」


「手加減してやったつもりだが、もう音を上げるんじゃないだろうな？」


「そんなこと…っ」


　売り言葉に買い言葉だと気づいたのは、サイードが微かすかに笑えみを浮かべた瞬間だった。前言を取り消そうにも、撫なで上げられる背中が気になってそれどころではない。


「少し、休ませ──んぁっ」


　体を反らし、せめて休きゆう憩けいをと訴えた俺をサイードは下から大きく突き上げてくる。一度蕩かされた体は、微かな快感にも弱くなってしまっていた。


　こんな自分がいたなんて、知らなかった。ひっきりなしに聞こえてくる嬌声が、演技ではない自分のものだということが信じられない。


「も…やだ……っ、あ、あ、あぁあ…っ」


　指と舌を使った執しつ拗ような愛あい撫ぶを再び施ほどこされ、ぐだぐだになった俺はサイードを拒こばむことなどできず、翻ほん弄ろうされるがままに喘ぎ続ける。繫がり合った体の境界がわからなくなるほどに抱かれ、知ったばかりの悦えつ楽らくに溺おぼれさせられた。


　いつの間にか現実との境目もわからなくなり、自分でも気づかぬうちに意識を手放していた。
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「……ん……？」


　細工が施された木製の天てん井じように薄うすい紗しやのカーテン。その向こうに広がる淡あわい闇やみの色は、夕暮れのものだろうか。


　まるで、幼い頃ころに読んだお伽とぎ噺ばなしの中に出てきそうな光景に、夢を見ているのだろうかと思いかけ、体の奥に残る違い和わ感に意識を失う前のことを思い出した。


　そうだ……俺はサイードに抱かれたんだ……。


　───快楽を教えてやる。


　その言葉通り、俺は初めての感覚をいくつも教え込まれ、泣かされたのだ。


「……っ…」


　だからって、あんなにしつこくしなくたっていいだろうに……。


　途と中ちゆうからまともな思考が残っていなかったせいで、何度したかも記き憶おくにないが、細さい胞ぼう全てが甘く痺しびれるような快感を与あたえられたことだけは覚えている。


　でも……。


「噓みたいだ……」


　この俺があんなに感じることがあるなんて。


　前ぜん戯ぎのしつこいやつとしたこともあるし、テク自じ慢まんの男に抱かれたこともある。だけど、そのどちらもそんなによくはなかった。


　なのに、サイードとの行為は信じられないくらいに気持ちよかった。あれは単に相あい性しようがよかったからなんだろうか？


「…………」


　ぐるぐると考えているうちに思わず事の詳しよう細さいを思い出してしまい、頰ほおが熱くなる。理性が飛んだあとの自分の痴ち態たいを思うと、恥ずかしさで死んでしまいそうだ。


　でも、体を酷こく使しさせられた疲ひ労ろうのせいかもしれないけれど、こんなにぐっすり眠ねむれたのは久々のことかもしれない。夢ゆめ現うつつに抱きしめられていたような温ぬくもりを感じたけれど、あれは夢と現実のどちらだったんだろう……。


　そんなふうに考え込んでいると、カーテンの向こうに近づいてくる人ひと影かげが目に入る。カーテンを捲めくって現れたのは、きちんと衣い装しようを身に着けたサイードだった。


「目が覚めたか」


　声をかけられた瞬間、心臓がとくん、と弾はずむ。いまさら緊きん張ちようもないとは思うのだが、すでに条件反射になってしまっているのかもしれない。


「サイード…殿下……」


「堅かた苦くるしくしなくていい。気分はどうだ？」


　サイードの問いかけに、自分の体の状態に意識を向けてみる。


　容よう赦しやなく抱かれたせいで疲労していたけれど、意識を失っている間に清められたらしい体はさっぱりとしている。酷使させられた腰がギシギシと痛んだけれど、これまでの経験とは違ちがってどこも傷ついてはおらず、意外に目覚めはすっきりとしていた。


　だけど、素直にそう告げるのも癪しやくで、つい正反対のことを云いってしまう。


「最悪です」


「どこか痛むのか？」


「あれだけしつこくされれば、腰が痛むに決まってるでしょう」


「そうだな、少し泣かせすぎたかもしれないな。体調が戻もどるまで寝ねているといい。何か欲しいものはあるか？」


　憎にくまれ口を叩いても、サイードの態度は変わらない。軽く流されてしまうと、子供のような態度を取ったこっちのほうが恥ずかしくなる。


　こほんと空から咳せきをして照れを誤ご魔ま化かし、気を取り直して、心から欲しいものを告げた。


「あなたの持つ鉱区が」


　きっと、サイードは飲み物や食べ物のことを訊たずねたのだろうが、いま俺が欲しいものはたった一つだけだ。


「残念ながらあれは国のものであって、私の所有物じゃない」


「でも、落札先を決める権利はあなたにあるんじゃないですか？」


　そう切り返したけれど、望んでいたような返答は得られなかった。


「それ以外では？」


「……俺の着ていた服を下さい。もう帰りますから」


　いま食い下がっても仕方がない。そう判断して、違うものを要求する。手て荒あらく脱ぬがされたスーツは皺しわになっているかもしれないけれど、全ぜん裸らのままでいるよりずっといい。


　しかし、サイードは何故なぜかきっぱりと俺の要求をはねのけた。


「それはダメだ」


「どうしてですか…？」


「お前には当分ここにいてもらう」


「どういうことですか？　俺はもう役目を果たしたんだ。ここにいる必要はありませんよね？」


　俺がいなくなったあと、広岡との間でどんなやり取りが交かわされたかは知らないが、役目は充じゆう分ぶんに果たしたはずだ。あれだけ好きにさせてやったのだから、もういいだろう。


「帰さないと云ったんだ」


「俺はこんなところにいたくない！」


　勝手なことばかり云うサイードに苛いら立だち、声を荒らげてしまう。シーツを体に巻きつけてでも、出て行ってやる。


　けれど、サイードはそんな覚かく悟ごを決めた俺に、先手を打ってきた。


「鉱区を落札したいんじゃないのか？　私の云うことが聞けない場合どうなるかくらい想像がつくだろう」


「……っ」


　さっきはぐらかされた質問の答えを切り札として出され、ぐっと言葉に詰つまる。


「欲しいものがあれば揃そろえるし、したいことがあったら何でも云ってくれ。ただし、この屋や敷しきの中でできることに限るがな」


　何を考えているんだ、この人は……。王子様の考えることはよくわからない。


　確実にわかっているのは、ここで俺が頑かたくなに拒んだら鉱区をウチの会社が落札できる可能性がほとんどなくなるということだ。


　説得するにしろ、泣き落とすにしろ、いまは云う通りにしておくのが得策だろう。


「───わかりました。あなたの云う通りにしますから、とりあえず着るものを下さい。こんな格好じゃ落ち着きませんから」


　シルクの上がけを引っ張り、露あらわになっている肌はだを隠かくす。サイードは、俺の言葉に納なつ得とくし、従者を呼んだ。


『ハキム！』


『はい』


　一声かけただけで、ハキムは速すみやかに現れた。人の気配など少しも感じなかったけれど、近くに控ひかえていたらしい。


『至急、八尋の着る服を用意してくれ』


『洋装のほうがよろしいですか？　ザンナでしたら、袖そでを通してないものがあるのですが』


『とりあえずはそれでいい。あとで仕立屋を呼ぶか』


　二人の会話を黙だまって聞いていた俺は、サイードの言葉にぎょっとした。何も、仕立屋を呼んでまで服を誂あつらえたいわけではない。何でもいいから着るものがあればいいだけだ。


『ちょっと待って下さい！』


　慌あわててアラビア語で待ったをかける。すると、サイードは不思議そうに俺のほうを向いた。


「どうした、八尋」


「仕立屋だなんて、そこまでして下さらなくて結構です」


「だが、我が国の衣装は着慣れないだろう？」


「……俺のスーツの胸ポケットにホテルの鍵かぎが入ってます。着き替がえは全すべてスーツケースの中に入ってますので、それを持ってきていただければ充分です」


「そうか？」


　サイードはつまらなそうに承しよう諾だくすると、ハキムにこちらの国で一いつ般ぱん的な白いワンピース状の服を持ってこさせた。


「何か不都合なことがあったら、彼に云いつけるように。ここは私の別べつ荘そうのようなものだから、屋敷内は自由にしていい」


「え？　宮きゆう殿でんではないんですか!?」


「お前が寝ている間にこちらに移ったんだ。宮殿は来客が多くて落ち着かないからな。幾いく分ぶん手て狭ぜまだが、人ひと払ばらいをしてあるから静かで過ごしやすいはずだ」


　同じような形の天てん蓋がいつきの寝しん台だいに寝かされていたせいで、気づかなかった。運ばれている間も目を覚まさなかったなんて、どれだけ熟じゆく睡すいしていたんだ俺は。


『ハキム、八尋の服にホテルの鍵が入っているらしい。ホテルに行って、八尋の荷物をこちらに持ってきてくれ』


『かしこまりました』


「あ、あの……」


　別にいまでなくてもと思ったが、ハキムの迅じん速そくな行動には口を挟はさむ間もなかった。


　余計なことを云ってしまっただろうかとため息をつきながら、少し大きめのそれを頭から被かぶり、袖を通す。慣れない服装だったが、風の抜ぬける作りで涼すずしかった。


　ハキムがいなくなると、サイードと二人きりになる。さっきまでは気にしてなかったはずなのに、何となく意識するようになってしまった。


「───あの…いま、何時ですか？」


「もうすぐ五時になる。ああ、夜が明けてきたな」


「えッ？　いまって、朝……なんですか？」


「朝と云うには些いささか早いがな」


　サイードの宮殿を訪おとずれたのは昼すぎのことだ。辺りが暗いのは、日が落ちかけているからだと思っていたが、実際はその逆だったらしい。


　と云うことは、俺は半日眠ってしまっていたわけか。いくら、ここのところ寝不足だったからって寝すぎだろ。


　でも、それ以上にツッコミたいのは、サイードやハキムが涼しい顔で起きていることだ。早起きが日課だとしても、いくらなんでも早すぎる。


「……もしかして、寝てないんですか？」


「私を心配しているのか？　大だい丈じよう夫ぶだ、お前の横で少し眠ねむった」


「そ、そうですか…」


　目覚めない俺を心配してくれていたのかもしれない。そう考えると、何だか申し訳ないような気持ちになってくる。


「可愛かわいらしい寝顔だった。誰だれの前でも、あんな無防備な顔を見せているのか？」


「なっ…何云いってるんですか!?」


　不満げに告げられた台詞せりふに赤面してしまう。ピロートークで囁ささやかれるならともかく、素面しらふで云われるのは恥はずかしい。だからと云って、たかが褒ほめ言葉一つで動どう揺ようさせられてどうする。


「そうだ、喉のどは渇かわいていないか？　飲み物を用意させてあるんだが」


「……いただきます……」


　サイード自ら、トレーを運んできてくれる。氷の浮うかんだオレンジジュースが入ったグラスを手て渡わたされ、喉が渇いていたことを自覚した。


　あれだけ散々喘あえがされたのだから、喉だってカラカラになっているはずだ。


　もしかして、サイードはそれがわかっていて飲み物を用意しておいてくれたのだろうか？


　こうして気を遣つかってくれるサイードと権力を振ふりかざして俺を帰そうとしないサイードが同一人物だということが不思議でたまらない。


「……どうしてこんなことをするんですか？」


「こんなこととは？」


「俺をここに留め置く理由がわかりません」


「───お前を気に入ったからだ。私はお前の体を私以外の者に触ふれさせたくない」


「そんな……」


　身勝手としか云いようのない理由がまかり通ってしまうのは、サイードがこの国の王族だからだろう。本人には、無茶を云っている自覚がないに違ちがいない。


「いったい、俺はいつまでここにいればいいんですか？」


　大人しく云うことを聞くにしろ、期限は欲しい。あやふやなまま了りよう承しようし、サイードが飽あきるまでという不確かな期間で滞たい在ざいすることになったら、不安要素が大きすぎる。


「そうだな、入札結果の発表がある二週間後でどうだ？　それだけ私に抱だかれていれば、自分から帰りたくないと云うだろうからな」


「な───」


　俺は自信満々なサイードに絶句してしまった。その自信はどこから来るんだ。


　ふざけたことを云うなと文句を口にしようとして、踏ふみ止とどまる。その代わり、さっきの発言を言げん質ちに取り、念を押すことにした。


「二週間、ここにいれば鉱区は我が社に落札させてくれるんですね？」


　期間限定の愛人───その役を全まつとうすれば、夢も出世も手に入る。手にするものの大きさを考えれば、安い代だい償しようじゃないか。


「……また、それか。お前はどうしてそんなに、鉱区に拘こだわってるんだ？　命じられたからでも、所属する会社のためでもない。自分のためだというが、お前の会社が落札できたとしてもお前のものになるわけじゃないだろう」


「そんなことはわかってます。俺はただ自分の手で油田を掘ほってみたいだけですよ。手つかずの鉱区の開発に携たずさわる機会なんて、そうそう巡めぐってきませんから。それに、このプロジェクトが成功すれば、将来的な出世は間違いありませんからね。あなたのような立場の方には理解できないかもしれませんが」


　当然、野心はある。一刻も早く足場を固め、誰にも頼たよらずに一人で生きて行けるだけの力を手に入れたいという気持ちは昔から変わっていない。


　リドワーンに拘るのは手つかずの資源に魅み力りよくを感じているからではなく、この国が俺にとっての憧あこがれの地だからだ。


　現場の第一線にいられれば、母の焦こがれたこの国に滞在することができる。日本人には未いまだ観光ビザの下りないリドワーンに来るには、国家絡がらみの事業に関かかわるほかない。


　こうして訪れてみて、脳のう裏りに思い描えがいていた通りの国だとわかり、憧どう憬けいの念は強くなった。


　……まさか、そこの王子に監かん禁きんされることになるとは考えもしなかったけれど。そういえば、俺がここにいる間のことは会社側ではどう処理されるんだろう？


　いくら、取り引き相手のところにいるとしても、黙ったままでいるわけにはいかない。


「あの、事務所へ連れん絡らくを取りたいんですが」


「どうしてだ？」


「こちらに滞在することを伝えておかないと、無断欠勤になってしまいます」


　広岡のことだ。俺が帰らなければ、上手うまく取り入ったと思うに違いないが、いままで一度の欠勤もなかった身としては、少々悔くやしい気もする。


「そのことなら心配ない。昨日のうちに、お前の上司に連絡しておいた」


「えっ!?　何て伝えたんですか!?」


「地質学の専門知識を学びたいから、当面八尋を家庭教師として借り受けたいと。彼は快く応じてくれた」


「そ…そうですか……」


　抜かりのない手て際ぎわに感心してしまう。俺を家庭教師にと告げたのは、この国の宗教では表立った同性同士の関係は許されないからに違いない。幾いく分ぶん、形けい骸がい化してきているとは云っても、王族が堂々と禁きん忌きを犯おかすわけにはいかないのだろう。


「何か云いたそうな顔だな？」


「いえ……」


「お前から地質学を学びたいのは本当だ。油田を開発し、国を豊かにしたいというのは父上の悲願だった。そのため、私もそれなりに勉強してきたが、ごく専門的な知識はない。それについては謝礼も出そう」


「家庭教師は構いませんが、謝礼は結構です」


　給料を貰もらった上に社費でこの国に来ているのに、副業をするわけにはいかない。広岡なら、貰えるものは貰っておけと云うだろうが、俺は自分の信念に沿わないことはしない主義だ。


「お前は、欲があるのかないのかわからんやつだな……。鉱区のことは善処する。無理を云って引き留めている代償は必要だろう。だが、最終的に判断するのは国王である父上だということは覚えておいてくれ」


「わかりました、それで結構です」


　約束を取りつけられたことにほっとしながら、無理を云っている自覚があるのかと驚おどろいてしまった。それを口にすれば、いま云われたことも撤てつ回かいされかねないと思い、黙だまっておく。


「そう云えば、我が国に幼い頃ころから憧れていたと云っていたな」


「ええ、現実逃とう避ひにたくさんこの国に関する本を読みましたから」


「現実逃避？」


「あまり、幸せな家庭ではなかったもので」


　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、そう告げた。当てつけのような言葉は後味が悪く、ざらりとした嫌いやな感情を残す。


　いままで、こんなふうに家の愚ぐ痴ちを人前で云ったことはなかったのに、何故なぜか口をついて出てしまった。


　何もかもを持っているサイードに対して、羨うらやむ気持ちがあったのだとしてもみっともない。


「どういうことだ？」


「……すみません、余計なことを云いましたね。その…母を亡なくしてから、あまりついていなかったもので」


　詳くわしく話すのも憚はばかられ、すでに告げてある事実で口を濁にごす。けれど、母を早くに亡くしたあとの幼い俺には、当時の環かん境きようはあまりに酷ひどかった。


　父は、母が亡くなって半年も経たたずに再さい婚こんした。俺はその再婚について行ったけれど、そこでは邪じや魔ま者でしかなかった。


　テストでいい点を取っても、血の繫つながらない兄弟に対して嫌味だと云われ、わざと悪い点を取ってくると無能だと罵ののしられる。その兄弟たちには空気のように扱あつかわれた。


　学校が終わると図書館で勉強をして時間を潰つぶしていたが、休館日は行く場所がない。そういうときは誰にも気づかれないようにそっと家に入り、自分の部屋で息を殺して本を読んでいた。俺の部屋には父に捨てられかけた母の蔵書がたくさんあったから。


　本を読んでいるときだけは、異国へと思いを馳はせることで辛つらい現実を忘れられた。宝を見つけ幸せも手に入れる物語の中の主人公のようになりたいと、ずっと願い続けて……。


　金銭的には裕ゆう福ふくな家庭だったお陰かげで、未成年の間の生活費や学費はきちんと出してもらえたことだけは感謝している。それは俺のためではなく対外的な見み栄えのためだったけれど、俺にとって彼らの目的はどうでもいい。


　大学に入り、家を出られたときは心からほっとしたものだ。学費は奨しよう学がく金で賄まかない、生活費も自分で稼かせがなくてはならなくなったけれど、あの針の筵むしろのようだった家にいることに比べたらずっと楽だった。


「───八尋？」


「……え？」


「まだ、顔色が悪いな。疲つかれているんだろう。もう少し横になっていなさい」


「…………」


　疲れさせたのは、どこの誰だれなんだか。


　帰るなと無茶を云いうくせに、頭を撫なでる手つきはどこまでも優やさしい。彼のこのアンバランスな印象が憎にくめないのは、何故だろう。


　もし、俺を帰さないと云ったのがサイードではなくジブリールだったとしたら、俺はどうしただろう？　同じように云うことを聞いただろうか？


　遠目での印象だが、ジブリールは生理的に苦手なタイプに見えた。一度や二度なら抱かれることも我が慢まんできるかもしれないが、絶えず自由を奪うばわれ、好きにされるとしたらと考えるとそれだけで不快感が込み上げてくる。


　まあ、でも……入札結果がどう出ようと、発表の日まではとくに仕事が忙いそがしくなることもないだろうし、休きゆう暇かのつもりでここにいよう。


　大学を卒業して入社してからこっち、まともな休みを取ったことはないのだから。


　権力を盾たてに要求を呑のまされたことだけは腑ふに落ちないけれど、個人的にサイードのことは嫌きらいではない。パーティーでの第一印象のせいかもしれないが、サイードは一人の男として抗あらがえない魅力を持っている。


　もう充じゆう分ぶん眠ねむったはずなのに、髪かみを梳すくサイードの指の感かん触しよくと響ひびきのいい声の心ここ地ちよさに、また眠りの淵ふちへと誘さそわれる。


　そんな俺に気づいたのか、サイードは目ま蓋ぶたの上に手の平を載のせ、潜ひそめた低音で囁ささやいてきた。


「眠るといい。朝食の時間には起こしてやる」


　サイードの声には魔法がかけられているみたいだ。聞いた者に抗うことができなくなるような魔法が。


　これ以上寝ねているわけにも───そう思ったけれど、襲おそい来る睡すい魔まに打ち勝つことはできなかった。











　結局、二度寝を貪むさぼってしまった俺は、約束通り朝食の時間に起こされた。慌あわてて目を覚ますと、寝しん台だいの脇わきに俺のスーツケースが置いてあり、その中から室内を過ごすために持ってきていたジーンズと長なが袖そでのシャツを選んで身に着けた。


　あの白い服も涼すずしくて悪くなかったけれど、やはり足の辺りがすかすかとしていて心こころ許もとない気分だったのだ。


「ごちそうさまでした」


「口に合ったか？」


「あ、はい……」


　食後に出された紅茶を啜すすりながら、サイードの問いにコクリと頷うなずく。


　驚いたことに出された朝食は英国風だった。俺の泊とまっていたホテルは外国人向けのものだったため、西せい欧おう風な食事が出てきていたが、こんなに本格的ではなかったし、紅茶もただ色がついているだけのものだった。


「それならよかった。こちらの料理はもう食べたか？」


「あ、はい。夕食のときに数えるほどですが、上手うまく食べられませんでした。でも、美味おいしかったです」


　会社が案内人として雇やとっている現地の人の自宅に招待されたときに、この国の家庭料理を食べさせてもらった。とても美味しかったけれど、手だけで食べることになれていない俺はかなり四苦八苦したものだ。


　スプーンも出してもらったが、負けず嫌いの俺は最後まで手を使った。中東に慣れている社長の手て際ぎわはさすがで、横でレクチャーしてもらいながらの食事だった。


「そうか、だったら今晩の食事は腕うでを振ふるわせよう。食べかたのコツも私が教えてやろう」


「あ…ありがとうございます……」


　もしかして、今朝の食事はこの国に慣れていないだろう俺のために、英国風にしてくれたのだろうか。


「他ほかに何か好きなものはあるか？　日本料理、中国料理、イタリア料理、フランス料理なら作らせられる」


「そんなに!?」


「本場の職人にはまだまだ敵かなわないかもしれないが、味は悪くないはずだ」


　そんな料理人を個人で抱かかえているなんて、さすがとしか云いようがない。


　俺が感心しながら聞いていると、脇に控ひかえていたハキムが申し訳なさそうに口を挟はさんだ。


『サイード様、そろそろ……』


『ああ、わかってる』


　時間を指し摘てきされ、サイードは鷹おう揚ように頷いた。そして、俺のほうを向くと残念そうに告げる。


「すまない、八尋。私はこれから出かけなければならないんだ」


「はあ…」


　別に、俺に謝る必要はないのではないだろうか？


　一方的に引き留めておいて相手できないことを気に病やんでいるのかもしれないが、一人でいられたほうが俺としては気が楽だ。


「できるだけ早く帰ってくる。この屋や敷しきの中のものは好きに使ってくれて構わない。さっきも云ったように困ったことがあれば、このハキムに申しつけてくれ。英語とフランス語なら話せる」


「わかりました。でも、俺を一人にしていいんですか？　逃にげ出すかもしれませんよ？」


「それは無理だ。屋敷を囲う外がい壁へきは簡単に上れるような高さではない。もし、上れたとしてもすぐに警報が鳴る仕組みになっている。門のところには見張りもいるから、そうそう逃げ出せはしないだろう」


「かなり厳重なんですね……」


　防犯対策なのかもしれないが、この治安のいい国でそこまでしている屋敷はここだけに違ちがいない。いったい、サイードは何を警けい戒かいしてセキュリティを組み込んでいるんだろう。


『サイード様、お急ぎになりませんと。約束の時間はもう過ぎております』


『わかっている』


　ハキムに急せかされ、サイードは深々とため息をついた。残りの紅茶を飲み干すと、椅い子すから立ち上がり、俺のほうへと近づいてくる。


「それでは、八尋。行ってくる」


「ええ、いってらっしゃ───……っ!?」


　サイードは腰こしを屈かがめると、素す早ばやい動作で俺の唇くちびるにキスを落としてきた。ハキムがいる前での恥はずかしい行動に絶句する。


　何を考えているんだ、この人は……っ。


　いくら腹心の従者だからといって、その見ている前でキスなんかして大だい丈じよう夫ぶなのか？


　ただの挨あい拶さつのつもりなのだとしても、欧米風なのは顔だけで充分だ。どうもあの顔を見ていると、落ち着かない気分になると云うか。


　……どうやら俺は、サイードの甘い顔立ちがかなり好みらしい。そうじゃなかったら、顔を近づけられるたびにドキドキするはずがない。


「できるだけ早く帰ってくる」


「そ、そうですか……」


　白い裾すそを翻ひるがえして行ってしまったサイードを見送ったあと、キスをされた口元を手で押さえてため息をつく。


　どうしてこんなに翻ほん弄ろうされてるんだ、俺は……。


　動どう揺ようしているところなんか見せたら、サイードの思う壺つぼじゃないか。これまではどんな相手に何をされたって、平然とした顔をしていられたのに、いまは何故なぜか調子が摑つかめない。


　ざわめく胸の内を必死に落ち着けようと、深呼吸を繰くり返していると、サイードを見送りに行っていたハキムが戻もどってきた。


『お待たせしました、八尋様』


「うわッ！」


　び、びっくりした……。


　敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんのせいで足音が立たないのだから、もうちょっと気配というものを出して欲しい。


　俺が驚おどろきの声を上げたことも気に留めず、ハキムはサイードに申しつけられていた役目を全まつとうしようとする。


『何かご用はございますか？』


　さっきのキスのことは見なかったことにしているのだろう。


　俺としても、そうしてくれたほうがありがたい。


『うーん……とりあえず、屋敷の中を案内してもらっていいですか？　あと、何か本を貸してもらえるとありがたいんですけど』


　時間を潰つぶすにしても、ただぼんやりと無む為いに過ごすのは勿もつ体たいない。この二年はとくに、書類以外で文字を読む時間をなかなか得ることができなかったから、いい機会だ。


『でしたら、書庫がございますのでそちらもご案内します』


『よろしくお願いします』


『まずは一階をご案内しましょうか』


　造りも古い英国調の二階建てのサイードの屋敷を、前を歩くハキムに連れられるままに一部屋ずつ覗のぞいていく。


　どの部屋も宮きゆう殿でんのような派手さはないけれど、置かれている家具などはどれも上品な誂あつらえでセンスもよく、機能的なものが多い。


　一階には応接間や食事をしていたさっきの部屋以外に、屋内プールや渡わたり廊ろう下かの通った緑豊かな中庭まであった。


　海水を真水に変えて生活用水にしているこの国では水は高価なものだ。プールや植物に使われる水にかかる費用はいったいどれほどのものになるのだろう？


　サイードはさっき手て狭ぜまだと云いっていたが、俺からしてみたらとんでもない広さだ。部屋数は少なくても、その一室一室の広さが並じゃない。やはり、感覚が俺のような庶しよ民みんとは違う。


『凄すごいですね……』


『この屋敷は、サイード様のごく個人的なものなんです。建築費や維い持じ費に、国費は一いつ切さい使われておりません』


『じゃあ、投資で得た収入で？』


『はい。ご友人の英国人の建築家が設計なさって建てられたんです。お休みの日は大たい抵ていこちらでお一人で過ごされます』


『一人で、ですか？』


『はい』


　この広い屋敷に一人で……？


　サイードは淋さびしくはないのだろうか。もちろん、召めし使つかいたちやハキムは控えているだろうけれど、同じ部屋で過ごしたりはしないに違いない。明るくて、とても雰ふん囲い気きのいい屋敷だけれど、そのぶん一人でいると孤こ独どくを感じてしまいそうだ。


『ご友人などは呼ばれたりしないんですか？』


『そうですね、いつも静かに読書などをされて過ごされてますね。お客様がいらっしゃったのは、八尋様が初めてです』


『俺が初めて？』


『八尋様がいらっしゃるお陰かげで、サイード様はご機き嫌げんがよろしいようですよ。仕事上の約束に遅おくれるなんて、余よ程ほど離はなれがたかったんでしょう』


『え…？』


『次は二階に参りましょうか』


　ハキムは俺の顔に浮うかぶ疑ぎ問もん符ふを綺き麗れいに無視して、二階へと案内する。


　俺が寝ねかされていたサイードの個室は二階にあり、窓からは海が見渡せ、爽さわやかな潮風が吹ふき込んでいた。きっと、この屋敷の中で一番いい部屋なのだろう。


　広々としたベランダには、籐とうの揺ゆり椅子が置いてあった。サイードがそこに座って、本を読んだり物思いに耽ふけったりする様子が目に浮かぶ。


『こちらが書庫になります』


　ハキムは鍵かぎを開け、俺を中に入れてくれた。他の部屋とは雰囲気の違う一室で、図書館のように、大量の本が並べてある。


　アラビア語のタイトルがついているものだけではなく、英語やフランス語、ドイツ語、さらには日本語の本まで置いてあった。そして、そのジャンルはビジネス書や歴史書などが多かったが、それ以外にも多た岐きに亘わたっており、一いつ貫かん性がない。


『これらは全すべてサイード殿下の蔵書なんですか？』


『ええ。全て、一度は目を通しているはずですよ。よく読まれる本は違う本ほん棚だなに収められているので、ここは倉庫のようなものです』


『どうしてこんなにたくさんの本を……？』


　いくら、読書好きだとしてもその内容にバラつきがありすぎる。事務的に集めた本を片かたっ端ぱしから読んでいったという印象が否いなめない。


『サイード様は、昔から勉強家だったんですよ。あの容姿ですので、幼い頃ころからご苦労なさってましたから……』


『どういうことですか？』


『…………』


『教えて下さい。聞いたことは誰だれにも云いませんから！』


　俺はサイードのことが知りたいと思った。本人から受ける、あのアンバランスな印象の理由をどうしても知りたくなったのだ。


　ハキムに懇こん願がんすると、彼は少し考え込んだあと躊躇ためらいがちに口を開いた。


『……先代のシャリム様が欧おう米べい嫌ぎらいだったことはご存じですか？』


『はい、一応……』


　先々代の進めていた近代化を取りやめ、外交も近きん隣りん諸国とだけしか行わないような、内に籠こもる政策に転てん換かんしてしまった人だというのは有名だ。


『先々代の国王であらせられた、サイード様のお祖父じい様がご存命されていた頃まではよかったのですが、シャリム様は青い瞳ひとみに西洋人寄りの顔立ちのサイード様を疎うとまれまして……』


　植民地時代にイギリス人の血が入ったことがあるため、これまでも王族には髪かみや瞳の色素が薄うすいタイプがたまに生まれていたらしい。サイードの瞳や顔立ちも先祖返りの一種だろうと判断された。


『だったら、サイード殿下に落ち度はないじゃないですか！』


『ええ…。ですが、シャリム様にとってはそんなこと関係ありませんでしたから』


　シャリムにとってはそんな遺伝学上の見解はどうでもよく、ただ単にあの顔が疎ましかっただけなのだろう。ライバル視していた兄の息むす子こである現国王ファハドが目の上の瘤こぶだったことも理由の一つではないかとハキムはつけ加えた。


　第一夫人のサイードの母であるサラは、不義を働いたのではと陰かげ口ぐちを叩たたかれ、人目につかないところで嫌いやがらせをされた。繊せん細さいだった彼女は心労で早くに亡なくなってしまったのだそうだ。


　サイードも同じように、先代国王の影えい響きようを受けた親族に虐しいたげられて育ったという。


『そんな…酷ひどい……。誰も庇かばってくれなかったんですか？』


　現国王はサイードの父親だ。王位継けい承しよう権第一位にいる彼の力を持ってすれば、それらは防げたのではないだろうか。


『ファハド様は公務でお忙いそがしかったため、サラ様もサイード様もファハド様の前では何の素そ振ぶりもお見せにならなかったそうです』


『でも…！』


『だからこそ、知識や能力では負けたくないと努力してこられたんですよ』


『そうだったんですか……』


　日本語が堪かん能のうなのも、投資会社を立ち上げたのも、自分を強くする術すべが一つでも多いほうがいいと思ってのことかもしれない。


　どこか淋しげな瑠る璃り色いろの瞳は、そんな生おい立ちのせいなのだろうか。


　ハキムの語るサイードの生い立ちは、いまの彼からは想像がつかない内容だった。


　何だか、ちょっと俺と似てる……。


　環かん境きようは違ちがえど、苦労してきたことに変わりはない。逃にげ場のない王族という狭い世界の中で、サイードは何を思って生きてきたのだろう？


『私がお話ししたことは誰にもおっしゃらないで下さいね』


『わかってます。誰にも云いません』


『こんなことをお願いできる立場にはありませんが、八尋様がよろしければいつまでも滞たい在ざいしていって下さい。サイード様もきっとそれを望んでおられます』


『そう…ですね……』


　懇願され、困ってしまう。サイードとの取り引きは約一月。それから先の約束はしていない。


　返答に窮きゆうした俺は、話題を変えることにした。


『そ…そういえば、ずいぶん昔からサイード殿下のことを知ってらっしゃるようですが、どういった関係だったんですか？』


『ああ、それは私の母がサイード様の乳う母ばだったんですよ。だから、私はサイード様とは乳ち兄きよう弟だいになるんです。幼い頃、よく遊んでもらいました』


『へえ…そうだったんですか……』


　ハキムの懐なつかしむような眼まな差ざしに、当時の二人が思い浮かぶかのようだった。


『そのご縁えんで、いまもこうしてお傍そばに置いていただいてるんです。ウチは父がもう亡くなっていて下に兄弟もいるので、私が稼かせぎ頭かしらなんですよ』


『ご兄弟がいらっしゃるんですか』


『ええ、幼い弟と妹が』


『その表情を見ると、ずいぶんと仲がいいようですね』


　俺がそう云いうと、ハキムは小さく苦く笑しようして見せた。


　そんな他た愛わいのない話をしていると、どこかから断続的な電子音が聞こえてきた。


『あ、すみません。私は少々席を外しますので、ゆっくり本を選んでいて下さい』


『わかりました』


　ハキムの頼たのみにはっきりとした返答をせずにすんでほっとした。


　サイードのことは嫌いじゃない。自分と同じように、虐げられて育った過去にも共感するところはあるけれど、何もかもを投げ出してここにいることがサイードのためになるかどうかわからないし、俺にだって果たしたい夢がある。


　シェードを半分引き上げた小さな出窓にもたれかかり、静かにため息をつく。


　このたくさんの本は、知識を求めるというよりも淋しさを埋うめるためのものだったのかもしれない。そう思うと、どうしようもなく切ない気持ちになった。


「どうしたらいいんだろ……」


　ハキムの話など聞かなければよかっただろうか？


　そうしたら、こんな気持ちにならずにすんだだろうか？


　でも、何も聞かされなくても俺の心はあの瑠璃色の瞳に吸い寄せられかけていた。あの瞳に宿る淋さびしさに気づいた瞬しゆん間かんから、強い引力で引き寄せられていた。


『この部屋にいるのかね？』


『…はい』


　部屋の外から、人の話す声が聞こえてきた。片方はハキムのものだったけれど、横おう柄へいな口調の主がわからない。


　何となく嫌な予感がして、扉とびらのほうへと警けい戒かい心を向けていると、ノックもなく中に誰かが入ってきた。


『失礼するよ』


『……？』


　この顔、どこかで見たことが……。


　心当たりはあるのだが、彼が誰なのかがなかなか思い出せない。


『ご苦労だったね、ハキム』


『いえ……』


　ハキムに労ねぎらいの言葉をかけているということは、上司か何かだろうか？


　しかし、ハキムはサイードの直属の従者のはずだ。どういうことだろうと訝いぶかしく思い、ハキムの顔を見ると僅わずかに苦い表情を浮うかべていた。


　書庫に入ってきた男はゆっくりと俺に近づいてくる。宝石のちりばめられた短たん剣けんを腰こしに差した姿に、俺は閃ひらめいた。


　この人、ジブリール殿でん下かだ───。


　パーティーで遠くから見かけたため、心当たりがあると思ったのだろう。


『君がサイードの可愛かわいがっている子なのかな？』


『は？』


　不ぶ躾しつけな言葉に不ふ愉ゆ快かいな気持ちになる。パーティーで見たときも好ましく思わなかったけれど、こうして対面すると、生理的な嫌けん悪おを感じずにはいられない。


　しかし、どうして彼がこんなところにいるのだろう。サイードとはとくに仲が悪いと聞いていたし、サイードのほうもあからさまに嫌っているようだったが……。


『アジア系のようだが、さすがに綺き麗れいな顔をしているね。こんなに綺麗な子を隠かくしておくなんて、サイードも隅すみに置けないな』


『な…っ』


　くいと顎あごを持ち上げられ、じろじろと顔を検分される。吐と息いきのかかりそうな距きよ離りに気分が悪くなったけれど、ジブリールの手を払はらいのけるわけにもいかず、じっと耐たえた。


　表向きは油田開発の専門知識を教えるという理由でこの屋や敷しきに滞在していることになっているが、ジブリールの口ぶりだと俺がサイードに抱だかれていることを知っているか、勘かんづいているかしているようだ。


　と云うより、まるで誰だれかがこの屋敷に来たことを聞きつけ、確かく認にんしに来たような……。


　でも……俺の推測が正しければ、かなりまずい状じよう況きようなんじゃないのか？


　わざわざ、サイードのプライベートな屋敷──しかも、これまで一度も客が来たことのないような──に、サイードがいない時間を狙ねらって訪おとずれたのだとしたら、好意的な感情を持っての行こう為いだとは思えない。


　もしも、サイードの弱味を握にぎりたいと思ってのことだったら？


「────」


　俺は、頭に浮かんだ考えに血の気が引いていった。


　サイードとの関係が公おおやけになったら、この国では確実に手が後ろに回ってしまう。


　ジブリールにも男遊びをしているという噂うわさがあるが、それは周囲が見て見ぬふりをしているか、確固たる証しよう拠こがないために罰ばつせられることがないのだろう。


　しかし、同じ王族であるジブリールが告発しようものなら、サイードがいくら王位継承権のある王子だとしても罪に問われかねない。


　こうして、わざわざ自ら足を運んでいるところを見ると、自分のしていることは足がつかないように手を回しているに違いない。


　もしも、ここで俺がジブリールの機き嫌げんを損そこねでもしたら、どうなることか。


　何とかして、誤ご魔ま化かさなくちゃ……。


　内心で危機感を募つのらせていると、俺の顔を見ていたジブリールはさらに心臓に悪いことを云ってくる。


『おや？　君とはどこかで……』


『……!!』


『私と会ったことがないか？　君みたいな子だったら、一度話したら忘れたりしないんだが』


『気のせいでしょう。アジア系の顔は似て見えるものですから』


　パーティーで顔を合わせていることを思い出しませんようにと祈いのりながら、何気なく顔を逸そらす。


　俺が暁石油開発の人間だと知ったら、すぐに広岡に接せつ触しよくするに違ちがいない。ジブリールに取り入りたい広岡は、俺をどんな目的のためにサイードの許もとにやったかということをペラペラと喋しやべってしまうだろう。


　いくらサイードが表向きの理由を告げていたとしても、あの人は自分の有利になるほうを選ぶはずだ。


『そうかな？　今日が初対面だとしても、君は私好みの容姿をしている。サイードには、もう抱かれたのかい？』


『私はサイード様に家庭教師として呼ばれただけです。勉強熱心な方のようですので』


　きっぱりと否定したけれど、ジブリールは俺の云うことなど端はなから信じる気はないらしく、喉のどの奥でくつくつと笑う。


『隠さなくてもいいだろう。この屋敷に呼ぶくらいなのだから、余よ程ほど執しゆう心しんしてると見たが？』


『おっしゃっている意味がわかりません』


『白を切り通すか。───まあいい。サイードに飽あきたら、私のところに来るといい。あいつ以上に可愛がってやろう』


　するりと腰を撫なでられ、全身に鳥とり肌はだが立った。


『……っ、やめて下さい……』


『ん？　私は君と仲よくしたいだけだよ』


　ジブリールはしゃあしゃあと云い放ちながら、抵てい抗こうできない俺の体を無ぶ遠えん慮りよにまさぐってくる。傍そばに寄られると、キツい体たい臭しゆうが鼻び孔こうを掠かすめ、不快感が込み上げてきた。


　吐はき気までもよおしてきたけれど、相手は王子だと自分に云い聞かせ、尻しりや足を撫でられる感触を堪たえ忍しのぶ。


　ぎゅっと目を瞑つぶり、唇くちびるを嚙かみしめていると生なま臭ぐさい息が頰ほおに触ふれた。


「……っ」


　力任せに顎を摑つかまれ、顔の向きを変えさせられる。下手に抵抗するわけにもいかず、キスくらいは甘んじなければならないだろうかと覚かく悟ごを決めたそのとき───。


「八尋！」


「サイード…!?」


『貴様…ッ！　どうやって、この屋敷に入った!?』


　サイードは殺気立った表情でジブリールに詰つめ寄り、彼の襟えり首くびを摑み上げた。


　不快な接触がなくなり、ほっとする。サイードの顔を見た途と端たん、気持ちが張り詰めていたことに気がついた。自覚している以上に、嫌悪を感じていたらしい。


『入り口から入らせてもらったが？　従兄弟いとこどのを訪ねて何が悪い』


　俺から引き離はなされ、本ほん棚だなに押しつけられたジブリールは、悪びれもせずにそう返す。


　むしろ、冷静さを失ったサイードを面おも白しろがっているかのようだ。


『この屋敷は私のプライベートなものだ。勝手に入らないでもらいたい』


　サイードに凄すごまれ、たじろいだ様子を見せたジブリールだったが、それで引き下がるような真似まねはしなかった。


『そ、それは申し訳なかったね。誰にも止められなかったものだから、歓かん迎げいしてくれるのかと思ったよ』


　歓迎とはよく云いったものだ。警備の人間が止められなかったのは、ジブリールが王族だからだろう。いくら、サイードから誰も入れるなと命じられていても、王族であるジブリールに押し切られれば通さざるを得ない。


『いったい、何の用だ？』


　サイードはさっさと帰れと云わんばかりに、冷たく云い放つ。しかし、ジブリールはよくぞ訊きいてくれたといった様子で、嬉うれしそうに答えた。


『君が可愛らしいペットを手に入れたと聞いたから、見せてもらいに来たんだよ。さすがはサイードだな、こんなに綺麗な子を手に入れるなんて。どこで見み繕つくろってきたんだ？』


「……ッ!!」


　ジブリールの言葉は、俺の胸に突つき刺ささった。


　ペット……やっぱり俺は、それらの代わりでしかないんだろうか……。


　サイードはどう答えるかと恐おそる恐る窺うかがってみたけれど、眉み間けんに深い皺しわを刻んだまま黙だまりこくっていた。


『しかし、宮殿のハレムも使える立場になったというのに、傍に置くのはペット一人きりか。相変わらず、華はなのない生活だな』


『誤解しているようだが、八尋は私の客人だ。次に侮ぶ辱じよくする言葉を口にしたときは、それ相応の対応をさせてもらう』


　サイードは摑んだままの襟首をさらに持ち上げ、怒ど気きをはらんだ声で忠告する。


　ジブリールが自分の屋敷に勝手に入ったことに対して腹を立てているものとばかり思っていたけれど、いまの言葉を聞く限り、それだけではないようだ。


　───もしかして、俺のために怒おこってるのか？


『ま、まあ、そう怒るなよ。今日のところは遠えん慮りよしとくとしようか。次は土産みやげでも持って来てやるよ』


『ハキム。こいつを放ほうり出して来い』


　サイードはジブリールの言葉を無視し、突き飛ばすようにして襟首を放す。一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きが、とりあえずは緩ゆるんだことでほっとした。


　しかし、ジブリールはさらなる火種を落としていく。


『それじゃあ、また今度改めて』


　ジブリールは素す早ばやく俺の手を取ると、その甲こうにキスをしてきた。その瞬しゆん間かん、サイードは呪のろい殺さんばかりの表情で殴なぐりかかろうとする。


『貴様…ッ!!』


『ひ…っ』


「サイード…！」


　俺は反射的にサイードの背中にしがみつき、短たん剣けんを引き抜ぬこうとするのを引き止めた。まさか、俺に止められるとは思っていなかったサイードは驚おどろいた様子で俺の名を呟つぶやいた。


「八尋…？」


「ダメです!!」


　ハキムに視線を送り、早く行くようにと訴うつたえる。


『ジブリール様、お帰りはこちらです』


『あ、ああ』


　口元を引き攣つらせたジブリールは、ハキムに急せかされるまま、逃にげるようにして書庫を出て行った。


　ぱたん、と扉とびらが閉まったあとも、サイードは殺気を全身に漲みなぎらせている。静かな室内には、異様に張り詰めた空気が漂ただよっていた。


「……何故なぜ止めた？」


　静かな口調だけれど、押し殺した怒りが滲にじんでいる。迫はく力りよくに気け圧おされながらも、俺はサイードの背中から離れようとはしなかった。いま放したら、ジブリールを追いかけていって殺しかねない───そんな雰囲気を感じて。


「落ち着いて下さい。先に暴力を振ふるったら、こちらに非ができてしまいます」


「────」


「あなたがわざわざ手を下すほどの相手じゃないでしょう？」


　ああいった類たぐいの人間は少々頭は悪くても、狡こう猾かつさだけは長たけていたりする。


　サイードの足あし下もとを掬すくおうと思っているとしたら、どんな些さ細さいなことでも大おお袈げ裟さにして非難してくるに違いない。


　必死にしがみついていると、やがて小さく吐き捨てるような言葉が聞こえ、サイードの体からふっと力が抜けた。


「……わかった」


　まるで拗すねた子供のような返事で、不ふ謹きん慎しんにも笑いそうになってしまう。


　ふとそのとき、自分がいつまでもサイードの背中にしがみついていることを思い出した。


「あっ…すみません……っ」


　ぱっと手を放し、後あと退ずさる。しかし、方向転てん換かんをしたサイードに正面から抱だきしめられてしまった。


「サ、サイード…？」


「───肝きもを潰つぶした」


「え？」


「あいつに迫せまられているお前を見たときは生きた心ここ地ちがしなかった」


　心配、してくれたんだ……。


　その事実が、じんわりと俺の胸を熱くする。ぎゅっと抱きしめてくるサイードは、まるで大きな子供のようだ。


　おずおずとその背中に腕うでを回すと、一瞬大きな体が強こわ張ばったあと、さらに強く搔かき抱いだかれた。腕の強さに息苦しさを覚えたけれど、顔が埋うまった胸から伝わる力強い鼓こ動どうは俺を安心させてくれる。


　本当によかった、戻もどってきてくれて……。サイードが戻ってきてくれたからこそ、あれ以上のことをされずにすんだのだ。


　耐たえきる覚悟は決めたけれど、本当は嫌いやで嫌でたまらなかった。


　日本にいたときは、あの程度のセクハラなんて何とも思わなかったのに、俺はどうしてしまったんだろう？


「───八尋」


「はい？」


「訊き忘れていたんだが……あいつには何もされなかっただろうな？」


「……っ」


　何も考えずに返事をした俺は、続くサイードの言葉に息を呑のむ。念のためにと確かく認にんしてきたのだろう問いに、思わずたじろいでしまった。


　距きよ離りを置いていれば『もちろん』と涼すずしい顔で云えただろうが、こうして腕の中にいては微かすかな動どう揺ようも伝わってしまう。


「何をされたんだ!?」


　サイードは俺の両りよう肩かたを摑つかんで引き離すと、血相を変えて俺の顔を見つめてくる。


「あ…えっと……別に、そんな大したことは……」


「何をされたんだ？」


「ちょ、ちょっと触さわられただけで───」


　躊躇ためらいがちに告げた瞬間、サイードは激げつ昂こうした。


「どうして抵てい抗こうしなかったんだ!?」


「それは、その……」


　どう説明したらいいんだろう？


　怖こわい顔で詰め寄られ、パニックに陥おちいってしまう。信じて欲しい。だけど、何と云えば上手うまく伝わるのかわからない。


「あいつも鉱区の責任者だからか？　それとも、抱いてくれる男なら誰だれでもいいのか？」


「ちがっ…」


　サイードの質問に、必死に首を横に振る。ジブリールが油田の第二鉱区の責任者であることは、すっかり二の次になっていた。


　俺はただ、騒さわぎ立ててジブリールを怒おこらせてしまったときのことを心配して、嫌けん悪お感に耐えていただけだ。


　決して、自ら望んでいたわけではないし、鉱区のために我が慢まんしていたわけでもない───上手く言葉を継つぐことができなかったけれど、必死に自分の気持ちを口にした。


「俺はただ、サイードの迷めい惑わくにならないようにって…っ」


「もういい、わかった」


「俺は───」


　頭が混乱し、自分でも何を云いっているかわからなくなってきた。


　サイードに誤解されたままなのは嫌だ。そんな気持ちで喋しやべっていたけれど、余計なことまで云ってしまったような気がしないでもない。


「私のことを考えてくれていたんだな」


「あ、それは、ええと……騒ぎになったら、俺も困るし……」


　もごもごと口を濁にごすけれど、これじゃサイードの言葉を肯こう定ていしているようなもんじゃないか。


　だいたい、どうして俺はこんなにサイードに肩入れしてるんだ？　いくらよくしてくれているとしても、鉱区を盾たてに取られて云うことを聞かされている相手なのに……。


　思いつくままに云い訳を告げているうちに何だか気き恥はずかしくなってきてしまい、どんどん語ご尾びが小さくなっていく。


「不快な思いをさせて悪かった」


「別にサイードが悪いわけじゃ……」


　むしろ、戻ってきてくれて助かったくらいだ。


「いいや、私の責任だ。屋や敷しきの警備はさらに厳重にしておく。警備の者にも、キツく云い含ふくめておこう」


　俺に対しての誤解は解いてくれたらしいが、ジブリールに対しては相も変わらず憤ふん懣まんやるかたないといった様子だ。


　……でも、どうしてサイードは戻ってきたんだろう？


　約束があるからと云って出かけたはずだが、忘れ物でもあったんだろうか。


　気になって訊たずねてみると、その答えは明快だった。


「途と中ちゆう、あいつの車とすれ違ちがったんだ。この屋敷の方向へ向かっていったから、まさかとは思ったが心配になって引き返してきた」


「仕事は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　もしかしなくても、いま相手を待たせているのではないだろうか。だとしたら、こんなところで悠ゆう長ちようにしている暇ひまはないはずだ。


　しかし、サイードは抱きしめた俺をいつまで経たっても放そうとしない。


「今日は断りの連れん絡らくを入れた。会社にも休みを取るよう、伝えてある。今日は公務もないから、一日時間ができたことになるな。まあ、たまにはこんな日もいいだろう」


「えっ……そんなことしていいんですか!?」


　投資会社の代表をしている人物が、そんなに簡単に休みを取って大丈夫なのか？


「体調が勝すぐれないことになっている。会社のほうは、優ゆう秀しゆうな秘書がどうにかしてくれるはずだ」


　まるで、学生の使う仮病だ。あまりに堂々とした態度で云われ、おかしくなって小さく噴ふき出してしまった。


「あなたもずる休みをすることがあるんですね」


「仕事を休むことをずる休みと云うのか？」


「休む理由もないのに休みを取ることを云うんですよ」


　真顔で問い返してくるサイードに言葉の意味を教えると、自信満々に告げられた。


「理由ならある。八尋と一いつ緒しよに過ごすという大事な用事がな」


「何云って……」


　クサイ台詞せりふもサイードが口にすると、怖いくらい様になってしまう。


　くすくすと笑っていると、不思議そうに訊ねられた。


「何がおかしいんだ？」


「内ない緒しよです」


「言葉の使い方におかしいところでもあったか？」


「いえ、少しも」


　サイードの日本語なら、日本人のそれよりも流りゆう暢ちようなくらいだ。眼めを瞑つぶって聞けば、日本人が喋ってるようにしか思えない。


「じゃあ、いったい何なんだ」


「あなたにもわからないことがあるんですね」


「当たり前だろう。わからないことだらけだ。例えば───八尋がいま、何を考えているのかなんて、少しもわからない」


　サイードの困った様子がおかしくて、思わず口元を綻ほころばせてしまった。


「……あなたのことですよ」


「ん？」


「出で逢あってからずっと、あなたのことばかり考えてます」


　素す直なおにそう告げると、胸の閊つかえが降りた気がした。サイードは微かに目を見開き、しばし動きを止めた。


「───それは本当のことか？」


「噓うそをついてどうするんですか。こんなふうに閉じ込められてるんだから、仕方ないでしょう？」


　それだけが理由ではないけれど、全すべて話す必要もないだろう。わざと詰なじるように告げると、サイードは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。


「まあ、それはそうだな……」


　翻ほん弄ろうされっぱなしだった俺は、サイードを少し動揺させることができたことに内心で喜んだ。この人のこんな顔、なかなか見られるものではないだろう。


　───いまなら云える気がする。


　そう思って、一度静かに深呼吸した。さっきは口にできなかった言葉は、思っていたよりも簡単に音になる。


「ありがとうございました」


「何がだ？」


「さっき、云いそびれていたので。……あなたの顔を見たとき、正直ほっとしました。本当は気持ち悪くてたまらなかったんです」


　人の体たい臭しゆうがあんなに気持ち悪かったのは初めてだった。


　あのとき、覚かく悟ごは決めていたけれど、だからといってジブリールを受け入れたわけではない。


「八尋───お前は私を煽あおっているのか？」


　すると、サイードは再び苦い表情になり、深いため息をついた。


「え？　別にそんなつもりじゃ……」


「あの男に触ふれられるのは不快だったんだろう？」


「え、ええ」


「それなら、私はどうなんだ？　私もお前に望まぬ行こう為いを強しいたことには変わりがない」


「そ、それは……あなたが一番よく知ってらっしゃるんじゃないですか…？」


　人を散々泣かせたのは、どこの誰だ。


　不快に思っていて、あんな反応をする人間がいるかと問い詰つめてやりたかったけれど、墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうなので口を噤つぐむ。


「はっきり云いってくれないと、都合よく受け取ってしまうぞ」


「好きにすればいいでしょう」


　勝手にしろと突つき放すと、サイードは口の端はしで小さく笑った。


「そうか。では、その言葉に甘えさせてもらうとしよう」


　とん、と肩かたを突かれ、バランスを崩くずす。よろめいた体は窓の横の壁かべに受け止められた。


　何が起こったのかと現状を把は握あくできずにいると、目の前が急に陰かげり、唇くちびるに温かいものが触れた。啄ついばむだけで離れていったそれは、俺に甘く囁ささやきかけてくる。


「困ったことに、いますぐお前が欲しくなってしまった」


「は？」


「好きにしていいんだったな？」


「俺はそんな意味で云ったんじゃ…っ」


「日本では〝男に二言はない〟と云うんじゃないのか？」


「なっ……」


　そんな知識をこんなときに披ひ露ろうしないでいい！


　しかし、睨にらむ目線で訴うつたえたところでサイードが意に介かいそうはずもない。俺のほうはというと、体を辿たどるサイードの指先の感かん触しよくに四し肢しの自由を奪うばわれていた。


「ちょっ……や……っ」


　ジーンズ越ごしに中心に触れられ、両足を強こわ張ばらせる。存在を象かたどるかのようになぞられただけで、そこは力を漲みなぎらせていった。


「あっ……こんなとこで、何して……っ」


「場所など関係ない。ここは私の屋敷なんだからな」


「でも、んん…っ、あっ……」


　壁に爪つめを立て、与あたえられる刺し激げきを堪たえ忍しのぶ。サイードの指は信じられないくらいに、俺から快感を引き出していく。


　汗あせを搔かくほどの室温ではないはずなのに、首筋が汗ばんできた。


「本当に感じやすいな、八尋は」


「ンっ……あ、待っ……」


　ホックを弾はじかれ、ファスナーを引き下ろされて緩ゆるんだウエストにサイードの手が差し込まれる。下着の上から揉もみしだかれているうちに、俺の欲望はこれ以上ないほどに張り詰めた。


「もうこんなか？」


「……っ！」


　揶や揄ゆの言葉に、かぁっと顔が熱くなる。


　布地を押し上げる先せん端たんを弄いじられると、じわりと体液が滲にじみ、ぬるぬるとした感触がするようになった。


「っあ！」


　指先一つで下げられた下着の中から、すでに濡ぬれた欲望を取り出される。絡からみついた長い指に擦こすられると、喉のどから上擦った声が上がった。


「あ…ぁ、やっ……あ、あぁ…っ」


　思う存分抱だいて、俺の体を知り尽つくしたサイードは、容よう赦しやなく感じやすいところばかりを責めてくる。根本の膨ふくらみを手の平で揉まれ、潤うるんだ先端を指の腹で擦られると下腹部の疼うずきが酷ひどくなり、焦しよう燥そう感が増していく。


「ひぁ…っ、あ、ぅん…っ」


　だんだんと濡れた音が大きくなるにつれ、ぼうっと頭の中が熱くなっていき、俺の呼吸も荒あらくなっていった。


「や…サイード、やめ……っ」


「いま止やめたら、お前が辛つらいだろう」


「んんっ、でも、もう……あぁ…っ」


　このままでは、また一人で先に達してしまう。一方的に高められるのは、もう嫌いやだ。


　だけど、サイードは愛あい撫ぶの手を休めることなく、俺を追い詰める。


「我が慢まんするな」


「だって…一人じゃ、や…っ、あ…っ、あっ……！」


　結局、あっという間に絶頂を迎むかえ、サイードの手の中にびくびくと欲望を吐はき出してしまった。そんな堪こらえ性しようのない自分の体に呆あきれてしまう。


　やりたい盛さかりの高校生ではないのだから、こんなに呆あつ気けないのはどうなんだ。いつもはこんなじゃないのに、サイードが相手だと何故なぜか俺の体は敏びん感かんになってしまうらしい。


　それに、嫌だと云ったのに止めてくれなかったサイードも恨うらめしく思う。


　狼狽うろたえる俺を見て、楽しんでるんじゃないだろうな……。


「やだって云ったのに……」


　まるで、子供のような文句を云いながらジロリと睨んだら、宥なだめるような小さなキスを唇の端はしにされた。


「私もそう長くは堪えていられないんだよ」


　全てを云い終わる前に、サイードは俺の腰こしを強く引き寄せてくる。わかるだろう？　と囁かれ、太ふと腿ももに押しつけられたものに俺は返す言葉がなかった。


　サイードの欲望はすでに力強く猛たけり、言葉よりも雄ゆう弁べんに切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようを教えてくる。その圧あつ倒とう的な質量に息を呑のんでいると、足の間に何かぬるりとしたものを塗ぬりつけられた。


「……っ!?」


　そこに塗りつけられたのが、吐き出したばかりの自分の体液だと気づいたのはしばらく経たってからのことだ。


　サイードはその滑ぬめりを使って、指を後ろの窄つぼまりに沈しずみ込ませる。何の抵てい抗こうもなく飲み込んだのは、昨日あれだけ抱かれていたせいだろう。


「力を抜ぬくんだ」


「んっ…う……んん」


　サイードの云うように力を抜こうとするけれど、どうしても上手うまくいかない。意識すればするほど、入り込んだ指を締しめつけてしまう。


　だが、入り口を揉み解ほぐされ、浅いところをゆるゆると抜き差しされているうちに、サイードの指は少しずつ奥に進んでいった。


「あ…ん、ぁ…あ……っ」


　体の中で指を回すように動かされ、内ない壁へきが押し広げられる。少しずつ和やわらいできたそこは、サイードの指をさらに深く飲み込もうとした。


　内壁を擦られると、ぞわぞわとした感覚がそこから這はい上がってくる。昨日、克こく明めいに快感を刻まれた体はすぐに甘く蕩とろけ、ひくつく粘ねん膜まくは体内を搔き回す指に絡みついた。


「あっ、あ、あ、あっ……」


　鋭えい敏びんになったそこは、指の形やその動きを目に見えているかのようにリアルに伝えてくる。


　くちゅくちゅと体内を搔き混ぜられる音は、俺の熱を煽あおり、体の奥で脈打つ疼きを酷くした。


「はっ…あ、あっ……も、欲し…っ」


「まだ狭せまい。もう少し我慢しろ」


「あぅ…っ、んん、あっ、あ……っ」


　まだ充じゆう分ぶんではないと指の動きを大きくされる。何本かに増やされた指の関節が入り口を通過していくたびに、びくびくと腿の内側が痙けい攣れんした。


「おねが…っ、サイードの、入れて……っ」


　高まる欲求は、俺の頭から羞しゆう恥ちや理性を吹ふき飛ばしてしまっていた。サイードの肩口に顔を埋うずめながら訴えると、体内を搔き回していた指が引き抜かれた。


「…っん！」


　サイードに指示されるまま、慌あわただしくジーンズを蹴けり落として靴くつを脱ぬぐと両足を左右に広げるように持ち上げられ、体が浮うき上がる。


「ぅわっ」


　次の瞬しゆん間かん、いままで丹たん念ねんに解されていた場所に熱いものが触れた。息を呑むのと同時に、そこへ猛った熱を突き入れられた。


「ああぁ…ッ!!」


　自らの体重も手伝い、俺はあっという間にその全すべてを体の中に飲み込んでしまう。深い場所で繫つながり合った体は、充足感を覚えていた。


「全部入ったな」


「…すごい…熱い……」


　入り込んだサイードの分身はどくどくと脈打ち、俺の中を隙すき間まなく満たしてくれる。火傷やけどしてしまいそうな熱さに打ち震ふるえながら、俺の内壁は埋め込まれた楔くさびを締めつけた。


「お前も熱いよ。溶とかされてしまいそうだ」


　どちらからともなく視線が絡み、引き寄せられるようにキスをする。


　唇くちびるを開いて誘さそうと、熱い舌が口こう腔こうに入り込んできた。


「んぅ…っ」


　口こう蓋がいを舐なめられ、舌を乱暴に嬲なぶられ、絡め取られる。ぬるりとしたものが蠢うごめく感触は、まるで何かの生き物のようだ。


　強く吸い上げられる舌先はジンと痺しびれ、口の中に唾だ液えきが溢あふれた。自分からも舌を絡めると、ざらりとした感触がして気持ちいい。


「んっ、んん、ふ……っ」


　角度を変えながら、お互たがいの唇を貪むさぼり合う。俺は夢中になってサイードの首にしがみつき、口づけをさらに深くしていった。


　キスを交かわしながら与あたえられる緩やかな振しん動どうは、繫がった場所を蕩けさせる。俺はそこから生じる快感を求め、自らも腰を擦りつけるように動かした。


「んぁ…っ、ん、ンぅ…っ」


　こんなふうに、快楽に溺おぼれさせられる日が来るとは思ってもいなかった。


　どんなことをされても理性の飛ぶことのなかった自分は、きっとそういうふうにできているものだと思い込んでいた。


　人ひと肌はだの温ぬくもりの心ここ地ちよささえあればいいと思っていたのに、こんな感覚を教えられてしまってどうしたらいいんだ。サイードとのこの生活は、取り引きでしかないというのに……。


　そんな不安に気を取られていると、口づけをしていた唇が解かれる。


「あっ……や、もっと……っ」


　離はなれようとする唇を追いかけ、まだ足りないとねだったら、くすりと小さく笑われた。


「そんなにしがみつかれると、動けないだろう」


　苦く笑しよう混じりに云いわれたけれど、この不安定な体勢で手を離したらと思うと少し怖こわい。


　結局、身じろぎ一つできずにいると、仕方ないと耳元で笑う気配がし、そのままの体勢でぐっと強く腰を押し込まれた。


「ぁあ…っ」


　びくりと体が跳はね上がり、サイードと俺との間に少しだけ隙間ができる。サイードはそれを見み逃のがさず、激しい律動を送り込んできた。


「ああっ、あっ、あっ」


　ただでさえ危あやうい体勢だというのに、そんなふうに突つき上げられると、体がぐずぐずと崩くずれていってしまいそうだ。


「んっ！　そこ…っ、あぁあ…っ」


　深い場所をぐりぐりと擦こすられると、体の中を電流のようなものが突き抜ける。腰の動きに押し出されるようにして上がる俺の声は、自分のものとは思えないほど甘ったるい。


「は…っ、あ…あ…っ、ぁあっ」


　ガクガクと激しく揺ゆさぶられ、上手く息も継つげない。擦れる内壁が引き攣つるような痛みを感じる。


「八尋、力を抜け。できるだろう？」


「んぁ…っ、あぁっ、できな…っ、あぅ」


「ここを緩ゆるめるんだ」


「やぁ…っ！」


　膝ひざ裏うらを抱かかえられ、壁かべに押しつけられた状態で腰を回すように動かされる。絡からみつく粘膜は擦れ合う感かん触しよくにひくひくと震えた。


　飛びそうになる意識の中、俺はサイードの云うように欲望をくわえ込んだ場所を緩めるよう努力する。


「ん…んく……、やっ…ぁああ…ッ！」


　力を抜き、締めつけを緩めた瞬間、昂たかぶりをずるりと引き抜かれ、ギリギリのところでまた最さい奥おうまで押し込まれる。その激しい摩ま擦さつに、いっそう高い嬌きよう声せいが上がった。蕩けた体は、繫がり合った境界がわからないくらいだ。


「あっあっ、あぁあ…っ」


　迫せり上がってくる感覚に、零こぼれる声に啜すすり泣くような色が混じる。押し寄せてくる快感の波は、細さい胞ぼうの一つ一つまでを震わせた。


　繰くり返される抽ちゆう挿そうに高まる熱の遣やり場がなくなり、その苦しさにかぶりを振ふる。


「あっ、あっ、サイード…っ、ぁあ…っ」


　ひたすら与え続けられる快感に頭の中が白く霞かすんでいく。淫みだらな行こう為いはいつまでも終わることなく、俺はただ喘あえぎ続けることしかできなかった。











　書庫で足あし腰こしが立たない状態にされた俺は、サイードの寝しん室しつまで抱だいて運んでもらってしまった。もしや、昨日もああやって運ばれたんだろうか……。


　と云うか、ハキムがいつ戻もどってくるかわからないような場所で淫らな行為に耽ふけってしまうなんて、考えなしにもほどがある。


　その上、ベッドでもイタズラをされ、あっさりと火がついてしまった体は再三の交わりを受け入れてしまった。


　何も考えられなくなるくらいめちゃめちゃにされ、いまはもう気け怠だるさに指一本動かすのも嫌いやだ。一方のサイードは、あんなに激しい運動をしたあとだというのに涼すずしい顔をして、俺の髪かみを手て慰なぐさみに梳すいている。


　ぼんやりとしたまま見上げる顔は、やっぱり見み蕩とれてしまうくらいに美形だ。自分と同じ人間とは思えない。


　伏ふし目がちな切れ長の瞳ひとみを縁ふち取どる睫まつげは、意外に長い。瑠る璃り色いろの瞳も本当に綺き麗れいだ。宝石のように美しい色をしているのに、どうして疎うとましく思える人がいるんだろう？


「私の顔に何かついているか？」


「え？　あっ、いや別に……っ」


　サイードの顔に見蕩れていただなんて云うわけにもいかず、慌てて取り繕つくろう。


「だが、いま見ていただろう」


「それはその、瞳が青いんだなって…っ」


「気になるか、この瞳の色が」


「あ───」


　どこか淋さびしそうに笑うサイードに、選ぶ言葉を間ま違ちがえてしまったことに気がついた。


　───シャリム様は、青い瞳に西洋人寄りの顔立ちのサイード様を疎まれまして……。


　脳のう裏りに浮かんだハキムの言葉が、俺を後こう悔かいのどん底に突き落とす。


　どうしよう、フォローしたほうがいいよな？


　でも、どうやって？


　散々悩なやんだ末、誤ご魔ま化かそうとしたことを正直に話すことにした。本当は知られたくなかったけど、仕方ない。


「気になるって云うか、綺麗だからつい見蕩れてしまったんです」


　もごもごと歯切れ悪く告げると、真面まじ目めな顔で問い返された。


「お前はこの瞳の色をおかしいと思わないのか？」


「思いませんよ。こんなに綺麗なのに。瑠璃色で、何か宝石みたいじゃないですか」


　やはり、サイードにはこの瞳の色がコンプレックスになっているんだろうか？


　島国で閉とざされた環かん境きようにいるからと云って、瞳が青いだけでサイードを異い端たん扱あつかいしたやつらにムカムカと腹が立ってくる。


「るりいろ？」


「深い青のことをそう云うんです。瑠璃って云う宝石の色で……英語だと何て云うんだろう？　だから、別に気にする必要なんてないと思いますけど……」


「ハキムから何か聞いたか？」


「……っ！」


　サイードの言葉に、自分が口を滑すべらせてしまったことに気がついた。


　しまったと思ってももう遅おそく、はっとした俺の顔にサイードは確信を持ってしまった。


「あのお喋しやべりめ……」


「俺が無む理り矢や理り教えてもらったんです！　彼は悪くありません！」


　自分のせいで、彼が罰ばつせられるのは望むところではない。せめて、怒いかりの矛ほこ先さきを自分に向けさせようと事情を説明する。


「どうしてそんなことを訊きこうと思ったんだ？」


「それは……俺が、あなたのことをもっと知りたいと思ったからです」


　そう云うと、サイードの眉み間けんに刻まれていた皺しわが薄うすくなった。


「だったら、直接私に訊けばいいだろう？」


「訊いてもいいんですか？」


「ああ、私に答えられることならな」


「じゃあ、一つ訊いてもいいですか？」


　安やす請うけ合いするサイードに恐おそる恐る伺うかがいを立てる。


「何だ？」


「あの……どうして、ジブリール殿でん下かとはそんなに仲が悪いんですか？」


「いきなり、そう来るか。そうだな…彼とは考え方が相あい容いれない。───それだけだ」


「…………」


「他ほかに質問はあるか？」


　平然とした顔で次の問いを催さい促そくしてきたけれど、サイードにしては歯切れが悪かった。何か知られたくないようなことでもあるのだろうか？


　もしかしたら、さっきハキムが話していたことが関係しているのかもしれない。


　先代のシャリム国王の孫であるジブリールなら、考え方にも影えい響きようを受けている可能性が大きく、先代と同じようにサイードを疎むような感情を抱いていてもおかしくない。


　その上、その疎んじている相手が自分よりも才能に長たけていたら、憎にくらしく思う気持ちも出てくるだろう。


　サイードだって、一方的に敵視されれば不ふ愉ゆ快かいな気持ちになるはずだ。自分を虐しいたげる親族を見返そうと必死に勉強してるくらいなのだから、心を許すわけがない。


「いいか？　何があろうと、あいつにだけは近づくなよ」


「────」


　サイードがジブリールを快く思っていないことはよくわかった。


　だけど、俺のことはどう思っているんだろう？


　ここまでして手元に置いておきたがるのは、好意なのか所有欲なのか───。


　ただ確かなのは、俺のこの体を気に入ったようだということだけだ。ペットではないとは云いってくれたけれど、だとしたらいったい何なんだろう……。


　自分でも表現しようのない感情に突き動かされた俺は、半ば無意識に唇くちびるを動かしていた。


「……さっき」


「ん？」


「さっき、彼が云っていましたけど、ハレムを使っていないと云うのは本当なんですか？」


　それはジブリールの発言の中で、もう一つ気になっていたことだ。


　本当はこんなこと訊こうだなんて思っていなかったけれど、サイードの気持ちを少しでも探さぐれたらと思ったのだ。


「あんなものは必要ない。それに、いまはお前がいる」


　面めん倒どう臭くさそうな口調で云われた答えの真意がわからない。


「必要ないって……あなたには、跡あと継つぎが必要なんじゃないんですか？」


「子供は作らない、昔からそう決めている。お前は何故なぜ、そんなことが気になる？」


「……いえ……」


　逆に訊たずねられ、口くち籠ごもってしまう。リドワーンの成人している直系の王族は、ハレムを持つのが慣習になっていると聞いたことがある。つまり、それを使っていないということは、婚こん姻いん関係を結んでいる相手がいないということだ。


　一夫多妻制の婚姻制度のこの国では男性の初婚は二十歳はたち前後がとくに多いらしい。けれど、サイードの返答から察すると、そういった女性はいないのだろう。


　───いまはお前がいる。


　それはやはり、サイードにはこの体だけあればいいということなのだろうか。好きなときに好きなだけ都合よく抱ける体が。俺のように男が相手なら、子供ができる心配はしなくていい。


　そう考えた瞬しゆん間かん、ズキリと心臓が痛くなった。それと同時に不可解な苦い気持ちを抱かかえ、困こん惑わくする。


「…………」


　もしかして俺、いま落ち込んでるのか…？


　平然とした顔を取り繕おうとしたけれど、上手うまくいかない。俺はサイードにいまにも泣き出してしまいそうな沈しずんだ表情を見せたくなくて、寝ね返がえりを打って背中を向けた。


「どうした？」


「何でもありません」


「それが何でもないという顔か」


「あ…っ」


　覆おおい被かぶさるようにして顔を覗のぞき込まれる。先王が疎んだという、サイードの瑠璃色の瞳は、俺の心まで見み透すかしてしまいそうだ。


　自分でもわからない、この不安定な気持ちの理由も、サイードなら簡単に解き明かしてしまうかもしれない。


「八尋」


「は…放して下さい……」


「何を考えている？」


「あなたには関係ありません…っ」


　苛いら立だちに思わず声を荒あららげてしまったけれど、サイードは穏おだやかな声で俺を追つい及きゆうしてくる。


「関係がないなら、どうして私の顔を見ない？」


「それは…っ」


　そんな訊き方、ずるい。


　歯を食いしばって耐たえていたのに、ツンと鼻の奥が痛んだかと思うと、じわりと瞳ひとみが熱くなった。潤うるんだ視界はぼやけ、瞳の端はしに映っていたサイードの顔も見えなくなる。


「見ないで…下さい…っ」


　両手で顔を隠かくす前に、眦まなじりに唇を押し当てられた。浮うかんだ涙なみだを吸い取られたのだと気づくまでには、しばらくかかった。


「……ッ」


　こんなときに優やさしくしないで欲しい。サイードに優しくされると、ますます惨みじめな気持ちになるだけだ。手て酷ひどく扱あつかわれたいわけではないけれど、不用意な優しさもときには辛つらくなるのかと胸が重くなる。


　……何を感傷的になってるんだ、俺は。


　これじゃ、まるでサイードのことを───。


　そんなことありえない。


　頭に思い浮かんだ可能性を、自ら否定する。


　俺は取り引きでここにいるんだぞ？　サイードに接しているうちに少なからず好感を持つようにはなったけれど、恋こいとか愛とかそういうものは決してありえない。


　サイードとの取り引きの間だけ、駆かけ引きを楽しめばいいじゃないか。


　早く割り切れと自分に云い聞かせ、どろどろとした感情を胸の奥に押し込める。


「八尋…？」


　サイードに、これ以上問いかけられたくなかった俺はその口をキスで塞ふさいでしまう。


　俺からの口づけに驚おどろいたようだったけれど、強く引き寄せると、サイードもそれに応こたえてくれた。熱く激しいキスとはうらはらに、俺の心は酷く軋きしむ。


　込み上げてくる切なさに気づかぬふりをしながら、俺は静かに目ま蓋ぶたを下ろしていった。




４







　サイードの毎日は、多た忙ぼうそのものだった。


　王族としての公務につけ加え、会社の代表としての仕事がある。その合間を縫ぬって自分との時間を作っているようだが、そのタフさには感心してしまう。今日もどこかの国の大使と昼食を取ることになっているのだと仕し度たくをしていた。


「今日もお帰りは夕刻ですか？」


　そう云いながら、腰こしに差す短たん剣けんを手て渡わたす。


「ああ、大使との昼食を終え次し第だい、すぐに帰ってきたいところなんだが、少しばかり厄やつ介かいな案件があってな」


「慌あわてなくても、俺はずっとここにいますけど」


「少しでも八尋と過ごす時間は多いほうがいい」


「もう……」


　真顔でそんなことを云われると困ってしまう。俺が気まぐれの好意を愛情と勘かん違ちがいしてしまったらどうするんだか。


「市内を視察する予定もあるから、市場で何か買ってこよう。何か食べたいものはあるか？」


「そんなことなさらないでいいですよ。あまり気を遣つかわないで下さい」


「つまらないな、お前は。もう少しわがままを云ってみたらどうだ」


　そう云われても、欲しいものなど思いつかないのだ。買い与あたえられるという行こう為いに慣れていないせいかもしれない。


　考えた末、何度も告げた言葉を口にする。


「でしたら、鉱区を下さい」


「まったく……。お前の頭にあるのは、そればかりだな。仕方ない、てきとうに見み繕つくろってこよう」


　頭あたま布ぬのを被り、仕度を終えたサイードについ見入ってしまう。


　屋や敷しきで寛くつろいでいるときのラフな格好もいいが、こうして正装を身に纏まとうサイードは目を奪うばわれるほどの凜り々りしさだ。


「どうした？」


「い、いえ」


「何を照れている。さては私に見み蕩とれていたな」


「そっ、そういうわけでは……」


　口先で否定しても顔には正直に出てしまっているだろう。まっすぐ見つめてくるサイードの前では、上手く表情を取り繕えないのだ。


「八尋のその格好も、よく似合っている」


「……ありがとうございます」


　自前の服も持ってきてもらったし、ファイサル家お抱えの仕立屋に服を仕立ててもらったりもしたけれど、このザンナと呼ばれるワンピース状の服に慣れてしまってからはこればかりを身に着けていた。


　外を出歩くとしたらまだ心こころ許もとない感じがするだろうけれど、屋敷の中で日中を過ごすぶんには涼すずしくていい。


『サイード様、お車の用意ができております』


『わかった、すぐ行く』


　サイードは扉とびらの向こうから聞こえてきたハキムの声に返事をし、日課になってしまった出かける前のキスをしてくる。


「……ん……」


「行ってくる」


　屋敷を出て行くサイードを見送ると、また一人で過ごす一日が始まった。


　サイードのいない日中は読書をしたりプールで泳いだり昼寝をしたりと、まるでリゾートにでもいるように過ごしていた。サイードがいる間や夜はその腕うでに抱だかれ、囁ささやかれ───何て自じ堕だ落らくな日々だろう。まるで、夢の中の出来事のようだ。


　こんな生活をしていたら、元の日常には戻もどれなくなってしまいそうだ。サイードの云いうように、自分から帰りたくないと云い出してしまいかねない。


　当初の目的を思い出せと自分に云い聞かせてみても、この現実感のない生活が感覚を鈍にぶらせているような気がする。


「はぁ……」


　俺が危き惧ぐしていることは、それだけではなかった。


　いつの間にか生まれたこの胸に渦うず巻まく不安定な感情が、いつになっても消えることはなく、いまも俺を悩なやませている。


　それにテレビもインターネットもない生活で、周囲の状じよう況きようが何もわからないことが心許なかった。せめて、会社に連れん絡らくができればいいのに。


『あの、ちょっといいですか？』


　使用人の少ない屋敷の中をてきぱきと片づけるハキムの邪じや魔まにならないよう、頃ころ合あいを見計らって声をかけてみた。


『はい？　何かご用ですか？』


『あの、ここって、インターネットができるＰＣとかないんですか？　電話を使わせてもらえれば一番いいんですけど』


　投資をやっているなら、常時接続しているものがあるだろうし、インターネットくらいは使えるのではなかろうか。


　そう思っての問いかけだったのだが、ハキムの答えはあまり芳かんばしいものではなかった。


『電話は休きゆう暇かの邪魔になると云って、引いておられないんです。ＰＣならありますが、それもサイード様のものですので、お伺うかがいしないと』


『殿でん下かはこの屋敷のものなら何でも使っていいとおっしゃっていたじゃないですか』


『ですが、ごく私的な部屋にあるものですから……』


『そうですよね、無理云ってすみません』


　あまり追及しても埒らちがあかないと思い、てきとうなところで退ひいてみせた。とりあえず、ＰＣがあることが確かく認にんできたのは収しゆう穫かくだ。


　別に悪用するわけではないのだし、こっそり使うぶんには大した問題はないだろう。


『いえ、他ほかに何かありましたらお申しつけ下さい』


『ええ、そうします』


　書庫に行くと云い置き、俺はその場を離はなれた。退たい屈くつを凌しのぐために書庫を使わせてもらっているのだが、先日のようなことがないよう、本を読んでいる間は中から施せ錠じようすることを約束に鍵かぎは俺が預かっているのだ。


　しかし、今日はいつものように書庫には向かわず、一人でサイードの個室を探すことにした。


「多分、あそこだと思うんだけど……」


　寝しん室しつの奥にひっそりと存在する小さな扉。いままで、そこが開かれたところを見たことがないが、きっとあそこがサイードのプライベートルームになっているのだろう。


　寝室に戻ると、寝ね乱みだれていた寝台は綺き麗れいに整えられ、新しいシーツで覆おおわれていた。静かに目的の扉に近づき、ドアノブに手をかけてみる。


「……やっぱ、鍵がかかってるか」


　でも、待てよ？


　書庫の鍵がついている束に、一つどこのものかわからない小さな鍵があったはずだ。


　ベルトに通していた束を外し、その鍵をキーホールに差し込んでみる。ドキドキしながら鍵を回すと、カチリと小さな音がした。


　やった！


　俺の予想は正しかったようだ。再びドアノブを回してみると、今度は簡単に扉が開いた。


「失礼します……」


　恐おそる恐る足を踏ふみ入れたサイードのプライベートルームは他の部屋とは違い、機能的なオフィスそのものだった。


　部屋の壁かべ一面にある棚たなにはところ狭せましとファイルが並び、デスクの上にはいくつかパソコンも置いてある。俺はその中の一台に近寄り、キーボードに触ふれてみた。


　ヴィン…と音を立てて起動した画面を見守っていた俺は、そこに表示されたウィンドウにガックリする。やはり、パスワードがないと使用できないようになっているらしい。


　諦あきらめるしかないか……。


　そう思いかけたそのとき、机の上に小さな写真立てがあることに気がついた。


「写真…？」


　こちらの国々では写真を撮とることはあまり日常的ではなく、とくに女性を撮ることはほとんどないはずだが、そこに写っているのは紛まぎれもなく女性だった。


　しかし、服装からしてこちらの人ではなさそうだ。写真立てを手に取って見てみた俺は驚おどろきに目を見張る。石造りの建物の前で笑え顔がおで写っているアジア人らしき女性は、俺にそっくりだったのだ。


「な…んで……？」


　これって、母さんじゃないのか？


　記き憶おくの中の彼女よりは幾いく分ぶん若いけれど、俺が見み間ま違ちがえるはずがない。それに、小さくてはっきりしないけれど、左手の薬指に塡はめられているのは、いま俺が首から下げている指輪と同じものではないだろうか？


「……っ」


　悪いとは思ったけれど、写真立ての後ろを外し、中から写真を取り出してみる。


　……やっぱり……。


　裏の端はしに手書きで記されていた『Ｓａｙｏｋｏ．Ｔ』という名前に確信を得た。母さんの旧きゆう姓せいは高たか遠とお小さ夜よ子こ───この色いろ褪あせた写真に写る人物は、まさしく若い頃ころの彼女だ。


　でも、どうして母さんの写真をサイードが持ってるんだ？　しかも、こんな大事そうに写真立てに入れて、自分一人で過ごす屋や敷しきに置いておくなんて……。


『八尋様、こちらにおいでだったんですか』


『……ッ!!』


　不意の呼びかけに、心臓が止まるかと思った。


　まるで、イタズラが見つかった小学生のようにじっとりと冷や汗あせが浮うかぶ。


『こんなところに入ったことをサイード様に知られたら、怒おこられますよ。内ない緒しよにしておきますから、ちゃんと元の通りにしておいて下さいね』


『う……すみません……』


　屋敷の中のものは好きに使っていいと云われていたけど、ここまで私的な部屋を物色されるとは思ってなかっただろう。この部屋に入ったことは、ハキムの云うようにサイードには知られないほうがいいのかもしれない。


『昼食の用意ができたので、いらっしゃいませんか？』


『あ、ありがとうございます……』


　にこりと微ほほ笑えむハキムにほっとしながら、急いで片づけようとした俺は手にしていた写真のことを思い出した。


　どうしよう、この写真のこと訊きいても大だい丈じよう夫ぶかな……。


　サイードに直接訊たずねるという手もあるが、そうするとここに入ったことがバレてしまう。せっかく、ハキムが黙だまっていてくれるというのに自ら暴ばく露ろするのも考え物だ。


　他に訊く相手がいるわけでもなし、俺は思いきってハキムに声をかけた。


『───あの…っ』


『はい？』


『ええと……あなたはこの写真のことを、何かご存じではないですか？』


　おずおずとハキムに写真を見せると、彼は一いつ瞬しゆん目を見張った。そして、しみじみとした様子で呟つぶやいた。


『……そんなところに置いてあったんですね、その写真』


『え？』


『それはサイード様が、小さい頃から大切にされていた写真ですよ』


『殿下はどうして俺の母の写真を持ってるんですか…？』


　そもそも、母とサイードの接点がわからない。俺と同年代のサイードは、母がこの写真に収まった頃にはまだ生まれていなかったはずだ。


『やはり、八尋様の母君でしたか。以前、ファハド様からいただいたとおっしゃってましたが、詳くわしいことは私もよく知らないんです』


『国王陛下から…？』


　ハキムの言葉に、俺はますます頭を抱かかえた。


　どうして、この母の写真を国王が持っていたんだ？


「あっ！」


　首を傾かしげた俺は、はたとあるヒントに気がついた。


　サイードのしていた指輪と俺の指輪が同じデザインだということが、何か関係しているんじゃないだろうか？


　この写真の背景は多分日本ではない。確か、母は学生の頃にイギリスに留学したことがあると云いっていたと思ったが、そのときに撮られたものだとしたら説明がつく。


　国王も昔、イギリス留学をしていたという話だから、そのときに出で逢あっていたとしてもおかしくはない。


　もしも、結けつ婚こんする前の母とファハドが恋こいに落ちていたとしたら───いや、それは考えすぎだろう。


　俺の顔は母に瓜うり二ふたつだけれど、母に似ていない部分……例えば、顎あごのラインだったり、背格好は父の血を受け継ついでるとしか思えない。


『あのパーティーの夜、写真の女性とそっくりな八尋様を見て、大層驚かれたようで……すぐに私に調べるよう申しつけられたんです』


『俺のことをですか…？』


『ええ。……と云っても、時間もありませんでしたからいまのあなたの家族構成くらいしかわかりませんでしたけど』


　サイードは写真に写った母と俺との接点を探したかったのだろうが、俺の家族の中に母の名前が見つからず、あてが外れたに違いない。


　だから、直接話をして事の真意を確かめたかったのだろう。もしかしたら、個室に俺を一人呼んだのは、そのことを話したかったからだったのかもしれない。


　それを広岡が下世話な誤解をし、俺も挑ちよう発はつするようなことを云ってしまったから、ろくな話もできないままあんなことになってしまったんだろう。


　───だとしても、俺を手元に置く理由は何なんだ。ジブリールから庇かばい、囲い込む理由…。


『殿でん下かはどうして、母…いえ、この写真の女性を気にかけてるんですか？』


『ずっと前に一度だけしか聞いたことがないので詳しくはわかりませんが、初恋のようなものだと云っていたと思います』


『！』


　……つまり、俺は母さんの身代わりなのか……。


　結局、サイードが必要としていたのは自分ではなく、この写真に写る母なのだ。


「つ…ッ」


　また、心臓が痛い。


　握にぎり潰つぶされるみたいに苦しくて、俺は思わず胸を手で押さえた。


『どうかしましたか？』


『大丈夫、何でもないです』


　小さく笑って見せながら、ショックを受けて傷ついている自分自身に気づかないふりをすることはもうできなかった。


　俺は、サイードのことが好きなんだ。


　あの人のことが───。


　だけど、彼の見ているのは俺じゃない。俺を通して母さんを見ているんだ。


『さあ、行きましょう。お食事が冷めてしまいますよ』


『そうですね』


　平静を装よそおって写真を元の通りに戻もどすと、ハキムのあとについて部屋を出た。そして、扉とびらにもきっちりと鍵かぎをかけ直す。


　いま見てしまったものを封ふう印いんするかのように……。











　午後はそれまでと同じように過ごした。サイードが休みのときに愛用しているというゆったりとしたカウチに寝ねそべりながら、本を読んでいたのだが、その内容はちっとも頭の中に入ってこない。


　その代わり、さっき気づいたことはできるだけ考えないようにしているのに、サイードのことばかりが浮かんでしまうのだ。俺がいくら想おもおうが、俺たちの関係は変わりようがないというのに。


　恋を自覚したと同時に失しつ恋れんも決定してしまっただなんて切なすぎる。このまま、サイードの傍そばにいることはできるだろう。でも、それは母の身代わりでいることに甘んじるということだ。


　俺にそんなことできるのか？


　見つめる眼まな差ざしも優やさしく触ふれてくる指先も、俺に向けてのものではないとわかっていて、それを平然と受け止められるだろうか？


「────」


　そんなことできない。


　この思いが叶かなわないのなら、これ以上一いつ緒しよにいることはただ辛つらいだけだ。


　まだ、ここにいる日にちは残っているけれど、未練がましいことはしたくない。これ以上、気持ちが傾かたむく前に、サイードの傍から離はなれなければ。


「八尋、こんなところにいたのか」


「……っ！　サイード……」


　鬱うつ々うつと考え込んでいるうちに日が暮れかかっていたらしい。いつの間にか帰ってきていたサイードの声に俺は飛び起きた。


「書庫にいるものだと思っていたから探した」


「すみません……」


「謝ることはない。そうだ、美味うまそうな果物があったからお前に買ってきた。夕食のときに出させよう」


「あ…りがとう…ございます……」


　サイードの優しさが、いまは辛い。この眼差しが自分には向いていないことを知ってしまったいまとなっては……。


　笑え顔がおで礼を云いはしたものの、この沈しずんだ気持ちを隠かくしきれはしなかったようだ。


　サイードは怪け訝げんな表情で、俺の顔を覗のぞき込んできた。


「ん？　どうかしたか？」


　俺の様子がいつもと違ちがうことに気づいたサイードは、顔を覗き込むようにしてきた。


「…………」


「顔色がよくないな。具合でも悪いのか？」


　熱でもあるかと首筋に手を当てられる。そのかさついた指の感かん触しよくにびくりと反応してしまい、思わずカウチの上を後あと退ずさる。


「いえ、そうじゃないんです」


「無理はするな。少し休んだほうがいいのではないか？　歩くのが辛いようなら、私が運んでやろう」


「体調は平気です」


「だったら、何があった？　また、あいつが忍しのび込んできたわけじゃないだろうな？」


　険しい顔で迫せまられ、慌あわてて首を横に振ふる。


　どうしたらいいんだろう……。いっそ、この気持ちをサイードに、全すべて正直に告げてしまうべきだろうか？


　いや、そんなことはできない。


　サイードへの想いを口にすれば、俺はいっそう惨みじめになるだけだ。


「八尋……。お前にそんな顔をさせている理由は何なんだ？」


　サイードは俺の横に腰こしかけ、途と方ほうに暮れた様子で訊たずねてくる。


　───云うだけ云ってみよう。


　聞き入れてもらえないかもしれないけれど、頼たのんでみるくらいしたっていいはずだ。


「その……あなたに話があって……」


「私に話？　どうした、そんなに改まって」


「……俺を帰して欲しいんです」


　そう口にした途と端たん、サイードの顔色が変わった。俺を取り巻く空気も、心なしか張り詰つめたような気がする。


「何を云いってるんだ？」


「もう、ここにはいられません。俺を解放して下さい」


　取り返しがつかないほど好きになってしまう前に、サイードの許もとから去ってしまいたい。


「本気で云ってるのか？」


「……はい」


「契けい約やくを違たがえることになるということは承知しているのか？」


「はい」


　自分の夢のための取り引きだったということは、重々承知している。


　けれど、こんな気持ちを抱いだいてしまったいま、油田の鉱区を会社が落札できたところで、自分がそれまでと同じように仕事ができるかどうか自信がない。


　この国にいれば、嫌いやでも王室の情報は耳に入ってくる。とくに、皇太子であるサイードの話なら尚なお更さらだ。近い将来、結けつ婚こんをする日も来るだろう。そうしたとき、俺は平然としていられるだろうか？


　これまで、恋こいに溺おぼれて身を破は滅めつさせるなんてバカみたいだと思ってきた。


　そんな自分がこんな事態に陥おちいるなんて、噓うそみたいだ。


「何があったんだ？　突とつ然ぜん、そんなことを云い出す理由がわからない」


　わけがわからないと、サイードは肩かたを竦すくめる。


「───あなたに抱かれていることが辛くなったんです」


「な───」


　俺の告白に、サイードは絶句した。その後、サイードの顔はみるみるうちに、怒いかりの色に染まっていく。


「許さない」


「……ッ!?」


　サイードは俺の胸むなぐらを摑つかみ上げて、低く唸うなるように呟つぶやくと、俺をソファーに押し倒たおした。


　腰の上に馬乗りになられ、身動きが取れなくなる。しかし、そうでなくとも動くことができなかっただろう。射い貫ぬくようなサイードの鋭するどい瞳ひとみに俺の体は強こわ張ばり、小刻みに震ふるえていた。


「お前は自分の立場がわかっていないようだな。ここにいる限り、お前は私のものだということを忘れたか？」


　居い丈たけ高だかな宣言は、抗あらがうことのできない通告に聞こえる。


　着衣を脱ぬがそうとサイードが体を浮うかせた瞬しゆん間かんを見計らい、這はいずるようにして逃にげ出す。けれど、すぐに押さえつけられ、両手首を一ひと纏まとめにされ、頭上で縫ぬい留められてしまった。


「待っ……サイード！」


「もう、私なしではいられない体だということをわからせてやろう」


「やっ……」


　服の裾すそを捲まくり上げられ、いとも簡単に下着を取り払はらわれた下か肢しは左右に大きく割り開かれた。羞しゆう恥ちを感じる間もなく、その中心にねっとりとした感触がする。


「あ…っ、やだ、ぁあっ……」


　手を添そえられた腿ももの後ろを撫なで擦さすられながら、足のつけ根に吸いつかれ、ぞくぞくと腰が震えた。その刺し激げきに芯しんを持ち始めた昂たかぶりを根本から舐なめ上げられ、先端を口に含ふくまれる。


「やぁ…っ、ああ、あ、あ……っ」


　わざと、ぴちゃぴちゃと音が立つようにしゃぶられ、敏びん感かんな先端を尖とがらせた舌先で突つかれる。込み上げてくる快感に腰を揺ゆらめかせると、強く吸い上げられ、目の前がチカチカと光った。


　唐とう突とつに与あたえられる強きよう烈れつな刺激に、気持ちがついていかない。


「あ、あぁ…っ、や…やめ……っ、ぁんっ」


　唾だ液えきで濡ぬれた括くびれを指でキツく扱しごかれ、裏側を舌が往復する。ジン…と熱くなる下腹部に焦しよう燥そう感に似た何かが渦うず巻まき、全身にはじっとりと汗あせが浮いた。


「ひぁ…っ、あっ、はっ…あぁッ」


「こんないやらしい体をしているくせに、私なしでいられるのか？」


「あっ、あ……あ……っ」


　もうこれ以上は耐たえていられない。ピン、と張り詰めた欲望は限界を訴うつたえていた。


　けれど、サイードはそんな俺の状態を知っていながら、昂りの根本を押さえつけ、高まる熱の出口を塞ふさいでしまう。


「さっきの言葉を取り消してもらおう。そうすれば、望み通りイカせてやる」


「な……っ」


　喘あえぐ呼吸では上手うまく言葉が出てこない。その代わりに俺は、ふるふると首を横に振った。


「強ごう情じようだな」


　サイードはため息を一つつくと、腰に巻いていた飾かざり紐ひもを一本しゅるりと解ほどき、張り詰めた俺の欲望に巻きつけ強く締しめつけた。


「いっ……」


　痛みに顔を顰しかめてもサイードは冷たい表情のまま、俺の両足をさらに深く折り曲げてくる。


「自分で足を持て」


「できな……っ」


「持つんだ」


「……っ」


　サイードの有う無むを云わせぬ口調に逆らえず、おずおずと開かれた自分の足に手を添える。秘ひめた場所を自ら晒さらしているのかと思うと、恥はずかしさで死んでしまいそうだ。


　ぎゅっと目を瞑つぶって羞恥を堪たえ忍んでいると、後ろの窄つぼまりにぬるりとしたものが触ふれた。


「ひっ」


　反射的にびくんっと跳はねた腰を押さえ込まれ、閉じた入り口を躊躇ためらいもなく舐められる。指で弄いじられるのとは違ちがう感触に戸と惑まどいを覚えた。


「いや、そこ…舐めな…で……っ」


「いままで、こうされたことはなかったのか？」


　サイードの問いに目を閉じたまま、首を横に振る。もちろん、口でされたことはあったけれど、そんなことまでしてくる相手はいなかった。


　何度か自分がさせられたときは、嫌けん悪お感を呑のみ込んでの行こう為いだったけれど、サイードは何とも思わないのだろうか？


「あ…っ、や、汚きたない…からっ、ぁあっ」


「経験豊富な人間の言葉とも思えないな」


　サイードは喉のどの奥で低く笑い、尚なおも舌を這わせてきた。硬かたい蕾つぼみを舐め溶とかし、綻ほころびかけたそこを指で押し広げられ、中に舌先を差し込まれる。


「はぁっ、あ…っんぅ、く……っ」


　体の中を舐められるという奇き妙みような感覚に、出口を塞がれた熱がまた暴れ始める。執しつ拗ように中で舌を動かされ、入り口の強張りを指で揉もみ解ほぐされていくうちに、内ない壁へきの粘ねん膜まくがひくつき出した。


「もっ…やだ……っ、あ、あ…っ」


「嫌じゃなくて、もっと、だろう？　それに私に何かして欲しいと訴えるのなら、まず先さき程ほどの言葉を取り消してもらわないとな」


「……っ、でき…ません……っ」


「───まったく…」


　憮ぶ然ぜんとした様子で呟くと、再び愛あい撫ぶに熱を込める。唾液で濡れそぼったそこは、徐じよ々じよに柔やわらかく綻んでいく。対照的に縛しばられた自身はジンジンと疼うずくほどの熱を持ち、これ以上ないくらいに張り詰つめ痛みを訴えていた。


「ひぁ…っ、あ…っ、ああ、あー…っ！」


　唾液を送り込まれていた内部にずぶりと指を穿うがたれた。その衝しよう撃げきに体が跳ねる。


　乱暴な挿そう入にゆうに身み悶もだえる俺の体内を、サイードは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに搔かき回す。けれど、すぐにもっと確かな刺激が欲しくなった。


　だけど、それよりも早くイカせて欲しい。もう、これ以上耐えていたらおかしくなってしまいそうだ。


　欲望に塗まみれた思考は、俺に素面しらふならとても云えないような言葉を口にさせる。


「あああっ、あっ、…れて、サイードの欲し……っ」


「どうせ、お前は俺じゃなくてもいいんだろう？」


　嘲あざけるように云いわれ、胸がツキンと鋭いもので刺さされたような痛みを感じる。


　誰だれに見下されようが、腹は立っても傷つくことなんていままで一度もなかった。だけど、サイードの言葉は深く俺の心を抉えぐり取る。


「ちがっ、サイードじゃなきゃ、や……っ」


「だったら、何故なぜ俺の許もとから去ろうとする？」


「────」


「今度は黙だんまりか。……まあいい。欲しいものはくれてやる」


　サイードは身に着けていた衣服を全すべて脱ぎ捨て、俺の腰こしを抱かかえ上げた。そして、昂りを先端からゆっくりと俺の中に沈しずませていく。


「あ…ぁ……ぁ……」


　一息に突き入れて欲しいのに、サイードはどこまでも焦じらそうとした。


　じりじりと進んでくる欲望が待ちきれず、ねだるように自ら腰を動かしてしまう。すると、勝手なことをしたお仕置きだと云わんばかりに動きを止められた。


「な…んで…!?」


「この行為がお前への罰ばつだということを忘れているんじゃないだろうな？」


「つ…っ」


　捲れ上がっていた服を胸むな元もとまでたくし上げられ、すでに尖っていた粒つぶを摘つまみ上げられる。敏感なそこを押し潰つぶすようにして捏こねられ、痛いた痒がゆさに顔を顰めた。


「んぅ…っ、う……」


　両方の尖りを弄られながら、サイードの体がのしかかってくる。体重で沈み込んでくる昂りに俺の粘膜は隙すき間まなく絡からみついた。


「あ…ッ、んんんっ」


　与えられる刺激が増えると、どこに集中していいかわからない。喘ぎ続ける唇くちびるも塞がれ、口こう腔こうを貪むさぼられ、何が何だかわからなくなってきた。


　無意識にキスに応こたえているうちに、繫つながりが深くなってきていた。


「…っぁん、…はあ、はあ……っあぁ！」


　最さい奥おうまで受け入れ、しっかりと繫がり合うと、今度は荒あら々あらしく揺さぶってくる。腰から伝わってくる振しん動どうは限界まで高まっていた俺をさらに追い詰めた。


「あぁあ…っ、あっあっ、あ…っ」


　激しく突き上げられ、まるで頭の中までめちゃくちゃにされてるみたいだ。


　いまにもイッてしまいそうなのに、絡みついた飾り紐が絶頂を許してくれない。終わりの見えない責め苦に俺は、いつしか啜すすり泣いていた。


「……か…せて…っ、も、や…っ」


「それなら、私の云う通りにするか？」


「そっ……できな……っ」


　それだけはできない。自分を騙だまして、サイードの傍そばに居続けることなんてできっこない。


　この瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、他の人を見つめているのを知りながら抱だかれ続けるなんてこと───。


「それがお前の答えか」


「ぅあ…っ、あっ、あー…っ」


　サイードの動きは激しさを増し、内壁の摩ま擦さつは酷ひどくなる。


「やぁああっ」


　与え続けられる強烈な快感に目が眩くらむけれど、膨ふくれ上がった熱の遣やり場はどこにもなく、俺には喘ぐことと泣くことしかできなかった。


「あぅ…っ、あっ、あ、サイード…っ、いか…せて…っ」


　懇こん願がんするけれど、許してはもらえない。


　濃こすぎる悦えつ楽らくに溺おぼれさせられたまま与あたえられる終わりのない快感と気が遠くなるほどの淫みだらな律動に、頭の中が霞かすんでいき、いつしか俺は意識を手放していた。











「しばらく、一人で考えていろ」


　サイードはそう云って、乱暴に抱いた俺をカウチに残し、どこかへ行ってしまった。最後まで首を縦に振ふろうとしなかった俺に、とうとう愛あい想そを尽つかしてしまったのかもしれない。


　疲ひ労ろうに体を起こすことも億おつ劫くうで、汚よごれた四し肢しを投げ出したままぼんやりとする。せめて寝ね返がえりを打とうと身じろぎをすると、体のあちこちが悲鳴を上げた。


「……っ」


　いままで、こんなことなかったのに。無理をされた体はそれなりに痛みを覚えていたけれど、ここまで酷くされたことはない。


　サイードがこれまで、俺のことをどんなに大事にしてくれていたかを思い知らされる。だけどそれは、自分に対しての心こころ遣づかいではなく、自分を通して見ている母への想おもいからなのだと思うと切なくなるばかりだった。


「サイード……」


　彼の名前を呟つぶやくと、じわりと涙なみだが目に浮うかぶ。


　でも、泣くわけにはいかない。こういう結果になってしまったのは、全て俺が悪いのだから。


　立場も弁わきまえず、好きになってしまった俺が───。


『八尋様……』


『……ハキム』


『お召めし物をお持ちしました』


　そう云って、濡ぬれたタオルのようなものも渡わたしてくれる。みっともないとは思ったが、その場で手早く体を拭ぬぐい、持ってきてもらった服を頭から被かぶる。


『ありがとうございます……あなたには恥はずかしいところばかり見せてますね』


『お礼はサイード様におっしゃって下さい』


『え…？』


『私にお召し物を持っていくよう云われたのは、サイード様なんですよ』


『そう…だったんですか……』


　まだ怒おこっていると思っていたが、気遣ってくれていたのか。


　知らされた真実に、ツンと鼻の奥が痛んだ。


『あの方も意地っ張りで不器用ですから。本当は悪い方ではないんですよ』


『…………』


　そんなことわかってる。酷いこともしてくるけど、本当は優やさしくて温かくいい人だってことは。


　だけど、いまの俺にはそのことが一番辛つらいのだ。


　俺が黙りこくっていると、ハキムは声を潜ひそめて訊きいてきた。


『八尋様は本当にこちらを出たいとお思いなんですか？』


『……ええ』


『鉱区のために、サイード様のわがままにおつき合いなさると決めたのでしょう？　どうして、いまになって……』


　ハキムの問いかけに、俺は逡しゆん巡じゆんしたあと躊躇ためらいがちに告げた。云う必要などないとわかっていたけれど、いまは誰かに聞いて欲しかった。


　少しでも吐はき出してしまわないと、自分が爆ばく発はつしてしまいそうな気がしたのだ。


『───好きになったからです』


『え？』


『あの人のことが好きになっちゃったんです』


　空気が重たくならないよう。努めて明るく告げる。けれど、笑え顔がおも上手うまくいったかどうかわからない。


『何とも思っていないなら、そんなに辛くはありません。ここの生活は快適ですし、抱かれることも目を瞑つぶっていればいつか終わる。でも、目の前にいる好きな相手に見てもらえないのは辛いんです』


『八尋様……』


『でも、サイードには約束を破る気かって、怒られてしまいましたけど。約束の期限まで我が慢まんするしかないですね』


　最後までこの気持ちを知られずにいられるだろうか？


　むしろ、俺がこんなふうに想っていることを知ったら、面めん倒どうになって放ほうり出す、なんてこともあるかもしれない。それも一つの手だろうが。


　細いため息をついていると、何を思ったのか、ハキムがとんでもないことを云い出してきた。


『あの……私がここを出られるよう、手配しましょうか…？』


『え…っ!?』


『大きな声を立てませんよう』


　静かにするよう注意され、声を低くして問い直す。


『いま、何て……』


『私ならこの屋や敷しきを出して差し上げられると云っているんです』


　信じがたい言葉だったけれど、俺の聞き間ま違ちがいではなかったらしい。


『でも、そんなことをしたらあなたが罰ばつせられるんじゃないですか？』


　叱しかられるどころじゃない。王族の従者が主人を裏切るということは、かなりの罰を受けることになりそうだ。


　約束を破る俺に怒りが向くことは覚かく悟ごしているけれど、俺に手を貸してくれるだけのハキムが罰せられるのは本意ではない。


『大だい丈じよう夫ぶですよ。サイード様は、そこまでお心の狭せまい方ではないですから』


『そう…ですよね……』


　ハキムの云いう通り、サイードは度量の狭い人間じゃないはずだ。逃にげ出す算段をしておきながら、身勝手な思いかもしれないけれど。


『───その代わり、あなたにはそれなりの代だい償しようを支し払はらっていただくことになるかもしれません』


　俺は云いにくそうに告げられた内容に身構える。


『代償…と云うと……？』


『……私にはまだ詳くわしいことはわかりませんが、外部の協力者の手助けが必要となるので……』


　協力してもらう代わりに金品を要求される可能性があるということだろうか？　もちろん俺も、無償でこんなことをしてもらえるとは思ってない。謝礼を求められることは承知の上だ。


　ただ、金額がどれほどのものになるのか見当もつかないが、こつこつと貯ためてきた蓄たくわえがいくらかはあるし、背に腹は代えられない。


『どうなさいます？　明日でしたら、サイード様の留守の時間が多いので、上手く抜ぬけ出せると思いますが』


　───明日……。


　決断はいますぐにしろと云うことか。


　ここを出られるなら早ければ早いほうがいい。だけど、人の手まで借りて実行すべきことだろうかと、俺は自問自答してしまう。


『……それじゃあ、お願いできますか？』


　このままここにいても、俺もサイードもお互たがいに傷つくだけだ。


　サイードも、目の前に母さんそっくりの俺がいるからムキになってしまうのだろう。きっと、距きよ離りを置けばすぐに冷静になるに違いない。


『でも、どうしてそこまでしてくれるんですか？』


　俺のその問いには返答はなく、ハキムはただ悲しそうに微ほほ笑えむだけだった。




５







　ハキムの立てた計画は、ごく簡単なものだった。サイードがいない時間を狙ねらい、変装をしてハキムの部下として屋敷を出る───それが可能なのは、ハキムがサイードの側近中の側近だからだろう。


　変装をするのは、日本人である俺が顔を晒さらして出て行こうとすれば目立ってしまうからだ。まあ、変装と云っても、こちらの民族衣い装しようを身に着け、頭あたま布ぬので顔が隠かくれるようにするだけの話だが。


　だけど、本当にこんな単純な計画でいいんだろうか。もしも、見み咎とがめられたときは何といい訳すればいいんだろう。しかし、そんな俺の心配は、杞き憂ゆうに終わった。


『少し出かけてきますね。日が暮れる前には戻もどると思います』


　部下に扮ふんした俺を引き連れ、ハキムは屋敷の前に立つ警備員ににこやかに声をかける。俺は心臓をバクバクさせながら、ハキムに続き警備員の間をすり抜けた。


『はい、お気をつけて』


　警備員たちは何の疑いを持つことなく、俺たちを見送る。


　彼らの視界から外れてようやく、俺はほっと息をついた。


『大丈夫だったでしょう？』


　歩きながらそう訊たずねられ、苦く笑しようしながら答える。


『ええ、でも冷や冷やしました』


『堂々としていれば案外バレないものですよ』


『ここからは車で？』


　連れて来られた先は広い車庫だった。何台かの外車が並び、その中には日本車もある。


　手入れが行き届いているらしく、どの車もぴかぴかだ。奥にある黒くろ塗ぬりの車は、事務所に俺と広岡を迎むかえにきたものだろう。


『ええ、この屋敷から街まで徒歩で行ったら、私の足でも数時間かかってしまいますから』


『そんなに遠いんですか!?』


『直線距離でしたらそう遠くはないんですが、ちょうど砂さ漠ばくを挟はさんだ向こうですので、海岸沿いに敷しかれた道を辿たどっていくことになってしまうんですよ』


『なるほど……』


　それを聞いて、俺は一人で抜け出さなくてよかったと安あん堵どしていた。いくら砂漠を歩くための知識を本などで知っていたとしても、実際に歩くとなるとどうなってしまうかわからない。


　下手したら道に迷い、遭そう難なんしてしまう可能性だってある。


　でも、ハキムの説明で国内における屋敷の位置が何となく摑つかめた。ここはきっと島の最さい南なん端たんに位置しているのだろう。


『後部座席に乗って下さい。遮しや光こうシートが貼はってあるので、外からは乗っている人の顔が見えないようになってますから』


『わかりました』


　ハキムの運転する車は、難なくサイードの屋敷の門を潜くぐり抜け、黄色い砂地の続く公道へと出た。さっき教えられた通り、視界にはどこまでも荒こう野やが広がっていた。


　きっとこの中のどこかに、石油プラントを建設することになるのだろう。


「…………」


　もう、俺は開発プランに参加することもできないのかと思うと、胸に淋さびしさが込み上げてくる。だけど、後こう悔かいするつもりはない。これは自分のケジメなのだ。


『そろそろ市街に入ります。ホテルを一部屋借りておきましたので、そこで着き替がえて下さい。八尋様のお荷物は後ろのトランクに入ってますから』


『あ…すみません……そこまでしていただいて……』


『……いえ……私は……』


『あの？』


『いや、何でもありません……』


　言葉を濁にごすような様子を見せたハキムを不思議に思う。もしかして、俺が逃げ出すことに手を貸したことを後悔しているのだろうか？


『ホテルに着いたらすぐに戻って下さい。俺はあなたの外出に紛まぎれて、車に潜り込んだことにすればいい』


『八尋様……』


『迷めい惑わくをかけて申し訳ありませんでした』


『…………』


　運転しているハキムに、ミラー越ごしに頭を下げる。けれど、ハキムは黙だまったままだった。


『それで、迷惑ついででもう一つお願いがあるんですが───携けい帯たい電話を貸していただけませんか？』


『電話ですか？　よろしいですよ』


　ハキムから携帯電話を受け取ると、万が一のときのために記き憶おくしておいた事務所の番号を押す。何コールかしたあと、スピーカーから広岡の声が聞こえてきた。


『はい、暁石油開発───』


「俺です、志水です」


　広岡にはどんな反応をされるだろうかと緊きん張ちようしながら、電話口に自分の名前を告げると、意外と普ふ通つうの応こたえが返ってきた。


「ああ、志水か。いま、どこにいるんだ？」


「あ、えっと、市街の──ホテルに向かってるところです。あの、それで……」


　とりあえず、事情を説明しなければと思い言葉を選んでいると、それよりも早く広岡が喋しやべり出してしまう。


「そうか、それならこれから俺が迎えに行こう。部屋の番号はわかるか？」


「え？　ちょ、ちょっと待って下さい」


　唐とう突とつな質問に慌あわててしまう。電話口を塞ふさいで、運転をするハキムに声をかけた。


『すみません、取ってある部屋の番号ってわかりますか？』


『ホテルの部屋ですか？　七〇五号室だったと思いますよ』


　それを聞いて、広岡に告げる。


「あの、七〇五号室です」


「わかった。少し仕事を片づけてから行くから、少し待っていてくれ」


「は、はい…」


　一方的に喋られ、一方的に切られてしまった。


　広岡にはもっと驚おどろかれるかと思ったのに、意外だった。───まるで、俺がサイードのところから出てきたことを知っていたかのような態度だ。


　それに嫌いや味みの一つや二つ云いわれる覚かく悟ごはできていたのだが、むしろ機き嫌げんがいいような様子だった。俺がいない間に、何かいいことでもあったのだろうか？


　いや、今日の計画のことを広岡が知っているはずがない。俺が逃にげ出すことは昨日決めたんだし、ハキムが連れん絡らくしてくれていたなら俺に教えておいてくれるはずだ。


「────」


　何か引っかかりを覚えたけれど、それが何なのかわからないまま、俺を乗せた車はホテルの前に到とう着ちやくした。











　部屋にはハキムがチェックインしてくれた。ロビーで鍵かぎを受け取り、一人部屋に向かう。


　こぢんまりした部屋に入り、扉とびらを閉めると、どっと疲ひ労ろうがのしかかってくるのを感じた。ここに来るまで、緊張しっぱなしだったんだろう。


　でも、こういう狭せまい部屋のほうが落ち着く気がする。


　サイードの屋や敷しきも最初に招かれた宮きゆう殿でんも一部屋一部屋が広すぎて、どうにもそわそわしてしまうのだ。


「そうだ、着替えないと」


　持ってきたスーツケースを開け、予備に持ってきていたスーツ一式を取り出す。久々に袖そでを通すと少し窮きゆう屈くつな気もしたが、本来の自分に戻れたような気分になった。


　錆さびで曇くもった鏡を見ながらネクタイを締しめていると、部屋をノックする音が聞こえてきた。念のためにチェーンをかけ、扉をそっと開けると、そこには広岡が立っていた。


　一度扉を閉め、チェーンを外してから再び開けると、彼は断りもなく部屋にずかずか入ってきた。プライベートな部屋ではないから構わないが、こういう図ずう々ずうしいところは昔から変わっていない。


「意外と早かったですね」


「ああ、思っていたよりすんなり行ってな。もう着替え終わったのか？」


「え？　あ、はい」


　そう返事をしつつ、俺は首を傾かしげた。


　どうして、この人は着替えをしていたことを知っているのだろうか？


　俺は、きっとベッドの上に投げ出してあったザンナを見てそう思ったのだろうと、自分を納なつ得とくさせた。


　そして、俺は居住まいを正すと、ケジメの一つとして、広岡に深く頭を下げた。


「……申し訳ありません」


　自分を利用しようとした人間に頭を下げることは屈くつ辱じよくでしかない。


　けれど、自らが引き受けたことを途と中ちゆうで放ほうり出してきてしまったことも、また事実だ。それ相応のペナルティーを受ける覚悟もある。


「そのことなら気にしなくていい」


「え…？」


　叱しつ責せきが飛んでくるだろうと待ち構えていた俺は、広岡らしくない慰なぐさめの言葉に目を見張った。


「でも、鉱区が……」


「そのことなら心配ない。実はお前がいない間にジブリール殿下と話をする機会があってな、第二鉱区のほうが落札できそうなんだ」


「───俺がいない間に何があったんですか？」


「ん？　まあ、それはおいおい話すよ。とりあえず、ここを出よう」


　質問を投げかけてもてきとうにあしらわれるだけで、まともな答えは返ってこない。とにかく行こうと急せかされ、ホテルの部屋を出て広岡が乗ってきたという車に乗り込んだ。


「この車は…？」


　事務所で借りている車はもっと汚よごれたものだったはずだ。こんな高級車をどこで入手したんだろう。


「借り物でね。事務所のよりも乗り心ごこ地ちがいいだろう？」


「ええ、まあ…」


　また、流されてしまったような気がする。


　広岡の態度を訝いぶかしく思っているうちに、走っている方向が事務所を設置してあるビルの方角ではないことに気がついた。


「どこに行くんですか？」


「行けばわかる」


　───何か悪い予感がする。


　胸むな騒さわぎを覚えていると、車は派手な屋敷の前についた。サイードの屋敷に比べると安っぽさは否いなめないが、こちらも大きくて豪ごう華かな建造物だ。


　どうしてこんなところに……。


　戸と惑まどいを隠かくせずにいると、広岡が車から降りるように云ってきた。


「人を待たせているんだ。急ぎなさい」


「いったい、ここは…？」


　あまりに急かされるため、やむなく車から降り、辺りを見回しているといつか聞いたことがある声が耳に飛び込んできた。


『ようこそ！　私の屋敷へ。君が来るのを、首を長くして待っていたんだよ』


『ジブリール殿下……』


　建物の中から現れた人物に、俺は目を見張った。


　これはどういうことなのかと思い広岡を見ると、したり顔で微ほほ笑えんでいた。


　───ハメられた…！


　ジブリールのところに来るのは予定されていたことだったのだろう。広岡は、今度は俺をジブリールに差し出すつもりのようだ。


　そのことに思い至らなかった自分も情けない。少し考えれば予想がつきそうなものを、サイードのことで頭がいっぱいだったせいで考えもしなかった。


「こういうことだったんですか……」


　嫌味も叱責もなかったのはこのためかと、いまさらながらに納得する。俺が戻もどってきたら、ジブリールの許もとに届けるという約束でも交かわしていたのだろう。


「そりゃそうだろう。自分の尻しりぬぐいは自分でしてもらわないと。お前が逃げてきたことで、第一鉱区の落札の可能性はゼロになったんだからな」


「それは……っ」


　反論できず、俺は悔くやしさに歯は嚙がみした。


「さあ、わかったらさっさと自分のすべきことをしたまえ」


「……嫌です」


「ん？」


「俺はもう、こんなことしたくありません！」


　相手がジブリールだということも嫌だけど、それより何より、二度と自分の体を取り引きになど使いたくない。


　好きでもない相手に触ふれられることを考えるだけで不快感が込み上げてくる。いままで、あんなことを平然としてきたことが間ま違ちがっていたのだ。


「何をふざけたことを云いってるんだ。誰だれのせいで、大事な取り引きが流れたと思ってる」


「それだって初めからおかしかったんです！　あなたは俺を何だと思ってるんですか!?」


「……少しは使える部下だと思ってたんだがな」


　広岡は吐はき捨てるように告げ、深いため息をついた。


　わかっていたことだったけれど、面と向かってただの道具でしかないと云わんばかりの言葉を告げられるのは思っていた以上にショックだった。


『何を揉もめてるんだ、広岡』


　云い争いをしていた俺たちを不ふ審しんに思ったのだろう。ジブリールは怪け訝げんな顔で訊たずねてきた。


『お見苦しいところをお見せしてしまって申し訳ありません。サイード殿下のところから戻ってきたばかりで、少し混乱しているようで』


『そうかそうか……あいつに手て荒あらな扱あつかいを受けたのだな。心配するな、私は存分に可愛かわいがってやる』


　ジブリールは広岡の取り繕つくろうような云い訳に納得し、勝手な解かい釈しやくをする。そして、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす俺のほうへと歩み寄ってきた。


　じりじりと近づいてくるジブリールに後あと退ずさりかけたが、広岡に腕うでを摑つかまれ、逃にげ道を阻はばまれた。そして、小声で耳打ちされる。


「今回は逃げ出すなんて許さないぞ。来週には社長がこちらにまた来るんだ。俺に嫌な報告をさせないでくれ」


「あ…っ!?」


　どん、と背中を押され、よろめいた俺はジブリールの胸に倒たおれ込む。その瞬しゆん間かん、体に回された腕にざわりと鳥とり肌はだが立った。


『八尋……これでお前は私のものだ……』


『放して下さい…ッ』


　少し前までは、何てことなかった。自分がどう思われようが、どう扱われようが。


　でも、それは気にならなかったわけじゃない。生きていく上で少しでも傷つかないよう、心を凍こおらせていただけだったのだ。


　サイードはそんな俺の心を溶とかしてしまったのだ。解けてしまった氷はもう、元の形には戻らない。


『何を照れているんだ？　人目があることが気になるのかね』


　かかる生なま臭ぐさい息が気持ち悪く、俺は必死に顔を背そむけた。


『わ…私は望んであなたのところに来たわけではありません。お願いですから、帰して下さい』


『いまさら何を云う。契けい約やくはすでに交わされたのだぞ』


『それは彼が勝手にしたことです！　触さわらないで下さい…っ』


　腕を突つっ張り、ジブリールの体を引き離す。すると、それまで戯たわむれるように俺に接していたジブリールの態度が豹ひよう変へんした。


『───サイードには従順だったくせに、私には逆らうか』


『くっ…やめ……っ』


　顎あごを摑んできた手に、俺は思わず爪つめを立ててしまう。こんなやつにキスされるなんてまっぴらだ。


『つ…っ！　貴様…ッ!?』


　赤い線の走った手を押さえ、ジブリールは憤ふん怒ぬの表情を浮うかべた。


　まさか、自分に逆らうような人間がいるとは思ってもいなかったのだろう。


『お前ら、こいつを取り押さえろ』


『はっ』


　ジブリールの背後に控ひかえていた衛兵たちは、命令に速すみやかに従う。俺はあっという間に体格のいい男たちに取り囲まれてしまった。


『な…っ、触るな！』


　でき得うる限りの抵てい抗こうはしたけれど、数人がかりでかかってこられてしまい、俺はすぐに取り押さえられてしまった。両腕は後ろに捻ひねり上げられ、身じろぎすらできない。


『……ッ』


『大人しく、私のものになると云うなら丁重に扱ってやろう』


『そんなことできるか！』


　好きでもない相手に───サイード以外に抱だかれるくらいなら、舌を嚙かんで死んでやる。


　憎にくしみを込めてジブリールを睨にらみつけると、怒いかりに満ちた顔はさらに血の気を増していく。


『それがお前の答えか。……こいつを例の部屋へ連れて行け。少々手荒に扱っても構わん』


『かしこまりました』


『放せ…っ！　俺はお前の云うことなんて聞くつもりはない!!』


『大人しくしろ！』


『うぐっ』


　死にものぐるいで暴れると、拳こぶしをみぞおちに叩たたき込まれた。一瞬、呼吸が止まり、すぐに噎むせ返る。


　そうして、衛兵たちはぐったりとした俺を引き摺ずるようにして、屋や敷しきの中へと引っ張っていった。そんなやり取りに、広岡が心配そうな様子でおずおずと訊ねる声が聞こえてきた。


『あのぅ…鉱区の件は……』


『案ずるな。こうして彼が手に入ったのだから、約束は守る。私はそこまで狭きよう量りような男ではないからな』


　ジブリールの返事に安心したのか、広岡は普ふ段だんの調子を取り戻し、滑すべりのいい口調でジブリールへ世辞を並べ立てている。


　───くそ……。


　俺は遠とお退のく意識の中、自分の迂う闊かつさを呪のろうことしかできなかった。











「……う……」


　目覚めたとき真っ先に感じたのは、腹部の鈍どん痛つうだった。


　どうして腹が痛いんだろうと不思議に思い、その理由をすぐに思い出す。


　そうか、俺はさっき腹を殴なぐられたんだっけ……。


　起き上がるために手をつこうとした俺は、手足が自由に動かないことに気がついた。瞬まばたきを繰くり返し、視界をはっきりさせると両手両足が縄なわのようなものでがっちりと縛しばられている様子が目に入る。


「あいつら……」


　あんまりにも俺が暴れたものだから、用心を期して拘こう束そくしておいたのだろう。もぞもぞと体を動かし、何とか上半身を起こすことができた。


　寝ねかされていたのは悪あく趣しゆ味みな金ぴかの寝しん台だいの上で、広々とした部屋にはこれと香こう炉ろだけしか置いていない。室内にはその香の甘ったるい匂においが漂ただよっていた。


　外に繫つながっているところはないかと見み渡わたすと、これまた金細工の施ほどこされた出窓があったけれど、ガラスの部分には鉄てつ格ごう子しが塡はまっていた。そこから見える景色から考えると、この部屋はかなり上の階にあるようだ。


　扉とびらも二つあるけれど、きっと頑がん丈じような鍵かぎがかけてあるに違いない。


　多分、この部屋は俺のような人間を閉じ込めておくためにあるのだろう。


「はぁ…」


　それにしても、何でこんなことになっちゃったんだ……。


　俺は自分に降りかかった映画みたいな出来事に途と方ほうに暮れた。この国に来てから、いままでの常識では考えられないようなことばかり起こっている。


　いま頃ごろ、サイードはどうしてるだろうか？


　姿を消した自分を心配しているだろうか？　それとも、ハキムに上手うまく云いくるめられ、俺のことなど考えてもいないだろうか？


　もしかしたら、今日の帰りは遅おそいと云っていたから、俺がいなくなってることにまだ気づいてないかもしれない。


　ぐったりと座り込んで考えるのは、サイードのことばかりだ。


　そんな自分に、自じ嘲ちよう気味の笑いが漏もれた。


「バカみたいだ……」


　……でも、ジブリールは何故なぜ自分を手に入れようとしたんだろう？


　俺を気に入ったのだとしても、ここまで念入りに手を回すほどのことだったとは思えない。


　むしろ、サイードに対たい抗こうしてのことのような気がする。ライバル視しているサイードを困らせようとしたのかもしれないし、もしくはサイードのものだと思うと何でも欲しくなってしまうのかもしれない。


「────」


　どちらにしろ、ここにいることはサイードの迷めい惑わくになってしまうのではないだろうか……。


　自分自身の迂闊さを後こう悔かいしていたそのとき、部屋の扉がカチリと鳴った。


「……っ！」


　ジブリールが来たのかと思い身構えた俺は、扉の向こうから姿を現した人物に目を瞬しばたたいた。


　彼がどうしてこんなところに……。


『十分だけだぞ』


『わかりました』


　ぱたんと閉じた扉の前に佇たたずむ彼の顔は青白く、悄しよう然ぜんとしている。


『……申し訳ありません、八尋様……』


　普段使っていたアラビア語ではなく、英語で話しかけられ驚おどろいた。そういえば、彼も語学に堪かん能のうだとサイードに聞いていた気がする。


　きっと、外の見張りに会話の内容を知られないようにと話す言葉を変えたのだろう。


『ハキム……まさか、あなたも捕とらえられたんですか？』


『そうじゃないんです……』


『ハキム…？』


『本当に…申し訳ありません……』


　苦く渋じゆうに満ちた表情で再度謝ってくるハキムに、俺ははっとした。


『───もしかして、あなたもグルだったんですか？』


『…………』


　沈ちん黙もくは、肯こう定ていされたことと等しかった。俺は頭を殴られたようなショックを覚え、愕がく然ぜんとする。ハキムは信用できる人間だと思っていたのに、まさか彼がジブリール側の人間だったなんて……。


　どこか様子がおかしいと感じていたのは、そのせいだったのだろうか。


　きっと、サイードの屋敷にジブリールを手引きしたのもハキムだったに違ちがいない。


『あなたが俺を騙だますなんて……』


『許してくれとは云いえません……。でも、私にはこうするしかなかったんです……』


『どういうことですか？　ジブリールとの間に、何かあったんですか？』


　含ふくみのある言葉が気になり、畳たたみかけるように問う。だけど、ハキムは沈ちん痛つうな表情を浮かべたまま、何も教えてはくれなかった。


『八尋様。お辛つらいでしょうが、ジブリール殿でん下かの云う通りにして下さい』


『ジブリールに云われて、説得に来たわけですか？』


『いいえ、ここへは私の意志で来ました。……殿下はサイード様に張り合ってるだけなんです。あなたが云うことを聞けば、それで満足するはずですから。逆らい続けたら、命の保障もできません。それだけは……っ』


『命…？』


　確かにあの王子なら、自分以外の人間の命や尊厳など軽かろんじていることだろう。ああいうタイプはカッとなりやすいだろうから、万が一ということも考えられなくもない。


　ハキムの必死な様子を見ていると、本当に俺の命を案じてくれているようにも見える。だとしたら、何故彼は俺をジブリールの手に渡そうと思ったのだろうか？


　やはり、何か理由があるに違いない。だが、ハキムの様子を見る限り、それは口にできないのだろう。


『───あなたは大だい丈じよう夫ぶなんですか？』


『え？』


『彼に酷ひどいことをされたりしていませんか？』


　そう云うと、今度はハキムが驚きに目を見張る。


『……こんな目に遭あっているのに、私を心配して下さるんですか？』


『だって、あなたが理由もなくこんなことをするとは思えませんから』


　いままで、たくさんの人間と出で逢あってきたけれど、ハキムは絶対に悪い人間ではない。悪意の満ちた家で育ち、人間不信気味だった俺だからこそ、そう実感する。


『八尋様……』


　ハキムは唇くちびるを嚙かみしめ、瞳ひとみを潤うるませた。


『俺は自分で何とかします。大丈夫ですから、心配しないで下さい』


　縛られたままではあまり説得力はないかもしれないけれど、ハキムを安心させようと微ほほ笑えみかけると、彼の瞳はさらに潤んでしまった。


　慰なぐさめるにも、この格好ではどうにもならない。もどかしさを感じていると、決められた時間が過ぎてしまったらしく、扉の向こうから苛いら立だった声がかかった。


『おい、そろそろいいか？』


『あ、はい。もう結構です』


　ハキムは大きめのアラビア語で外まで聞こえるように告げると、頭布の端はしで涙なみだを拭ふく。そして、もう一度だけ俺に謝罪の言葉を云ったあと、後ろ髪がみを引かれるような表情で部屋を出て行った。


　再び、カチリと音がして、部屋に鍵をかけられたことがわかる。


　一人きりになった俺は、鬱うつ々うつとした気分がさっきよりも薄うすらいでいるような気がした。もう、過ぎてしまったことをくよくよ思い悩なやんでも仕方ない。


　いま、自分にできることをしなければ。


　何とかして、ここを脱だつ出しゆつしよう。


　今回はハキムのような協力者は得られないだろう。今度こそ、自力でどうにかしなくては。


「これ、外せないかな…」


　手首が体の前で縛しばられていたのは幸いだった。嚙み切れやしないかと縄なわに歯を立ててみたが、かなりの固さで逆に歯が折れてしまいそうだった。


「くそっ、どんだけキツく縛ったんだ！」


　一人悪態をついた俺は、ふとあるアイデアを思いついた。


　寝台の脇わきで炷たいている香炉の中の火で、縄を焦こがせやしないだろうか？


　そう思いついた俺は、不自由な手で香炉の蓋ふたを外し、煙けむりを立てる香の上に手首の縄を翳かざしてみた。しかし、そんな小さな火種では思うようにはいかず、焦あせる気持ちばかりが募つのり、もっと縄を近づけようとした弾はずみに香炉を倒たおしてしまった。


「……やってしまった……」


　微かすかな火種は綺き麗れいさっぱり消えてしまい、豪ごう華かな絨じゆう毯たんの上に灰が飛び散った。


　とりあえず、手のほうは諦あきらめ、足の拘こう束そくをどうにかできないかと試ためしてみる。


　あまり自由には動かない手で足首を縛る縄を解ほどこうとしたけれど、かなり固く縛られており、なかなか思うように解くことはできなかった。それに、何故かいつもよりも指に意思が伝わりにくいような気もした。


　だけど、ここで諦めるわけにはいかない。根気よく指を動かし、結び目が緩ゆるむよう爪つめで引っ搔かいてみたりと、時間をかけているうちに少しずつ縄が動いてきた。


「いけるかも……」


　少しだけ見えてきた希望に励はげまされ、俺は指先に精神を集中する。それと同時に、焦りも感じていた。


　ハキムが俺の様子を見にきたのは心配してくれてのことだろうが、それをジブリールが許したのは、俺の態度を軟なん化かさせるためなんじゃないかと思う。


　説得されるにしろ、諦めるにしろ、逆らう気き概がいを奪うばえればいい。きっと、そういうことだろう。ハキムから俺の様子を聞き出したジブリールは、頃ころ合あいを見計らって現れるつもりに違いない。


　窓から差し込む日差しから、日暮れが近づいているのがわかる。照明のスイッチがどこにあるかわからない現状では、辺りが暗くなってしまうと手元も見えなくなってしまう。


　あと、もうちょっと……。


「よし！」


　足の縄がするりと解け、縛られたままの手で小さくガッツポーズをする。


　しかし、足が自由になったとは云え、肝かん心じんの出口がない。窓から鉄てつ格ごう子しが外せたとしてもこの高さでの脱出は難しいだろう。


　俺は室内をうろうろと歩き回り、出口がないか探してみた。


　さっき、ハキムが入ってきた扉とびらではないほうのノブをそっと回してみたけれど、そこにはトイレとバスルームがあるだけだった。縄を切れるような金具があればとあちこち覗のぞきもしたが、用心しているのか使えそうなものは一つもない。


　やっぱり、手首の縄を外すのは諦めるしかないか。それに、手足が自由になったからといって、出口が廊ろう下かに繫つながる扉以外にはないのだから、とりあえず、そこを突とつ破ぱするのが先決だろう。


　……となると、いつかドラマで見たような手段しか残っていないような気がする。


　腹痛を訴うつたえ、見張りが鍵かぎを開けた隙すきに逃にげ出す───そんな手が、いまどき通じるものだろうか？


　上手うまく行く自信はなかったけれど、試してみないことには始まらない。


　俺は思いきって、扉の前に残されているであろう見張りに向かって声をかけた。


『すみません、誰だれかいますか？』


『うるさいぞ！　静かにしていろ』


　見張りがすぐ近くにいることに、ほっとした。誰もいなければ、この作戦は役に立たない。


『あの、水があたったみたいでお腹なかが痛いんです。せめて、足の縄だけでも解いてもらえませんか？』


　このままではトイレに行けないと必死になって訴える。あまり演技には自信がなかったが、俺はどうにかして信じさせようと頑がん張ばった。


『そのくらい我が慢まんしろ』


『できないから、こうしてお願いしてるんです』


『…ったく、外国人の腹は軟なん弱じやくだな』


　力なく返すと、見張りはぼやきながらも扉の鍵を開けてくれた。すかさず俺は、入ってきた見張りの顎あごに頭ず突つきを食くらわせ、怯ひるんだ隙に彼の横をすり抜ぬける。


『く……っ』


『ごめんなさい！』


　顎を押さえながら呻うめく男を一人残し、俺は目の前に続く廊下を走る。いくつかの角を曲がったあと、中央に位置する階段を駆かけ下りた。


　手首を縛られたままの状態ではバランスが取りづらく、何度も転びそうになりながら、がむしゃらに進んでいると、逃げたことが屋や敷しき中に伝わったのかどこかから、捕つかまえろ！　という声が聞こえてきた。


「うわ、まずいな……」


　誰かに見つかる前に隠かくれたほうがいいだろうか。


　しかし、逡しゆん巡じゆんする間もなく、ジブリールの手下の一人に見つかってしまった。


『いたぞ!!』


「……っ」


　もう、こうなったら一息に外に出るしかない。そう思っていると、階段の下からも追っ手が迫せまってきた。


　俺は慌あわてて方向転てん換かんし、途と中ちゆうの階の廊下を曲がる。二、三階くらいの高さなら、窓から出られれば壁かべ伝いに降りて行けるかもしれない。


　しかし、その階の部屋はどこも鍵がかかっており、廊下の突き当たりには大きな絵画が飾かざってあるだけで、隠れられる場所はどこにもなかった。


「どうしよう……」


　万ばん事じ休すといったところだろうか。


　こんな騒さわぎになってしまったからには、ジブリールの機き嫌げんは最悪だろう。


『───こんなふうに楽しませてもらえるとは思ってもいなかったよ、八尋』


　近づいてくるジブリールの声に絶望する。こうなったら、本当に舌を嚙むしかないかもしれない。


『だが、追いかけっこはもう終わりにしよう』


『私はまだ、遊んでいたいんですけどね』


『直に日も暮れる。子供の時間は終わりだ』


『……っ』


　顎を力任せに摑つかまれ、上を向かされる。頰ほおに食い込む指は痛かったけれど、怯んでは負けだと思い、視線に力を込めてジブリールをキツく睨にらみつけた。


『だが、よくもまあ、あの香こうを吸っていて、これほど走れたものだな』


『香…？』


『あれには体の緊きん張ちようを解ほぐす作用があるんだよ』


『な……っ』


　ジブリールの含ふくみのある口調に眉まゆを寄せる。


　それじゃあ、走っている最中に足が何度も縺もつれそうになったのも、指が上手く動かなかったのも、バランスが取りづらかったわけではなく、部屋で炷かれていた香のせいだと云いうのか!?


　この国の法律では、幻げん覚かく症しよう状じようを見せる成分が含まれる植物の類たぐいはまだ規制されていなかったはずだ。そういったものが香や煙草たばこに混ぜられ、使用されている地域もあると聞く。


　はっきりとは云われなかったけれど、多分、そういうことなのだろう。


『もう少しで完全に体に回るはずだったんだが、君がこんなにせっかちだとは思いもしなかったよ』


『────』


　ジブリールが俺を一人放置しておいたのは、そのためだったのか……。


　カクン、と膝ひざが折れ、俺は壁にもたれかかる。伸のばされた手を拒こばむことも、それから逃のがれることももうできない。


　もう、観念するしかないのか───そう思いかけたそのとき、聞こえるはずのない声が聞こえてきた。


「八尋!!」


「う…そ……？」


　これは吸わされた香の煙けむりが聞かせた幻げん聴ちようだろうか？


　慌てて視線を巡めぐらすと、息を切らせたサイードの姿があった。


　噓うそだ……サイードが来てくれるなんて……。


　きっと、これは夢なんだ。俺の願望が見せた、幻覚で───。


『貴様…ッ!?』


　サイードは俺に迫るジブリールを引き剝はがし、握にぎりしめた拳こぶしを彼の頰に叩たたき込んだ。


『ぐぁ…っ』


　ジブリールの体は拳の勢いに弾はじき飛ばされたように、赤い絨じゆう毯たんの上に倒たおれ込む。そして、サイードは壁に寄りかかることでやっと立っている状態の俺に駆け寄った。


「八尋、しっかりしろ！」


「……サイード……」


　自らサイードの許もとから逃げ出した結果、こんな事態になってしまったのに、俺を助けに来てくれるなんて。


　崩くずれ落ちかけた体を支えてもらい、ゆっくりと床ゆかに座らせてもらう。香の効果が出てきたのか、全身が熱っぽく気け怠だるくなってきた。


「何か飲まされたのか？」


「部屋に…香こう炉ろが……」


「香炉？　この香かおりは───」


　たどたどしく告げると、サイードは表情を強こわ張ばらせた。俺のそれだけの言葉で、だいたいの事情を察したのだろう。


　サイードは、すっと立ち上がると、頰を押さえて呻いているジブリールの元へとゆっくりと歩み寄った。おもむろに腰こしに伸びた手が短たん剣けんの柄つかを摑んだかと思うと、すらりと抜かれた刃は物ものの切っ先が目に飛び込んでくる。


『ひっ…サ…サイード…！　何を考えているんだ…!?　お、おいっ！　お前らもこいつを何とかしろ…っ』


　サイードの本気を感じ取ったのか、ジブリールは哀あわれなほど取り乱している。


　しかし、怒いかりを漲みなぎらせたサイードを止めることは誰にもできず、周囲はただ固かた唾ずを呑のんで立ち尽つくすばかりだった。


『いままで、お前が何を云おうが黙だまってきてやったし、どんな妨ぼう害がいにも目を瞑つぶってきてやった。だが、今回のことだけは許さない』


『うわああぁっ』


　振ふり上げられた短剣がチカリと光った瞬しゆん間かん、俺は思わず目を瞑っていた。尻しり餅もちをついたまま後あと退ずさっていくジブリールの情けない悲鳴が廊下に響ひびき渡わたる。


「───っ」


　ガッという鈍にぶい音がし、シン…と辺りが静まり返る。恐おそる恐る目を開けると、投げつけられた短剣がジブリールの顔の真横の壁に突き刺ささっていた。


　額に脂あぶら汗あせを浮うかべたジブリールは、サイードに許しを乞こう。


『た、助けてくれ…っ、ほんの出来心だったんだ!!』


『出来心であんな手回しのいいことができるのか？』


『な…何のことだ…？』


『ハキムの弟を騙だまして召めし上げ、人ひと質じちに仕立て上げたのはどこの誰だれだ？』


　───人質!?


　サイードの言葉に俺は驚おどろき、それと同時に全すべてに納なつ得とくがいった。


　ハキムが兄弟の話をしたときに見せた悲しそうな表情も、俺を騙してジブリールに引き渡したのも、それを後こう悔かいしているような態度も、全部ジブリールに大事な弟を盾たてに取られていたからだったのだろう。


『あ、いや、それは…まあ、ほんの冗じよう談だんで……』


『冗談で、あんな年とし端はもいかない子供に夜よ伽とぎをさせるつもりだったのか？　あまつさえ、その命さえ盾に取ろうなどとさすがに目に余る』


『……っ！　偉えらそうなことを云って、貴様もそこの日本人を権力を笠かさに着て囲っていただろうが!!　人に説教できるようなたまか!?　そのくせ、こうして逃にげられているのだからざまはないな！』


　逆ギレとしか云いようのないジブリールの反論に、サイードは微かすかに息を呑む。その瞬間、クッと笑ったジブリールに、俺は残る力を振り絞しぼって声を張った。


『サイードは、お前とは違ちがうッ!!』


　サイードの許から逃げ出したのは変えようのない事実だけど、ジブリールから逃れようと思った理由とは全く違う。それをわからせたくて、わかって欲しくて───。


『八尋……』


『サイードは……サイードは……っ』


　香のせいで思考も鈍くなっているのか、上手うまく口が回らない。この胸にある気持ちを伝えられず、もどかしさは募つのるばかりだ。


　悔くやしさに歯は嚙がみすると、サイードは俺の傍かたわらに膝をつき、俺の頭をそっと撫なでた。


「無理をしなくていい。私は大だい丈じよう夫ぶだ」


　サイードは穏おだやかな顔でそう俺に云うと、再び厳しい表情に戻もどる。そうして、背後にいるジブリールに冷れい酷こくに告げた。


『今回の件は父に報告させてもらう。もちろん、私の持ちうる力全てを使って、お前を放ほう逐ちくさせてもらうから覚かく悟ごしておけ』


『……っ』


　非情な宣告をされたジブリールは、ガクリと力なく項うな垂だれた。


　サイードは力の入らない俺の体を抱だき上げ、ジブリールの部下が立ち尽くす廊ろう下かを闊かつ歩ぽしていく。力強い腕うでに抱かれながら俺は、ほろ苦い気持ちを味わっていた。


　結局、こうして俺はサイードから逃れられないのかもしれない。


　言葉を交かわすこともなく屋や敷しきを出ると、そこではハキムが地面にひざまずき、頭を垂れて待っていた。


　きっと、彼はサイードが全てを知っていることを悟さとり、潔いさぎよく罪を告白するつもりなのだろう。


『罰ばつを受ける覚悟はできております。ですが、弟だけはどうか───』


　いまのサイードの力を持ってすれば、人質に取られているというハキムの弟を助け出すこともできるだろう。


　どうにかして、俺も口くち添ぞえができないかと思考を巡らせていたけれど、それよりも早くサイードが口を開いた。


『何を云っている、ハキム』


『え…？』


『お前の弟はすでにあの男の宮きゆう殿でんから連れ出し、王宮に召し抱かかえられている。あそこなら、父の目が行き届いているだろうから心配はないだろう』


『国王陛下の…？』


　顔を上げたハキムはぽかんとした顔でサイードを見つめている。俺も、サイードの言葉には驚かされた。いったいいつの間に、そこまで手を回していたのだろう。


『何か文句はあるか？　ないなら、早く私の車を出せ。帰りも私に運転をさせるつもりか？』


『はっ、申し訳ございません！』


　ハキムは慌あわてて立ち上がると、急いで停とめたとわかるサイードの愛車に駆かけ寄り、恭うやうやしくその後部座席のドアを開けた。











「気分はどうだ？」


「さっきよりはだいぶよくなりました……」


　サイードの屋敷に戻ってすぐ、俺は気つけ薬のようなものを嗅かがされた。体の気怠さと熱っぽさは消えないけれど、朦もう朧ろうとしていた意識は幾いく分ぶんはっきりしたように思う。


　それにやはり、サイードの屋敷はほっとする。俺にとって居い心ごこ地ちがいいと云いうか、雰ふん囲い気きが肌はだに合うのだ。……だからこそ、ここには長居すべきではないと思ったのだけれど。


「紅茶を淹いれてきた。飲むだろう？」


「はい……」


　寝しん台だいの上で体を起こし、持ってきてもらった温かい紅茶を少しずつ飲む。そうやって落ち着きを取り戻した俺に、サイードは険しい表情で問いかけてきた。


「───どうしてハキムについて行ったんだ？」


　声が普ふ段だんと同じトーンなぶん、怒りが静かに伝わってくる。サイードは激げつ昂こうしそうな感情を無む理り矢や理り抑おさえ込んでいるのだろう。


「すみません……」


　云い訳をするのも男らしくないと思い、謝罪の言葉だけを口にする。しかし、サイードはそれで納得してはくれなかった。


「謝るだけではわからない。そんなにここにいるのが嫌いやだったのか？」


　俺が「帰して欲しい」と云ったことが気にかかっているのだろう。


　逃げ出すことも叶かなわなかったいま、暴走してしまいそうな気持ちに終しゆう止し符ふを打つには玉ぎよく砕さいするしか方法は残されていない。


　俺は慎しん重ちように言葉を選び、飲み干した紅茶のカップを脇わきに置くと、サイードに静かに告げた。


「……怖こわかったんです」


「怖かった？」


　それが一番俺の気持ちに的確な言葉だと思う。


　予測のつかない自分の気持ちも、俺を翻ほん弄ろうするサイードも怖くてたまらなかった。


「これ以上、あなたの傍そばにいたら自分の気持ちがどうなってしまうかわからなかったから……」


「どういうことだ？　お前は何が云いたい？」


「こんな気持ちを抱えたまま、あなたに抱かれ続けたら諦あきらめられなくなってしまう。俺は身代わりなんだってわかっていても、夢を見てしまいそうになる」


　惹ひかれていく気持ちを抑えきれないまま、身代わりに愛される切なさを味わっているうちに、甘くほろ苦い気持ちはどろどろとした汚きたない気持ちに変わってしまうに違いない。


　臆おく病びよう者と誹そしられてもいい。みっともないと嘲あざ笑わらわれてもいい。それでも、生まれて初めてした本物の恋こいを綺き麗れいなまま取っておきたかったのだ。


「身代わり？　何のことを云ってるんだ？」


「写真を…見てしまったんです……。あなたの部屋のデスクに置かれている写真、あれは俺の母ですよね」


「あれを見たのか……」


　俺の告白に、サイードは一いつ瞬しゆん息を詰つめた。


「はい…」


「そうか…」


　俺が頷うなずくと、サイードは納得がいった顔で小さくそう呟つぶやいた。深く考え込んでいる様子に、あの写真がサイードにとって重要なものだということがよくわかる。


「勝手に部屋に入ってしまって、すみません。……でも、あなたは母───あの写真の人が好きなんですよね？」


　自分から、こんなことを訊きくことになるなんて思ってもみなかった。


　沈ちん黙もくがやけに重くのしかかってくる。覚悟を決めて肯こう定ていの言葉を待っていると、サイードは俺の質問の答えとは違う話をし始めた。


「───いまは私が預かっているが、あの写真は元は父のものだったんだ。写真の女性は、父が英国に留学しているときにつき合っていた人だと云っていた」


「母と国王陛下が……」


　もしかしたら何か接点があったのだろうと考えた俺の予想は、大方合っていたようだ。同じデザインの指輪は、若かりし頃ころの国王と母が交わし合ったものなのだろう。


「立場の違ちがいから別れるしかなかったけれど、父はずっと彼女のことを大事に思っていたと、私によく当時の思い出話をしてくれたものだ」


「そうだったんですか……」


「幼い頃に母を亡なくし、この容姿のせいで召めし使つかいにもよく思われていなかった俺の相手をしてくれたのは父と乳う母ばであったハキムの母、それにハキム……その三人しかいなかった。幼い私は父の思い出話に逃とう避ひし、異国の地での恋物語に憧あこがれを抱いていたんだ。きっと、ここではない遠い場所には運命の相手がいるはずだと」


「────」


　ハキムから幼い頃の話は教えてもらっていたけれど、こうして本人の口から聞くとますます切ない気持ちになる。


　あんな広い宮殿の中、味方になってくれる人がほとんどいないという状じよう況きようはどれほど大変なものだったろう。本人にはどうすることもできない容姿を理由に虐しいたげられ、幼いサイードはさぞかし辛つらかったに違いない。


「あまりにしつこく話を聞かされるものだから、まるで自分が彼女に恋しているような気分になってしまってな、初恋のような気持ちを抱いだいていたことは確かだ。あの写真は、お守り代わりのようなものだったんだ」


「やっぱり……」


　好きだったんですねと云おうとすると、憮ぶ然ぜんとして言葉を遮さえぎられた。


「最後まで人の話を聞け。そういった気持ちを抱いていたし、彼女にそっくりなお前を見て驚おどろきもしたが、私はお前を誰だれかの身代わりにした覚えはない。体一つで虚きよ勢せいを張ってる気の強いところに惹かれたからこそ、お前に傍にいて欲しいと願ったのだ」


「噓うそ…だ……」


　俺は口を挟はさませまいとばかりに一息に告げられた内容に、自分の耳を疑った。


　何だか俺に都合のいい言葉が聞こえた気がしたけれど、聞き間違いではないだろうか？


「噓なものか。威い勢せいがいいくせに、淋さびしげな瞳ひとみをしていたお前をこの腕うでに抱きしめていてやりたいと思ったんだ」


　ただ、手段が強ごう引いんだったことは謝らなくてはと、サイードはバツの悪い顔をする。


「あの男の名前を出されて焦あせった。あいつは弱者を虐げることを楽しむような性せい癖へきがある上に、幼い頃から俺に関しては異常な敵対心を持っていて、ことあるごとに妨ぼう害がいや嫌がらせをしてくるんだ。あんな男の手に落とすわけにはいかないと必死だった」


　だから、どんな手段を使ってでも俺を引き留めようとしたのだと云う。真しん摯しに訴うつたえるサイードの瞳は、偽いつわりや誤ご魔ま化かしがあるようには見えない。


「ほんとに……？」


　同情や慰なぐさめならいらない。いっそう惨みじめになるだけだから。


　だけど、サイードはきっぱりと云いきった。


「私は噓はつかない。私の八尋を愛する気持ちも本物だ」


「あ…愛って……」


「───八尋、ずっと私の傍にいてくれるか？」


「本当に…俺でいいんですか……？」


「当然だ。私は八尋以外欲しくない」


「……っ」


　感かん極きわまったせいか、眦まなじりから温かな雫しずくが一筋流れ落ちる。その瞬間、嵐あらしに攫さらわれるかのように広い胸に抱き寄せられた。


　強く搔かき抱いだかれ、俺もそれに答えるように抱きしめ返す。


「サイード…っ」


　もう離はなれない。この腕の中は、俺だけの場所だ。


「───夢みたいだ……」


　叶うはずがないと諦めていた恋が叶ってしまうなんて。こんな気持ちでサイードの腕の中にいることができるなんて、本当に夢みたいだ。


　幸せすぎて、閉じた目を開いたら全すべてが消えてしまうんじゃないかと不安になる。


「夢なんかにしてたまるか」


　その傲ごう慢まんとも取れる発言がサイードらしくて、俺は小さく笑ってしまう。だけど、その笑いの振しん動どうが眠ねむっていた感覚を揺ゆり起こした。


　何をされたわけでもないのに体の奥で感じる疼うずきに、俺は戸と惑まどいを覚える。ただでさえ熱っぽかった体が、サイードに抱きしめられて一気に体温が上じよう昇しようしたような気がした。


「どうした？」


　体を強こわ張ばらせた俺を訝いぶかしく思ったのか、サイードは体を少し離して声をかけてきた。


「いえ…何だかまだ、体が熱くて……」


　そう告げると、涼すずしい顔でとんでもないことを教えてくれる。


「ああ、あの香こうは花はな嫁よめの初夜に炷たくものだからな。緊きん張ちように強張る体を弛し緩かんさせる効果だけじゃない。長時間吸っていると淫みだらな気分にもなってくるんだ」


「ええっ!?」


　それはつまり、媚び薬やくの類たぐいということなのか。


　気のせいかもしれないけれど、意識した途と端たん、下腹の辺りに血液が集まっていくような感覚に襲おそわれる。


「吸い込む量が少なかったんだろう。だから、いまになって効いてきたんだ」


「そ、そんなもの吸って大だい丈じよう夫ぶなんですか!?　いったいどうしたら……」


「繰くり返し使わなければ、人体に危険はない。時間が経たてば、効果も薄うすれる。───その間、体の欲求を堪こらえられればの話だが」


「……っ」


　口くちの端はしを引き上げて告げられた言葉に、俺は声を詰まらせる。


　試ためすような物もの云いいをされ、恨うらみがましい視線を向けた。


「どうする？」


「……今日は、意地が悪くないですか？」


「私の気を揉もませた罰ばつだ。一度くらい、お前から求められてみたいと思ってもいいだろう？」


　わざと拗すねた口調で云ってくるサイードが憎にくらしい。


　だが、この体の疼きが全て香のせいでないことには気づいていないだろう。今日くらいは、媚薬の効果のせいにして、甘えてしまってもいいかもしれない。


　俺は緊張に乾かわく唇くちびるを舐なめて潤うるおし、やっとの思いで言葉を発した。


「───…て下さい」


「ん？」


　口元に耳を近づけられ、もう一度と催さい促そくされる。この距きよ離りなら絶対に聞こえていたはずなのに、本当に今日のサイードは意地悪だ。


　云うまでは何をする気もないらしく、視線で早くと急せかしてくる。仕方なく俺は羞しゆう恥ちを堪え、さっきよりは少し大きめの声で懇こん願がんした。


「……俺を…抱いて下さい……」











　───俺の願いはあっさりと聞き入れられた。


　寝しん台だいに組み伏ふせられた体はあっという間に一糸纏まとわぬ姿にされ、全身にキスの雨を浴びせられる。四し肢しが弛緩している影えい響きようか、皮ひ膚ふ感覚は少し鈍にぶい。けれど、俺の体が見せる反応はいつもより鋭えい敏びんだった。


「あっ…サイード……っ」


　肌はだを滑すべる指の感かん触しよくはくすぐったいばかりなのに、その奥で生まれるざわめきが体温を上昇させる。その感覚の落差が俺を酔よわせていく。


　サイードはとろんとなった俺を俯うつぶせにすると、腰こしを高く上げるよう指示してきた。おずおずとそれに従うと、露あらわになった場所を指先で撫なでられる。


「もっとだ。ここに早く欲しいんだろう？」


「ん…っ、あ…あ……あっ……」


　たっぷりと香油を塗ぬりつけられた後ろの窄つぼまりは痛みを感じることなく、サイードの指を飲み込んだ。ゆっくりとした抜ぬき差しはもどかしく、無意識に腰を揺らしてしまう。


　搔き回される体内はすぐに柔やわらかく蕩とろけ、小刻みに痙けい攣れんしてはもっと欲しいと淫らにねだった。


「や…ぁ、あ…そこ……っ、んんっ」


「ここをどうして欲しい？」


「もっと、強く……ぁあっ！」


　望んだ通りの刺し激げきを与あたえられ、びくびくと体が跳はねる。体を走り抜ける快感に、俺は手元のシーツを握にぎりしめた。


　サイードは内ない壁へきを搔き回す指を増やし、俺の中でバラバラに動かした。


「ぁあ…っ、あ、あ…っ、や、待っ……」


「ん？」


「指…じゃ、やだ……」


　呂ろ律れつの回らない口でたどたどしく告げると、サイードは俺が何を云いたいのか察したようだ。粘ねん膜まくの絡からみつく体内から指を引き抜き、腰を抱かかえ直そうとしてくる。


　俺はそんなサイードの手から逃のがれ、自力で何とか体を起こした。


「八尋？」


「今日は、俺がします……」


「できるのか？　無理はしなくていい」


「俺だって、サイードを気持ちよくしたいんです」


　寝ねていていいと云うサイードを横たわらせると、俺はその逞たくましい体に跨またがる。そして、後ろ手で支えた昂たかぶりを柔らかくなった入り口に宛あてがった。


「ん……っ」


　硬かたい先せん端たんの感触を敏感な場所で感じたあと、俺はゆっくりと腰を落としていく。


「く……ぅ、ん……っ」


　じわじわと入り込んでくる欲望の熱さと大きさに、全身の細さい胞ぼうが痺しびれるようだ。


　繫つながりばかりを意識していたせいで、サイードからは気が逸それていたのだが、油断していたところに腿ももをすいと撫でられ、その瞬間走り抜けた震ふるえに膝ひざの力が抜けてしまう。


「ぅあ…っ」


　自分の体重で腰が落ち、一息にサイードの欲望を飲み込んでしまった俺は、内壁が擦こすれる快感に声にならない悲鳴を上げた。


「───…っ」


　頭の中が真っ白になったかと思うと、俺は欲望を弾はじけさせていた。サイードの引きしまった腹部から胸にかけて飛び散った白いものを目にした途端、かあぁっと顔が熱くなる。


「ごめん…なさい……」


　気持ちよくしたいと云いながら、俺が真っ先にイッてしまうなんて。


　恥はずかしさで消え入りそうになっていると、張り詰つめたままの自身をサイードの指がその形をなぞっていく。


「まだ、終わりじゃないだろう？」


「あ…っ」


　微かすかな接触にぞくぞくと腰が震え、隙すき間まなく繫がったそこはドクドクと力強く脈打つ楔くさびを締しめつけてしまう。


「ちゃんと自分で動くんだ。気持ちよくしてくれるのだろう？」


「はい…」


　いまにも崩くずれ落ちてしまいそうな体を叱しつ咤たし、俺は腰を揺らした。


「はっ……あ、ん…こう、でいいですか…？」


「ああ、もっと好きに動いてみろ」


「あぅ…っ、ん、んん…っ」


　腰を回したり、上下に動いたりもしてみるが、どうすればサイードが感じてくれるのかわからず、結局は自分のいいところに当たるような動きになる。


　中が擦れる快感にだんだんと頭の中がぼんやりとしてきてしまい、ますます自分の欲望を追うことになってしまった。


「あっ、あ…っ、んぁ…っ、あッ！」


　夢中になって腰を動かしていると、胸の尖とがりをキツく摘つままれた。予測していなかった刺激に思わず胸を反らすと、体を起こしたサイードに腰を支えられ、ジン…と疼とう痛つうの残る胸の先に吸いつかれた。


「あ…んんっ」


「もっと」


　サイードは俺の尻しりの丸みを揉みしだきながら、口に含んだ粒つぶを舌先で転がし、歯を立てる。俺は込み上げてくる快感にサイードの頭を搔かき抱いだき、無心に体を揺らした。


　だけど、サイードはそれだけで満足できなかったらしく、下から強く突つき上げてくる。


「あぁあ…っ!!」


　腰を摑つかんで上下に激しく揺ゆさぶられ、体液の滴したたる自身がサイードに当たって擦れた。そうやって体内を搔き回されているうちに、繫がりからぐちゅぐちゅといやらしい音が聞こえてくるようになった。


「ぁあ…っ、あっ、い…っ」


「痛いのか？」


「ちがっ、んん、きもちい……っ」


　首を振ふってそう云うと、律動が酷ひどくなる。


　休みなく続けられる容よう赦しやのない突き上げに、俺はまた限界が近くなっていた。


「やぁ…っ、サイード…っ、あっ、もう…っ」


「ああ、わかってる」


「あっ、あ、あ…っ、あー…ッ!!」


　ギリギリまで膨ふくれ上がった欲望は、一ひと際きわ強い突き上げに弾けてしまう。白はく濁だくが飛び散ると同時に、深々と突き刺ささったサイードの昂りがどくんっと大きく脈打った。


「……くっ」


　ひくひくと痙攣しながら注ぎ込まれる熱を感じながら、俺は絶頂に強こわ張ばった体を弛し緩かんさせ、サイードにもたれかかる。


　甘えるように頰ほおをすり寄せると、荒あらく息をつく唇を啄ついばまれた。


　触ふれるばかりのキスはどちらからともなく舌を絡め合い、濃のう厚こうなものへと変わっていく。


「んっ…んぅ……」


　唾だ液えきを啜すすられ、ざらりと舌を擦こすられる。キスが気持ちいいということも、サイードに出で逢あって初めて知ったことだ。


　俺は、サイードにたくさんの初めてをもらっている気がする。セックスの気持ちよさも人を想おもう恋こいしさも苦しさも切なさも、そして、喜びも……。


「サイード……んん、ふっ……」


　繰くり返されるキスの合間、俺が生まれて初めての言葉を口にすると、サイードの瑠る璃り色いろの瞳ひとみが柔らかく眇すがめられた。


　───愛してる。


　俺は飽あきることなくそう囁ささやき続け、サイードはその度たびに優やさしいキスをくれたのだった。




６







「…………」


「そんなに緊きん張ちようすることはない。面会と云いっても、これは私的なものなんだからな」


「でも……」


　何度、大だい丈じよう夫ぶだと云われたかわからないけれど、どうしても緊張してしまうのだから仕方がないじゃないか。というか、俺みたいな庶しよ民みんがこんな場所に来ること自体、本来はあり得ない。


　どうして俺がこんなにガチガチになっているかというと、これから国王陛下との面会が予定されているからだ。


　サイードに俺の話を聞いた国王陛下が、どうしても会いたいと云い、多た忙ぼうな公務に無む理り矢や理り隙間を作り、面会時間を捻ひねり出してしまった。


　そこまでされて拒こばむわけにもいかず、サイードにつき添そってもらい、こうして王宮を訪ねたわけだが、早くも後こう悔かいしていた。


　サイードの宮きゆう殿でんも凄すごいが、王宮の格の高さはまた違ちがう。あちらはまだ生活の場という空気があるけれど、ここの威い圧あつ的な空気は歴史の重さまで感じさせる。


　それに緊張しているのは、相手の地位に対してだけではない。恋こい人びとの家族だということが、俺にとっては重要な問題なのだ。


「国王と云うと大層な響ひびきだが、本人はそう大したことはないから安心しろ」


「大したことないって、そんな云い方……」


「私がついてるんだ。案ずるな」


「はい……」


　膝に置いた手をぎゅっと握られ、その温かさにほっとする。


　そもそも、サイードが国王陛下に俺の話をするに至ったのは、ジブリールとの一件があったからだ。


　いままでは彼がどれだけ裏で非道なことをしていても、罪に問われることはなかった。それは王族のスキャンダルを恐おそれた側近たちの計らいで国王陛下の耳に入ることがなかったからだ。それにもし注進するような人間がいたとしても、有力な一族の子息でもあるジブリールにはそれすらも揉もみ消す力があった。確固たる証しよう拠こがなければ、お咎とがめなしで終わっていた可能性だって大きい。


　しかし、今回は別だった。これまではできるだけ、関かかわり合いを避さけてきたサイードが本気を出したことによって、打てる限りの先手を打ち、証拠を固めた上で国王陛下に報告したというわけだ。


　その結果、ジブリールは第二鉱区の責任者を更こう迭てつされ、内々に謹きん慎しん処分を申しつけられた。表向きには病気療りよう養ようのための長期休養ということになっているが。


　石油事業はサイードに一任され、二つの鉱区の入札は彼の主導の下もと、行われることになった。入札とプレゼンテーションの結果、暁石油開発は鉱区の一つを落札することができた。もちろん、技術力の高さを買われてのことである。


　実は、俺はサイードに当初の約束は忘れて欲しいと云ったのだ。鉱区のためにこの身を捧ささげはしたけれど、本来そうした裏からの取り引きをサイードが好ましく思わないことを知り、ポリシーを曲げさせたくないと思ったのだ。


　そうしなければ、サイードに後ろめたい気持ちをずっと抱いだき続けてしまいそうだったから。


　仕事は仕事として正々堂々勝負して、恋人としてもまっすぐに好きでいたい。


　心から愛いとおしいと思える相手がいることが、こんなに幸せなことだと教えてくれたサイードには感謝してもし足りない。


「どうかしたか？」


「ううん、何でもないです」


　見み蕩とれていたことに気づかれ、笑って誤ご魔ま化かした。


「それが何でもないと云う顔か───」


　サイードが追つい及きゆうしようとしたそのとき、隣となりの間から国王の側近が現れた。


『陛下がお越こしになりました。こちらへどうぞ』


『は、はい…っ』


　慌あわてて繫つないでいた手を解ほどき、立ち上がる。サイードもやれやれといった態度で立ち上がり、俺をエスコートするように国王陛下のいる部屋へと促うながした。


『し、失礼します……』


　部屋に入った途と端たん、機き嫌げんのいい声が響き渡わたった。


『おお！　君が小夜子の息むす子こか!!』


『初めてお目にかかります、志水八尋と申します』


『堅かた苦くるしい挨あい拶さつなどよい。もっと近くで顔を見せてくれ』


『は、はあ…』


　落ち着かない様子で俺の目の前まで来てしまった国王陛下は懐なつかしいものを見るような眼まな差ざしで俺を見つめる。


　俺はドギマギとしながらも、国王の顔を見ながら思った。顔立ちこそ似ていないが、顎あごのラインや耳の形、体格などはサイードにそっくりだと。


　貫かん禄ろくは感じるけれど、嫌いやな威圧感を与あたえない不思議な人だ。サイードも歳としを取ったら、こんなふうになるんだろうか？


『本当に小夜子に生き写しだな……。こうしていると、若い頃ころに戻もどったような気分になる』


『陛下……』


　懐かしいものを見つめるような瞳に、俺の胸は切なくなった。きっと、国王陛下は俺を通して恋人だった母のことを思い出しているのだろう。


　国王陛下の眼差しは言葉よりも雄ゆう弁べんに、母への気持ちを語っている。留学期間の終わりが近づくと共に母と別れることを決めたときは、自分の立場を呪のろったに違いない。


　違う国に生まれていたら、王子という立場でなかったら、と……。


『そんな顔をするでない。───そうだ、君は小夜子の指輪を持っているそうだな』


『あ、はい』


　沈しずんだ顔をした俺を気き遣づかってくれたのか、国王陛下は自ら話題を変える。俺は問いかけに、首のチェーンを辿たどって服の下から指輪を引っぱり出した。


　チェーンを首から外し、手の平に載のせて差し出すようにして見せると、彼は更さらに懐かしげに目を細めた。


『これは英国に留学していたときに、二人で秘ひそかに交こう換かんしたのだよ。国王である私がつけているわけにもいかぬから、サイードに預けてあるのだが』


『そうだったんですか』


『どうしているかと常に考えてはいたが、小夜子は日本に帰ってから幸せであったのだろう。君のような素す晴ばらしい息子を授さずかったのだからな』


『陛下……』


　にこにこと微ほほ笑えむ国王陛下の瞳は、微かすかに潤うるんでいるように見えた。この人は、本当に母を愛してくれていたのだろう。いや、いまも愛し続けてくれているのかもしれない。


　面会時間はあっという間に過ぎ、側近が次の公務へと急せき立てに来る。国王陛下は残念そうな表情を浮うかべつつも、俺の手を力強く握にぎった。


『今日は会えて嬉うれしかった。今度是ぜ非ひ、一いつ緒しよに食事をしてくれ』


『口説かないと約束するんでしたら、結構ですよ』


　誘さそいの返事は、俺の代わりにサイードが答える。その言葉に俺は思わず目を剝むいた。


『サイード…っ!?』


　何てことを云うのかとハラハラした気持ちでいると、国王陛下は朗ほがらかに笑って返すだけだった。そして、サイードのカミングアウトとも取れる発言に対する答えは口にしないまま、側近に急かされて行ってしまう。


　大広間に取り残された俺は、緊きん張ちようが切れるのと同時にへなへなとその場にしゃがみ込んでしまった。


　サイードは緊張しなくてもいいと云いっていたけれど、やはり対たい峙じするだけでもかなりのエネルギーを要したようだ。


　それにしたって、サイードもあんなことを云わなくてもいいだろう。俺たちの関係がバレでもしたら、どうするつもりなのだ。


「何をふて腐くされてるんだ？」


　色んな意味で疲つかれていると、日本語でサイードが話しかけてきた。


「ふて腐れてるんじゃなくて、疲れてるんです。まさか、あんなことまで云ってるなんて思わなかったから、心臓止まるかと思いましたよ……」


「だが、予防線は張っておくに越したことはないだろう。愛した女性と瓜うり二ふたつの人間に出で逢あったらどうなるかわからないからな」


「それが心配のしすぎだって云うんです」


「だが、父上のお前を見る目は普ふ通つうじゃなかった」


　すっかり不機嫌になったサイードに苦く笑しようしてしまう。そんなふうに心配しなくても、俺はサイード以外目に入らないというのに。


　それに、サイードが心配するようなことは一つもない。


「あれは俺に向けてたんじゃないですよ」


「どういうことだ？」


　サイードの瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、誰だれに向けられているのかとわからなかったときは不安と戸と惑まどいばかりを感じていた。


　しかし、いまなら向けられる視線の違ちがいがわかる。サイードの眼差しは、どんなときも俺のことを見つめてくれていたのだと。


「俺を通して、母のことを思い出していたんですよ、きっと」


「どうして、そんなことがわかる？」


「それはだって、あなたの目とは違いましたから」


「私の目？　どんなふうに違うんだ？」


「どんなふうって……そんなこと、自分で考えて下さい」


　俺の口から説明するなんて恥はずかしい真似まね、できるわけがないだろう。俺はその場で立ち上がり、さっさと出口へ向かって歩き出す。


　サイードは慌てて僕のあとを追いかけてきた。


「待て、八尋。それがわからないから訊きいているんじゃないか」


「何云ってるんですか。自分のことでしょう？───わっ」


　照れ隠かくしに突つき放すようにして告げると、不意に背後から抱きしめられた。羽は交がい締じめにされた体は、そこから先には一歩も進めなくなってしまう。


「教えてくれないのなら、その体に訊いてやってもいいんだぞ？」


「なっ…何云ってるんですか！」


「時間はたっぷりあることだしな。屋や敷しきがいいか？　それとも、お前の部屋にしておくか？」


「……僕は明日も仕事があるんですけど」


「何、明日の朝、会社まで送るから問題はない。それに今日一日は、私にくれる約束だっただろう？」


　力強い腕うでの中、甘く囁ささやかれてしまっては抗あらがうことなどできやしない。


　もっと、けじめというかメリハリというか、そういうものが必要な気がするけれど、サイードに甘えられてしまうとどうしても逆らえなくなってしまうのだ。


「……わかりました。今日だけ、ですからね？」


「わかっている」


　本当に今日だけですむとも思えないけれど、朝に会社に送ってくれるというのだから朝までには解放してもらえるだろう。多少の寝ね不ぶ足そくは幸せの前には、大した問題ではない。


　実はリドワーンに滞たい在ざいするに当たって俺は、市内にある外国人用のアパートを借りて生活することにした。サイードは自分の屋敷で暮らせと云い張ったのだが、そこまで世話になるわけにもいかないと俺が突っぱねたのだ。


　そりゃ、俺だって毎日サイードに会えたほうがいいけど、それなりのケジメは必要だと思ったから。休みはサイードの屋敷に入り浸びたりだったりするけれど、何もかもを甘えてしまうわけにはいかない。


　毎晩電話はしてるし、それに休みになったらサイードに会えるんだと思うと仕事にも張りが出る。いままでもそれなりに仕事にやりがいは感じていたけれど、こんなに充じゆう実じつした生活は初めてだ。


　ちなみに、支部長だった広岡は、鉱区開発のプランからは外されてしまった。いつでも礼れい儀ぎ正しく人当たりよく振ふる舞まっているサイードが、社長がいる前で広岡にあからさまな不快感を示したのだ。


　ジブリールのところに俺を連れていったのが広岡だと知った当時、サイードは有り余る資金を使ってウチの会社の株を買い占しめて広岡の首を切ってやると息巻いていた。だが、そうなったときの本社の混乱を憂うれい、俺が必死に止めたのだ。


　───とにかく、初めの思おも惑わくとはだいぶ形の違うものになったけれど、俺は念願だった油田採さい掘くつの現場で働かせてもらっている。


　思惑と違ったのはサイードのことを本気で好きになってしまったこともだけど……。


「何を考えているんだ？」


「内ない緒しよです」


「八尋は秘密ばかりだな」


「そのほうが、俺のことを考えていてくれるでしょう？」


「そうかもしれないな。だが、これ以上考えごとをしていては夜も眠ねむれなくなってしまう」


　わざと拗すねた口調で告げたサイードは、次の瞬しゆん間かん、俺の体をふわりと抱だき上げた。


「うわっ!?」


　至近距きよ離りで見つめてくる瑠璃色の瞳が、イタズラをする少年のように細められる。その表情に目を奪うばわれていた俺に、サイードは思わせぶりに囁いてきた。


「やはり、帰ってからじっくりと教えてもらおう。───ベッドでな」


「え!?」


　動どう揺ようする俺を抱きかかえたまま、サイードは楽しげな笑い声を立てた。


　───その日の夜、俺が明け方まで眠らせてもらえなかったことは云うまでもない。




千せん夜や一いち夜やの快かい楽らくを
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